
教 学 の 理 念

� 学　大　ޫ正

　京都産業大学は19��年、学ߥढ़അによって設された。

ઓ後日本のਫ਼ਆ文化のߥഇを༕ྀされた学は、「ݐ学のਫ਼ਆ」

をࠜ本理೦として、国際ࣾ会で活躍できる人ࡐの育成に৺݂を

注͗、本学は極めてॱ調な発展をげた。この学による「ݐ学の

ਫ਼ਆ」は、その後も歴代の学により力強く受けܧがれ現在に

。っているࢸ

　本学が設以来、ऴ始一؏してܝげてきた教育理೦は、「ݐ学の

ਫ਼ਆ」にᨳわれているように、自らを厳しくしつつ、力に

み、ࣾ 会的な義務をଵることなく、国内外をわず活躍できる人ࡐ

の育成である。そのためには、日本ݻ有の文化の特࣭や歴史的な

意義をਂく理解するのみならず、世ք各国の文化や文明に通ڿし、

世քで通用し得る見識と国際ײ覚を身につける必要がある。

に進展する国際化、情報化ࣾ会において、本学は、時代のスٸ　

ϐーυにりれることなく、ৗに国際ࣾ会の動に注視しなが

ら、豊かな国際ײ覚と世քに༤飛する行動力のある人ࡐ育成のた

めのΧϦキュϥϜฤ成とその充実に取り組んでいる。特に、科学技

術の進展や文化・文明が作り出した地球規の課解決がٸ務の

現代ࣾ会に対Ԡするために、本学は、一ڌ総合大学のརを࠷

大ݶに生かし、体ܥ化された教ཆ教育と専門教育、さらには学部間

のนを取りったΧϦキュϥϜฤ成と、特৭のある大学院の専門教

育のΧϦキュϥϜの充実に意欲的に取り組んでいる。

　本学が、特にॏ視するのは、෯い教ཆ知識と国際ࣾ会で活躍

できる専門知識の修得にՃえて、「ݐ学のਫ਼ਆ」にᨳわれている豊

かな人間性と高いྙ理観を࣋った人格ܗ成の確立である。





理学部のポリシー

数理科学科
教育্ڀݚの目的
　京都産業大学学が定める「教学の理೦」の礎となっている「ݐ学のਫ਼ਆ」にܝげられた育成すき人૾ࡐに基ͮき、
理学部数理科学科では数理科学の基礎としての数学を身につけるとともに、数理科学のॾ分の理論およびԠ用を修得
し、ࣾ 会において指導的ׂを果たし得る人ࡐをཆ成することを目的とします。

ディϓϩϚ・ϙϦγー
　京都産業大学のディプϩϚ・ϙϦシーに従い、次のૉཆを身につけるために学部が学科ごとに定めるΧϦキュϥϜ（教育
課程）により学修し、卒業要件を満たした者に卒業の認定及び「学士（数理科学）」の学位を授与します。

1．共通教育科目の修得により、෯い知識を身につけている。
2．現代ࣾ会でىきている事象において、数理科学的観からそれを正しく理解するための能力を有する。
3．修得した数理科学に関する知識をもって、ྔ 的にも࣭的にもࠓまでに類を見ないような情報をう解決すき実ࣾ会
の課に対して、多༷な視からアプϩーνし、解決ࡦを提案することができる。

�．基礎的な数学ӳ語を理解し、ӳ語で書かれた文ݙ・資料を活用できる能力を身につけている。
�．数理科学的な観から自ݾが見出した提案をまとめ、第ࡾ者にద切に伝えることができる。
�．自ݾの৴೦を࣋ち、ࣾ 会的道ಙ観に基ͮいて、数理科学を修めて得た知見をもとに、実ࣾ会で自らのࣾ会的ׂを果
たす能力及び意志を࣋つ。

ΧϦΩϡϥϜ・ϙϦγー
　ディプϩϚ・ϙϦシー（卒業認定・学位授与の方）にܝげる目ඪをୡ成するために、共通教育科目、専門教育科目等を
体ܥ的にฤ成し、専門教育科目として数理科学に関する෯い教ཆと基礎的な専門知識を育むための講義、演習、実習、
特別研究（卒業研究）をద切に組み合わせた授業科目を開講しています。ΧϦキュϥϜ（教育課程）については、科目φン
όϦンά等を用いて、その体ܥ性や構を明示しています。また、ຖ学期末にશ学部で実施している「学習成果実ײ調査」
によりѲする学生の自ݾ成実ײ度や、ݸʑの授業とΧϦキュϥϜ（教育課程）に対する学生からの意見等により、ΧϦ
キュϥϜ（教育課程）のݕ証を行います。本学が提ڙしているΧϦキュϥϜ（教育課程）の教育成果を自ݾݕ・ධՁする
ことで、ΧϦキュϥϜ（教育課程）のద正化を図っています。
　教育内༰、教育方法、学修成果のධՁについては、以下のように定めます。

1．教育内容
�専門教育科目では、数理科学分の体ܥ性に基ͮき、理学部・数理科学科において基൫的数学およびԠ用的数学を学Ϳ
ことができる履修モデルを用意し、�年間の教育課程における専門分の学びの指導および各छ教育方法による特別研
究（卒業研究）の指導を行います。数理科学科では、特にগ人数教育の有རさを活かした演習科目や特別研究における
対的指導など学生のओ体的参Ճを求める教育に特があり、そこから専門性の高い学びを目指します。さらに、ࣾ 会
が面する༷ʑな課にॊೈに対Ԡしていくために、学生自らの専門分の学びと関係性のਂい異なる分との༥合に
よる学びを修めることもできます。
�共通教育科目では、京都産業大学のΧϦキュϥϜ・ϙϦシーで定めたとおり、「人間科学教育科目」、「言語教育科目」、「体
育教育科目」、「キϟϦアܗ成支援教育科目」に۠分して授業を開講し、ディプϩϚ・ϙϦシーにある目ඪにۙͮくために
必要となる෯い教ཆを身につけることを目的とする指導を行います。

2．教育方法
　理学部数理科学科の教育目ඪに照らし、以下のように、講義、演習、実習、特別研究をద切に組み合わせて実施します。
�1、2年次では、数理科学に取り組むための基礎的知識を身につけ、論理的思考能力と解決能力をཆうことを目的と
し、必修科目・選択必修科目において数学やプϩάϥミンάの講義、演習、実習を行う。
�2、3年次には代数学、زԿ学、解ੳ学、Ԡ用数理などの分の、より専門的な内༰の科目が配置されており、それらを
修得することで特別研究に取り組むための力ྔを身につける。また、数学のӳ書の講読やӳ語での発දを実施する科目



も配置されており、それらを修得することで数学ӳ語の基礎を身につけ、ӳ語運用力を高める。
�3、�年次に各教員の指導のもとで、いわΏる卒業研究にあたる特別研究を行い、それまでにഓってきた力ྔと論理的思
考能力や課解決能力を用いて、特定の研究分に集中的に取り組む。

　講義ܥの科目では新しい知識等を修得することを、演習および実習ܥ科目では、得られた知識の理解をਂめ自らの考え
をまとめることを、また、レϙーτ提出を課す科目や特別研究の成果発ද等では、第ࡾ者へ学修成果を発৴する技能を身に
つけます。
　なお、各授業の時間内外において学生ʵ教員間、そして教員間や教職員間の対をଅ進する取り組みを行い、学生の意
見・状況等をөした授業運営を実施します。

3．学修成果の評価
　各科目の学修成果のධՁは、各科目のシϥόスに定める成ධՁ方法により行います。

※入学者の受け入れの方（アυミッション・ϙϦシー）については、本学)1 ʪ˰教育情報ʫ参照

物理科学科
教育্ڀݚの目的
　京都産業大学学が定める「教学の理೦」の礎となっている「ݐ学のਫ਼ਆ」にܝげられた育成すき人૾ࡐに基ͮき、
理学部物理科学科では理論・実験を通して物理学の基礎を身につけるとともに、ڊ視的スケールからඍ視的スケールへࢸ
る物理現象を科学的に理解・解明する能力を修得し、実ࣾ会のॾにॊೈに対Ԡできる人ࡐ、および高度な専門職業人
の育成を目的とします。

ディϓϩϚ・ϙϦγー
　京都産業大学のディプϩϚ・ϙϦシーに従い、次のૉཆを身につけるために学部が学科ごとに定めるΧϦキュϥϜ（教育
課程）により学修し、卒業要件を満たした者に卒業の認定及び「学士（物理科学）」の学位を授与します。

1．共通教育科目の修得により、෯い知識を身につけている。
2．数学や物理学を基൫にした専門基礎科目のいૉཆを身につけている。
3．基礎的な科学ӳ語を理解し、ӳ語で書かれた文ݙ・資料を活用できる能力を身につけている。
�．物理学を基礎にした෯い知識を活用し、物事の本࣭を科学的に思考することができる。
�．物理科学の専門分において、理論的または実験的研究を実践し、課୳求、課解決および的思考の能力を身
につけている。

�．特別研究等で得られた研究成果を整理し、発දする能力を身につけている。
�．自ݾの৴೦を࣋ち、ࣾ 会的道ಙ観に基ͮいて、物理科学を修めて得た知見をもとに、実ࣾ会で自らのࣾ会的ׂを果
たす能力及び意志を࣋つ。

ΧϦΩϡϥϜ・ϙϦγー
　ディプϩϚ・ϙϦシー（卒業認定・学位授与の方）にܝげる目ඪをୡ成するために、共通教育科目、専門教育科目等を
体ܥ的にฤ成し、専門教育科目として物理科学に関する෯い教ཆと基礎的な専門知識を育むための講義、演習、実験、
特別研究（卒業研究）をద切に組み合わせた授業科目を開講しています。
　ΧϦキュϥϜ（教育課程）については、科目φンόϦンά等を用いて、その体ܥ性や構を明示しています。また、ຖ学
期末にશ学部で実施している「学習成果実ײ調査」によりѲする学生の自ݾ成実ײ度や、ݸʑの授業とΧϦキュϥϜ
（教育課程）に対する学生からの意見等により、ΧϦキュϥϜ（教育課程）のݕ証を行います。本学が提ڙしているΧϦキュ
ϥϜ（教育課程）の教育成果を自ݾݕ・ධՁすることで、ΧϦキュϥϜ（教育課程）のద正化を図っています。
　教育内༰、教育方法、学修成果のධՁについては、以下のように定めます。

1．教育内容
�専門教育科目は、数学や物理学の基礎を修得した上で、更に発展した内༰の専門科目、そして専門分ຖに異なった課
に取り組む特別研究（卒業研究）へとつながります。これは、෯い知識を身につけながら、؇やかに専門分をߜり



込み、より専門性が高く実践的な科目へと、ঃʑに学びをਂ化させていくための教育課程となっています。物理科学科で
は、特に専門分の講義科目や実験・演習科目の多࠼さに特があり、きめ細かく専門性の高い学びの指導を行います。
�共通教育科目では、京都産業大学のΧϦキュϥϜ・ϙϦシーで定めたとおり、「人間科学教育科目」、「言語教育科目」、「体
育教育科目」、「キϟϦアܗ成支援教育科目」に۠分して授業を開講し、ディプϩϚ・ϙϦシーにある目ඪにۙͮくために
必要となる෯い教ཆを身につけることを目的とする指導を行います。

2．教育方法
　理学部物理科学科の教育目ඪに照らし、以下のように、講義、実験、演習、特別研究（卒業研究）をద切に組み合わせて
実施します。
�1、2年次において、専門的な数学や物理学の講義や実験が必修科目として配置されており、෯い基礎知識を身につ
ける。
�2、3年次では「電磁気学」、「ྔࢠ力学」、「統計力学」などのより専門的な知識と技能をஈ֊的に学Ϳ。また、演習・実
験を通してԠ用力をཆい物理学の基礎を体ܥ的に修得する。さらに、物理学のӳ書の講読やӳ語での発දを実施する科
目を修得することで科学ӳ語の基礎を身につけ、ӳ語運用力を高める。
��年次に、各研究分の研究室に配属され、教員の指導のもと物理科学特別研究を行う。卒業研究として、論理的思考
能力や課解決能力を࿉し、専門知識の理解をਂめる。

　なお、各授業の時間内外において学生ʵ教員間、そして教員間や教職員間の対をଅ進する取り組みを行い、学生の意
見・状況等をөした授業運営を実施します。

3．学修成果の評価
　各科目の学修成果のධՁは、各科目のシϥόスに定める成ධՁ方法により行います。

※入学者の受け入れの方（アυミッション・ϙϦシー）については、本学)1 ʪ˰教育情報ʫ参照

宇宙物理・気象学科
教育্ڀݚの目的
　京都産業大学学が定める「教学の理೦」の礎となっている「ݐ学のਫ਼ਆ」にܝげられた育成すき人૾ࡐに基ͮき、
理学部宇宙物理・気象学科では、地球大気から宇宙શ体へࢸるスケールの多༷な現象を物理的に理解・解明する能力を修
得し、身につけた専門知識のԠ用力・発৴力を࣋つ人ࡐのཆ成を目的とします。

ディϓϩϚ・ϙϦγー
　京都産業大学のディプϩϚ・ϙϦシーに従い、次のૉཆを身につけるために、学部が学科ごとに定めるΧϦキュϥϜ（教
育課程）により学修し、卒業要件を満たした者に卒業の認定及び「学士（宇宙物理・気象学）」の学位を授与します。

1．共通教育科目の修得により、෯い知識を身につけている。
2．人類の生存ڥたる地球や惑星の大気ݍ、更にはそれらを取りרく宇宙でىきている༷ʑな現象を正しく理解するた
めの能力を有する。

3．修得した宇宙物理・気象学の知識を、未知の天体・気象現象の解明へとԠ用することができる。また、多֯的な視
から実ࣾ会のॾをとらえ、宇宙物理・気象学を通じて身につけた技術や方法論をそれらの課解決に活かす方ࡦ
を提案することができる。

�．基礎的な科学ӳ語を理解し、ӳ語で書かれた文ݙ・資料を活用できる能力を身につけている。
�．理論や観ଌ等によって٬観的指ඪを導出することで、取りѻう現象のഎ後にある物理を理解し、その内༰を自らの言
༿で、第ࡾ者にద切に伝えることができる。

�．自ݾの৴೦を࣋ち、ࣾ 会的道ಙ観に基ͮいて、宇宙物理学あるいは気象学を修めて得た知見をもとに、実ࣾ会で自ら
のࣾ会的ׂを果たす能力及び意志を࣋つ。



ΧϦΩϡϥϜ・ϙϦγー
　ディプϩϚ・ϙϦシー（卒業認定・学位授与の方）にܝげる目ඪをୡ成するために、共通教育科目、専門教育科目等を
体ܥ的にฤ成し、専門教育科目として宇宙物理学・気象学に関する෯い教ཆと専門知識を育むための講義、演習、実験、
実習、特別研究（卒業研究）をద切に組み合わせた授業科目を開講しています。
　ΧϦキュϥϜ（教育課程）については、科目φンόϦンά等を用いて、その体ܥ性や構を明示しています。また、ຖ学
期末にશ学部で実施している「学習成果実ײ調査」によりѲする学生の自ݾ成実ײ度や、ݸʑの授業とΧϦキュϥϜ
（教育課程）に対する学生からの意見等により、ΧϦキュϥϜ（教育課程）のݕ証を行います。本学が提ڙしているΧϦキュ
ϥϜ（教育課程）の教育成果を自ݾݕ・ධՁすることで、ΧϦキュϥϜ（教育課程）のద正化を図っています。
　教育内༰、教育方法、学修成果のධՁについては、以下のように定めます。

1．教育内容
�専門教育科目は、基礎となる数学・物理学を修得した上で、宇宙物理学・気象学の導入科目、宇宙物理学・気象学の専
門科目、そして専門分ຖに異なった課に取り組む特別研究（卒業研究）へとつながります。これは、෯い知識を身
につけながら、؇やかに専門分をߜり込み、より専門性が高く実践的な科目へと、ঃʑに学びをਂ化させていくための
教育課程となっています。宇宙物理・気象学科では、特に専門分の講義科目や実践的な科目の多࠼さに特があり、
。による、専門性の高い学びの指導を行いますܞ関との連ػ新のデータや研究࠷
�共通教育科目では、京都産業大学のΧϦキュϥϜ・ϙϦシーで定めたとおり、「人間科学教育科目」、「言語教育科目」、「体
育教育科目」、「キϟϦアܗ成支援教育科目」に۠分して授業を開講し、ディプϩϚ・ϙϦシーにある目ඪにۙͮくために
必要となる෯い教ཆを身につけることを目的とする指導を行います。

2．教育方法
　理学部宇宙物理・気象学科の教育目ඪに照らし、以下のように、講義、演習、実験、実習、特別研究（卒業研究）をద切
に組み合わせて実施します。
�1、2年次において、専門的な数学・物理学の講義・演習・実験が必修科目として配置されており、෯い基礎知識を
身につける。
�2年次では数学・物理学の基礎知識にՃえて、宇宙物理学・気象学の導入科目が必修科目として配置されており、専門
分をわず宇宙物理学・気象学の基礎知識を身につける。
�3年次ではҾき続き専門的な知識をஈ֊的に学Ϳ。その一方で、選択必修科目として、豊な演習・実験・実習が配置
されており、専門分ຖのより実践的な学びを通じて、講義科目によって得られた知識の理解をਂめ、自らの考えをవめ
る力をཆう。また、宇宙物理学・気象学のӳ書の講読やӳ語での発දを実施する科目も配置されており、それらを修得す
ることで科学ӳ語の基礎を身につけ、ӳ語運用力を高める。
��年次に、各研究分の研究室に配属され、教員の指導のもと特別研究を行う。卒業研究としてより専門的な課に取
り組むことで、解決のための方法・能力の修得を目指します。また、特別研究で課されるޱ಄発ද等のػ会を通じて、
第ࡾ者への学修成果を発৴する技能を身につける。

　なお、各授業の時間内外において学生ʵ教員間、そして教員間や教職員間の対をଅ進する取り組みを行い、学生の意
見・状況等をөした授業運営を実施します。

3．学修成果の評価
　各科目の学修成果のධՁは、シϥόスに定める成ධՁ方法により行います。

※入学者の受け入れの方（アυミッション・ϙϦシー）については、本学)1 ʪ˰教育情報ʫ参照



理学部の教育目標
　理学部の教育目ඪは、あらΏる事物のࠜఈにજむ真理を୳究するとともに、それをԠ用する力をつけることにあります。
これは時代をえたීว的な指であり、また現代ࣾ会の強い要請にԠえるものです。現代ࣾ会にあっては、その基൫を
支える高度な科学技術を理解し、ॾを明確に設定し、それらをࠜ本的に解決することの出来る人ࡐが求められていま
す。理学部はそれにԠえられるように、力にむݸ性的な人ࡐの育成を目指しています。

　この教育目ඪをୡ成するため、本学部の教育シスςϜは次のを特৭としています。

�ɽஈ֊的かͭܥ౷的ʹແཧな͘学習Ͱ͖ΔΧϦΩϡϥϜのฤ成

�ɽ֤ࣗのڵຯʹԠ͡ɺݸ性Λ৳ͨ͢Ίの教員とのίϛϡχέーγϣϯ

�ɽࠁʑとҠΓมΘΔίϯϐϡーλࣾձʹଈԠͨ͠情報教育のॆ実

�ɽΧϦΩϡϥϜのॆ実

�ɽେ学Ӄ

　 1・ 2年次においては、入学までの知識と基礎学力の࠶確認を行いつつ、大学での専門教育科目を理解できるよう
に基礎学力を強化します。
　 3年次では、1・ 2年次で学習した基礎を活かし、෯い理学の領Ҭશ体を学習することにより、各自のڵຯの対
象を見極め、専門科目の理解をਂめることができるΧϦキュϥϜをฤ成しています。
　 3・ �年次からは、各学生が指導教員からςーϚを得て、卒業研究にとりくむ体制をとっています。

　理学というൣな分の中で、各自のڵຯにԠじてܥ統的かつޮよく学習できるように、学生と教員とのྑきコ
ミュニケーションを࣋つことをபの一つにਾえ、গ人数教育を基本とした各自のݸ性を৳ばすີ度の高い教育体制を
確立しています。

　情報ࣾ会が進むにつれて、コンϐュータ教育はますますॏ視されています。数理科学科、物理科学科、宇宙物理・
気象学科の3学科では、1年次から情報ॲ理に関する基礎を学Ϳための科目と෯いԠ用を目指した実践的な科目
を設置しています。

　理学部で研究され、教授されている学はࠓもなおダイφミッΫに発展し続けています。また、૬ޓの関連が強ま
り、Ԡ用のൣғもがり続けています。このような発展と変化を考ྀして、理学部のΧϦキュϥϜを年ʑ見してい
ます。教育内༰として、情報数学、自વ・ࣾ会現象を解ੳするԠ用数学および天文学や気象学などの充実を図りまし
た。

　本学部の教育体制の一として、より高度な専門知識を習得し、さらに研究をਂめたいとرする学生に対して
「大学院理学研究科博士前期課程および後期課程」が設置されています。また、学部・大学院連ܞの大学院専門基礎
科目を設定しています。これにより、学部生でも一部の大学院科目を先取りして学Ϳことができ、本学大学院進学後、
大学院の修了要件に充当することができます。
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履 修 要 項

　履修要項は、大学での学修におけるルールや履修についての規ଇ、卒業に必要な単位などを示して

います。入学時にのみ配付され、卒業するまで用しますのでࡌܝ内༰をख़読のうえ、大切に保管し、

活用してください。

　なお、ࡌܝ事項に変更が生じた場合は、履修ガイダンスまたは電ܝࢠ示൘1045でお知らせしま

す。

履修要項別冊ガイド

　履修要項別ガイυは、当該年度に必要な学修における情報を提ڙすることを目的に配付していま

す。

　当該年度に開講される授業科目や履修登録手続きなど、学修に必要な詳細情報、年間のスケδュー

ル等をࡌܝしています。

　自らの充実した履修計画のࡦ定に、入学時に配付された履修要項とซせて活用してください。

教職免許状取得ر者は、教職課程ガイダンスにおいて配付される

「教職課程履修要項」もซせて活用してください。
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大学からの連絡事項
�ɽిܝࢠ示൘̨̥̤̩
　大学からの連བྷ事項は、電ܝࢠ示൘1045で伝ୡします。
　ύιコンやスϚーτフΥン等から̍ʹ̍ճඞͣアΫηスͯ͠、必要な情報をಀさずに確認する習׳をつけてくださ
い。

ʤओなୡ߲ࣄʥ
　 連བྷ事項ٸۓ
　 講・補講・教室変更等の授業情報ٳ
　 定期試験・レϙーτ試験の情報
　 各छ行事の情報
　 けた情報人にݸ出等、学生ݺ

ʤిܝࢠ示൘1045のアΫηスํ๏ʥ
　ᶃ�本学のτップϖーδを開く
　ᶄ�τップϖーδの「在学生の方」をΫϦッΫ
　ᶅ「1045への-PHJO」をΫϦッΫ
　ᶆ�本学発行の「Ϣーザ*%」と「ύスϫーυ」を入力
�-示൘1045�63ܝࢠి　 ɿIUUQT���QPSUBM�LZPUP�TV�BD�KQ�QPSUBM�
�-ଳి൛63ܞ　 ɿIUUQT���QPSUBM�LZPUP�TV�BD�KQ�QPSUBM�LUPQ�EP
　スϚーτϑΥϯ൛63-� ɿIUUQT���QPSUBM�LZPUP�TV�BD�KQ�QPSUBM�TQUPQ�EP

ʲߨิ・ߨٳ情報ɺ教ࣨมߋ情報ɹࡧݕʳ
。できますࡧݕ講・補講及び教室変更は、履修している科目だけではなくすての情報をٳ
。講・補講情報は1�分ຖに１ճ更新しますٳ

ʲݧࢼ情報ɹࡧݕʳ
試験期間開始の10日前ࠒから情報をࡧݕできます。

�ɽܝ示൘ʢܝࢴ示ʣ
　電ܝࢠ示൘1045以外に、学内に設置されているܝ示൘（ܝࢴ示）で大学からの連བྷ事項を伝ୡする場合もあります。

〈携帯電話版〉 〈スマートフォン版〉

認証画面
ID・パスワード入力

メニュー画面
授業情報 授業掲示一覧URL入力

認証画面
ID・パスワード入力

メニュー画面
授業情報

定期試験検索
レポート試験検索URL入力

電ܝࢠ示൘1045でお知らせした内༰は、प知されたものとみなします。
電ܝࢠ示൘1045を見なかったために生じるෆརӹは、学生本人のとなります。
また、ࡌܝ後、内༰が変更される場合もありますので、電ܝࢠ示൘1045を１日に１ճはνΣッΫする習׳
および登校の際は必ず学内に設置されているܝ示൘（ܝࢴ示）に目をとおす習׳をつけてください。
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学生証
�ɽ学生証
　学生証は本学学生としての身分を証明する大切なものです。学内外をわずৗにܞଳし、ฆࣦや౪等がないように注
意してください。なお、学生証は、在੶期間中ܧ続して用しますので大切にѻってください。

ʪද面ʫ ʪཪ面ʫ

キョウサン　　ハナコ 

京産　花子

2019 . 4 . 1
2019 . 4 . 1

2023年 月 日

　卒業留年およびٳ学等の事༝により、在੶期間をԆする場合は、教学センターで必ず更新手続き（磁気の書え、Ԇ
する有ޮ期間をࡌهしたシールの取得）を行ってください。

ʤ学生証൪߸ʥ
　本学に入学を許可された人に学੶൪号を付与し、これを学生証൪号とします。この学生証൪号は在੶中も卒業後も変わ
りません。本学でのすての事務手続きはこの学生証൪号でॲ理されますので、学生証൪号を間ҧえないように注意して
ください。

ʤࣸإਅʥ
付の手続きをަ࠶者から見て本人確認が行えないとஅされる場合はやかにࡾ真は本人確認にར用されます。第ࣸإ　
とるようにしてください。特に定期試験やレϙーτ提出の際は注意してください。

ʤ͜Μなと͖ʹ学生証͕ඞཁͰ͢ʂʥ
ᶃ授業に出席するとき
ᶄ試験を受験するとき
ᶅ各छ書類等を提出または受け取るとき
ᶆ図書館で本をआりるとき
ᶇ学内施設をར用するとき
ᶈ通学定期݊をߪ入するとき
ᶉ学ׂ、各छ証明書の発行を受けるとき
ᶊ本学教職員から提示を求められたとき

ʲҙ 学r生証のऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯ
ᶃ　学生証を他人に貸与、ৡしてはいけません。
　�学生証は本人以外、用できません。他人に貸したりしてѱ用されると、大きなඃを受けることに
なりますので他人に貸与、ৡしてはいけません。
ᶄ　学生証は、*$νップがࡌされた磁気Χーυです。
　�磁気がফえてしまうことがありますので、磁気の強いܞଳ電やమ道などの*$Χーυ（定期݊）と�
一ॹに保管しないようにしてください。
　また、学生証内の*$νップがഁଛすると、ݐ物への入館の際など、データが読み取れなくなります。
　ഁଛによるަ࠶付には1000ԁの手数料が必要となります。
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�ɽ学生証のަ࠶͓Αͼฦؐ
ʤ学生証のަ࠶ʥ
　学生証をฆࣦ、ഁ ଛ又はԚଛしたときは、ちに教学センターでަ࠶付の手続きをしてください。
000付の手続きには、手数料1ަ࠶。付しますަ࠶付手続き後、新しい学生証は、３日後にަ࠶　ԁと証明ࣸ真（Χϥー、ॎ
４DNʷԣ３DN、上身、ແ、正面き、３Χ月以内にࡱӨしたもの）が必要です。
　なお、ࢯ名変更等により学生証のࡌه事項に変更が生じた場合は、現学生証とҾえにແ料でަ࠶付します。ただし、
証明ࣸ真は必要としますので提出してください。

ҙʂɹ�学生証Λฆ ʢࣦ౪ʣ͠ ͨ߹ɺѱ用͞ΕΔڪΕ͕͋Γ·͢のͰɺඞͣد࠷Γのܯॺʹಧ͚ग़ͯͩ͘͞
͍ɻ

ʤ学生証のฦؐʥ
　卒業、ୀ学又はআ੶により本学の学੶をれるときは、学生証を必ず教学センターにฦؐしてください。
　なお、卒業時には、学位ه授与の際にฦؐしていただきます。
。学生証を教学センターにฦؐしてくださいچ、学生証がみつかったときはچ、付を受けた学生で、後日ަ࠶　

�ɽԾ学生証
　試験受験時には学生証が必要です。当日に学生証をれた場合は、５号館教員室（定期試験期間中のみ）または10号館
教学センターで「Ծ学生証」のަ付を受けてください。
　Ծ学生証は、発行日当日にݶり学内でのみ有ޮで、試験以外の目的で用することはできません。
　年間５ճまでަ付します。
　なお、用後のԾ学生証は、教学センターにฦ٫してください。

�ɽॅݱॴのొ͓Αͼ௨学証໌書
　1045学内ϦンΫから「現ॅ所および通学۠間申請」を選び、必要事項を入力してください。
　通学定期݊ߪ入時には、本学発行の通学証明書が必要になります。通学۠間等を入力後、"４用ࢴにプϦンτアτした
ものを教学センター（10号館１֊）へ࣋参し、通学証明書発行の手続きを行ってください。
　ただし、京都όスについては、本学発行の通学証明書はෆ要です。ަ 通ػ関૭ޱにඋ付けの所定༷式にه入し、通学定
期݊をߪ入してください。

ҙʂɹ�௨学۠間のਃࣗかΒେ学·Ͱの߹ཧ的かͭޮ的なルーτʹݶΓ·͢ɻ·ͨɺେ学ʹಧग़͍ͯΔॅݱ
ॴҎ֎かΒのਃೝΊ·ͤΜɻ

ɹɹɹɹ�な͓ɺ௨学۠間ʹ͍ͭͯɺେ学のަ௨アΫηスରࡦのࡐ౼ݕ料とͯ͠用͠·͢ɻ௨学証໌書のਃ
༗ແʹؔΘΒͣɺશ員ඞͣొ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ɹɹɹɹॅݱ�ॴΛมͨ͠ߋ߹ɺかʹ1045ʮॅݱॴ͓Αͼ௨学۠間ਃʯかΒॅॴม͓ߋΑͼަ௨खஈ・۠
間のมߋखଓ͖Λ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
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履 修 一 般 事 項
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セメスター制
�ɽ学とηメスλー制
　本学では、１つの学年をय़学期とळ学期に分け、学期（１つのセメスター）ごとに単位を修得し、８セメスター（４年間）
を積みॏͶて卒業要件を満たす、セメスター制をとっています。
　また、授業科目については、履修上「年次」を用いて配当しています。
　「年次」は、単७に入学年度からの年数をΧンτし、ٳ学期間や修得単位数を考ྀしません。これらの関係を図に示す
と次のようになります。

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

�  ࣍ �  ࣍ �  ࣍ �  ࣍

注ɿٳ学等により在学しない期間は、年次は進みますがセメスターは進みません。
　　その年次に単位を修得しなければ上級年次に進級できないということはありません。

�ɽ։ࣜܗߨ
　各授業科目は、次の３つのうち、いずれかの開講ܗ式をとっています。

ֶ期݁
�य़学期もしくはळ学期の年間で授業が結される。
成ධՁおよび単位認定は各学期ごとに行われる。

ֶ期࿈݁

��य़学期・ळ学期をܧ続して授業が行われる。
成ධՁはय़学期は定（中間）としてධՁされ、ळ学期ऴ了時にय़学期・ळ学期の成を総合ධ
Ձして単位認定が行われる。
य़学期のみもしくはळ学期のみٳ学や在学留学する場合は、成ධՁおよび単位認定はされない。

௨ɹɹ

�य़学期・ळ学期をܧ続して授業が行われる。
基本的に、य़学期ऴ了時での成ධՁは行われず、य़学期・ळ学期の成を総合ධՁして単位認定さ
れる。
ただし、定（中間）が公දされる場合もある。
य़学期のみもしくはळ学期のみٳ学や在学留学する場合は、成ධՁおよび単位認定はされない。

�ɽ։ܗߨଶ
　通ৗ、一つの講義は、ि１ճ90分１時ݶで行われます。
　また、授業をޮ果的に行うため、科目によっては次のように開講されるものがあります。

ෳ։ߨՊ
�１ि間に同じ講義内༰をෳ数ճ܁りฦして行われる科目をいいます。
ຖ年、履修者数が多い科目を、多くの学生が履修できるように、िに数ճ開講しています。

࿈ଓٛߨՊ
��授業のޮ果をあげるため、同一༵日に連続した時ݶ（ʤ例ʥ月3・�時ݶ連続）で行われる場合と、
異なる༵日（ʤ例ʥ月3・ۚ2）で行われる場合があります。
該当する時ݶをすて履修しなければなりません。

ϦレーٛߨՊ 一つの講義を୲当者がෳ数名でҾきܧいで行う科目をいいます。
ूதٛߨՊ 授業のޮ果をあげるため、一定期間に集中して行われる科目をいいます。
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授業科目と単位制
�ɽतۀՊ目
　本学の授業科目は次のいずれかに指定され、各年次に配当されています。

ඞ म Պ 
ʲඞͣमಘ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍Պʳ
この科目の単位が未修得の場合は、卒業要件単位数を修得していても、卒業することができま
せん。

બඞमՊ
ʲಛ定͞Ε͍ͯΔՊͷத͔Β一定ͷ୯ҐΛඞमͱ͢ΔՊʳ
この科目も、必修科目と同༷に未修得の場合は、卒業要件単位数を修得していても、卒業する
ことができません。

બ  Պ  ʲಛ定͞Ε͍ͯΔՊͷத͔Βࣗ༝ʹબΜͰཤमͰ͖ΔՊʳ

ࣗ༝（ਵҙ）Պ
ʲॴଐ͢Δֶ෦ͷڭҭ՝ఔҎ֎ͱͯ͠औΓѻΘΕΔՊʳ
単位修得があっても卒業要件単位に充当されません。

�ɽ୯Ґ制度
　大学における学修は、単位制で行われています。

ʤ୯Ґ制ʥ
　単位制とは、修業年ݶ（࠷４年間）中に、卒業に必要な単位数を修得する制度です。

ʤ୯Ґとʥ
　すての授業科目に、単位数を設定しています。
　単位とは、科目を修得するために必要な学修 （ྔ時間）を数でදしたものです。
　本学では、授業時間だけではなく、事前・事後学習等教室外での自ओ学修も含めた��時間の学修時間をもって１単位と
定めています。事前・事後学習の内༰については必ずシϥόスで確認してください。

ʤत࣌ۀ間と୯Ґʥ
　本学では、１時90ݶ分の授業が年30ि（य़学期1�ि、ळ学期1�ि）行われます。単位数は、90分（１時ݶ）の授業時間を
２時間૬当の学修時間とみなし、事前・事後学習もあわせた時間で設定されています。

͑ߟ ʢํྫʣ

２単位の講義・演習科目
લֶशࣄ
ؒ࣌�

ि�ճ授業
ؒ࣌�

शֶޙࣄ
ؒ࣌� ʜ� ʢ̒ؒ࣌ʗिʣ̫ ���ʢिؒʣ�ʹؒ࣌����ʹ�̎୯Ґ

授業１ɿ自ओ学修２

１単位の実験・実習科目
ि�ճ授業
ؒ࣌�

शֶޙࣄ・લࣄ
ؒ࣌� ʜ� ʢ̏ؒ࣌ʗिʣ̫ ���ʢिؒʣ�ʹؒ࣌����ʹ��୯Ґ

授業２ɿ自ओ学修１

　※学期連結の開講ܗ式をとる授業科目や連続講義科目については、上هの考え方をഒにして計算してください。

ɹଔ業จ・ଔ業ڀݚ・ଔ業੍࡞ͷ授業Պ
　�　学修の成果をධՁして、単位を授与することがద切と認められる場合に、これらに必要な学修を考ྀのうえ単位が与
えられます。

ʤ୯Ґのೝఆʥ
　履修登録を行い、その授業科目を履修し、試験に合格（�0以上）することにより、単位が与えられます。
　ただし、その授業科目が開講されている期間の学期末まで在学している必要があります。
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履修登録
�ɽ履修ܭը
　大学における学修の特は、自ら学びたい領Ҭや分を決め、多くの授業科目から関連する科目を選択し、決定すること
にあります。
　大学での学びを充実したものとするため、科目選択にあたっては、自分のきな科目をԿの関連もなく自༝に選択するの
ではなく、入学した学部・学科の特৭や特性、自分の将来の進路等を考ྀし、自身の学びの上に必要な科目を中৺に履
修計画を立てましΐう。「１年次の自分は、どんな科目を履修するきか」、「将来の目ඪを実現するためには、どのくらいの
ϖースで履修するきか」、「受講科目には、どれくらいの学習時間が必要なのか」等の目҆をѲすることで、ܥ統的・ஈ
֊的な学びが可能になります。
　履修計画の作成にあたっては、履修要項やシϥόス、科目φンόϦンά一ཡの΄か、各学部で実施されるΦϦΤンςー
ションや履修計画૬ஊへの参Ճで得られる情報が参考になります。必ず出席し、各学部・学科のΧϦキュϥϜの特を理
解したうえで、履修登録を行うようにしましΐう。

ʦ履修ܭըの࡞成खॱʧ
　ᶃ�ΦϦΤンςーションに参Ճし、履修要項（本ࢠ）で卒業に必要な単位（専門教育と共通教育、必修・選択必修の۠分
等）、１学期で履修可能な単位数、そのための学修時間をѲする。

　ᶄ�履修計画૬ஊ会等で、シϥόス、科目φンόϦンά一ཡ等を参照しながら、自身のڵຯ関৺や進路にあった履修計画
を૬ஊする。

　ᶅ�履修要項別ガイυ、ΧϦキュϥϜϚップ等を参考に、各年次で履修できる科目をѲし、卒業までのプϥン（履修計
画）をඳく。

�ɽ履修ొ
　履修登録は、自らの履修計画に基ͮき、授業科目について履修（授業を受ける）の意思ද示をすることであり、学修のス
ターτ地になります。履修要項別ガイυ、時間ׂද等を活用して履修登録を行いましΐう。
　なお、履修登録を行っていない授業科目を受講することはできません。
　また、履修登録を行わない場合には、修学意志がないものとしてআ੶（B�23ϖーδ）となります。Կらかの事情で履修登
録ができない場合には、履修登録期間内に学部事務室の૭ޱで૬ஊしてください。

�ɽ履修ొのྲྀΕ

授業への出席

履修計画の作成

履修要項、科目ナンバリング一覧、シラバス等を参考に、系統
的・段階的な学びを意識した４年間の履修計画を策定する。

学部で実施される履修計画相談等
を積極的に活用しましょう。

大学での学修に慣れるまでの低年
次は、しっかりと予習や復習する時
間を考えて授業を登録しましょう。
予習復習を十分に行うことで授業
がしっかり理解でき、確実な単位修
得につながります。

授業への出席は大変重要です。必
ず初回授業から出席してください。
シラバスに掲載されている評価方
法が期末テスト100％と書かれて
いても、授業回数の３分の２以上を
出席しなければなりません。

［必ずチェック］
・履修要項
・Webシラバス
・科目ナンバリング一覧
・履修要項別冊ガイド
・時間割表
・Web履修登録エントリーガイド

履修登録

シラバスで授業内容や事前・事後学習の内容を確認し、時間割
表に照らし合わせて時間割を組む。

【Web履修登録】
（１）クラス指定科目(語学科目等)の曜日時限を確認
（２）①必修→②選択必修→③選択科目の優先順位で登録
　　　※履修制限科目を含む
（３）履修制限科目の抽選結果を確認
（４）履修登録の確認・確定

※履修登録期間最終日までにWeb履修登録画面を必ず確認し、
エラーがあれば修正してください。
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履修ܭըの࡞成ɺ履修ొʹγϥόスɺՊ目φϯόϦϯάҰཡΛ׆用͠·͠ΐ͏ʂ
ʦγϥόスʧ
　大学での学修は、単に授業に対して受け身の࢟でྟむのではなく、自ら履修計画を立て、自分の立てた計画の中で授
業や४උ学習（༧習・෮習）を位置ͮけ、授業の౸ୡ目ඪをୡ成していくことがॏ要です。それらを支え、手Ҿ書としてػ
能するものがシϥόスです。
　シϥόスには、各授業科目の「内༰・実施計画、४උ学習（事前・事後学習）の内༰、౸ୡ目ඪ、授業で身に付く力、履
修上の注意、必要教ࡐ、ධՁ方法」等がࡌهされています。
　シϥόスには大きくわけて２つのར用方法があり、１つは、履修計画の作成や履修登録の際、どのような授業を受けるか
を決めるために活用するものです。シϥόスにࡌهされている各科目の授業概要、४උ学習（事前・事後学習）、身に付く
力等に目をとおし、大学で特に学びをਂめていきたい分の科目、自身が৳ばしたい能力を身に付けられる科目、同時に学
Ϳことで学びの૬ޮ果につながる科目の選択等に活用してください。
　２つめの活用方法は、日ʑの授業の༧習・෮習に立てるものです。シϥόスを活用することによって、「ࠓճの授業が
શ体の位置ͮけではどうなっていたのか」、「次ճはどういう内༰で、どのような学習の४උが必要なのか」等を確認し、教
科書や参考図書としてあげられているものに目をとおす等、༧習・෮習に立てることができます。

シϥόスは、大学ϗーϜϖーδで公開されています。
IUUQT ���TZMMBbVT�LZPUP�TV�BD�KQ�TZMMBbVT@TeBSDI�

ʦՊ目φϯόϦϯάʧ
　科目φンόϦンάは、各授業科目の分やレϕル等を特定のه号で分類することで、ΧϦキュϥϜの体ܥ性を明示する
ものです。
　大学では、授業科目をつまみ৯い的に（຺ུもなく）履修しても、その学分の内༰をਂく理解することはࠔです。
科目φンόϦンάを活用することで、体ܥ的に学修していくためにはどの科目から学修していけばよいかがわかるようにな
り、ॱ 次性のある履修計画の作成が可能となります。
　時間ׂを作成するஈ֊においても、単に必修科目か選択科目かといった視からだけではなく、自身がرする進路や
ຯ関৺をもとにφンόϦンά一ཡදから分を選び、қ度を確認しながら科目を選択することで、ແ理なく学びをਂめڵ
ていくことができます。
　さらに同じ分・қ度に含まれる科目を同時に学Ϳことで、学びの૬ޮ果も期できます。例えば、専門用語の意ຯ
を理解しやすくなったり、ある授業科目ではわかりにくかった内༰が、ۙ 領Ҭにある別の授業科目を学Ϳことで新たな視
からの気付きがもたらされたりするからです。

科目φンόϦンάの一ཡは、大学ϗーϜϖーδで公開されています。
IUUQT ���TZMMBbVT�LZPUP�TV�BD�KQ�TZMMBbVT@TeBSDI�

科目φンόϦンάの見方（例ɿ法学部）

4 
 

᫆ᗘࢆ☜ㄆࢆ┠⛉ࡽࡀ࡞ࡋ㑅ᢥࡃ࡞⌮↓ࠊ࡛ࡇࡿࡍᏛࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡵ῝ࢆࡧ�

ᮇᚅ࡛ࡶຠᯝ┦ࡢࡧᏛࠊ࡛ࡇࡪᏛྠࢆ┠⛉ࡿࢀࡲྵศ㔝࣭㞴᫆ᗘࡌྠࡽࡉ

ࡃࡾࢃࡣ࡛┠⛉ᤵᴗࡿ࠶ࠊࡾࡓࡗ࡞ࡃࡍࡸࡋゎ⌮ࢆពࡢᑓ㛛⏝ㄒࠊࡤ࠼ࠋࡍࡲࡁ

ࡓࡶࡀࡁẼࡢࡽどⅬ࡞ࡓ᪂࡛ࡇࡪᏛࢆ┠⛉ᤵᴗࡢูࡿ࠶㏆᥋㡿ᇦࠊࡀෆᐜࡓࡗ

�ࠋࡍ࡛ࡽࡿࡍࡾࡓࢀࡉࡽ

�

�ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉබ㛤࡛ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍Ꮫࠊࡣぴ୍ࡢࢢࣥࣜࣂࣥࢼ┠⛉

https://syllabus.kyoto-su.ac.jp/syllabus_search/�

�

�ぢ᪉㸦㸸ἲᏛ㒊㸧ࡢࢢࣥࣜࣂࣥࢼ┠⛉

�

ͤศ㢮ࡸᤵᴗࡢゝㄒࠊࡣ㛤ㅮᏛ㒊ࡀࢢࣥࣜࣂࣥࢼࡾࡼタᐃ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉሙྜࠋࡍࡲࡾ࠶�

�

�

㻶㻶 㼎㼍㼟 㻜㻡
学部番号 科目の分野 科目番号

㻶㻶㻩法律学科 㼟㼑㼙㻩総合演習 難易度㻡　高い
㻶㻼㻩法政策学科 㼘㼚㼓㻩外国語 難易度㻠

㼎㼍㼟㻩基礎法学 難易度㻟
㼜㼡㼎㻩公法学 難易度㻞
㼕㼚㼠㻩国際法学 難易度㻝　低い
㼟㼏㼏㻩社会法学
㼏㼞㼕㻩刑事法学
㼏㼕㼢㻩民事法学
㼜㼛㼘㻩政治学
㼛㼠㼔㻩他分野融合

㻞
科目の難易度
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�ɽ履修ొํ๏
　履修登録する科目は、自ら決定し、登録してください。
　履修登録は、य़学期とळ学期の学期始めに年2ճあり、定められた期間内にWeb上のシスςϜ「Web履修登録シスςϜ」
で行います。
　ただし、以下の科目は、履修登録方法が異なりますので注意してください。該当する科目や۩体的な登録方法について
は、「履修要項別ガイυ」にࡌه、または電ܝࢠ示൘1045にて案内しますので、よく確認して登録を行ってください。

Ϋϥスࢦ定Պ 人数制ݶ等の関係から、あらかじめ指定（༵日時ݶを指定）されたΫϥスで履修する科目
༧උొՊ 演習科目等、あらかじめื集を行い、書類選考等により履修登録者を決定する科目
ཤम੍ݶՊ 履修登録ر者が多く、人数制ݶの関係から、ந選等により登録を許可する科目

　ந選結果やΫϥス指定の結果については、各自で各科目の指示に従って確認してください。
　また、これらの結果発ද後は、登録の変更ができない場合がありますので、よくݕ౼したうえで登録するようにしてくだ
さい。
　なお、履修制ݶ科目等でམ選した場合のことも考えて時間ׂを組み立ててください。

�ɽ8FC履修ొ程ɹɹ˞履修ཁ߲ผΨΠυͰ程Λ֬ೝ��
ʤ8FC履修ొʥ
　履修登録を行うにあたっては、自分が修得しなければならない授業科目をよく理解し、事前にシϥόスの内༰（授業内
༰、事前・事後学習の内༰、科目φンόϦンά一ཡ）を確認のうえ、ܥ統的・ஈ֊的な学びを意識して、自ら登録を行って
ください。

8FC履修ొظ間
　　य़学期ɿ３月下०ʙ４月ॳ०　　　　　ळ学期ɿ̕月中०ʙ̕月下०

ʤ履修ొの֬ೝʥ
　Web履修登録のτップϖーδから「履修申請νΣッΫ」のϘタンをΫϦッΫしてද示される「登録内༰確認ද」画面にه
。されている科目が、実際に登録された履修科目ですࡌ
　履修登録を行った科目がすて正確に登録されているか確認してください。
　（Τϥーメッセーδのない科目も必ず確認してください。）
　確認後は、Web履修登録「登録内༰確認ද」画面から「登録内༰確認ද」をプϦンτアτし、登録内༰を確認後、「登
録内༰確認ද」は保管しておいてください。

�ɽ履修ొ୯Ґの制ݶʢΩϟοϓ制ʣ
　１学期間に履修登録できる単位数には、上ݶが設けられています。
　これは、単位のա登録を͙ことにより、履修登録した科目ごとに十分な学修時間（༧習෮習を含む１単位当たりに必
要な学修時間）を確保し、履修登録した科目の学修ޮ果を高めることが目的です。
　「上ݶ単位まで履修登録しなければならない」という意ຯではありませんので、履修計画に基ͮき、しっかりと学修がで
きるྔの科目を登録し、一つͻとつの科目の理解をよりਂめてください。
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�ɽ履修ొのҙ߲ࣄ
ᶃ�登録期間をա͗ると、履修登録はできません。ප気その他やむを得ない理༝で、所定の期日までに登録手続きができな
い場合は、事前に学部事務室に申し出て、指示を受けてください。
ᶄ�य़学期の履修登録は、य़学期開講科目、学期連結および通年開講科目が対象となります。य़学期にळ学期開講科目を履
修登録することはできません。
ᶅ�ळ学期の履修登録は、ळ学期開講科目が対象となります。
ᶆ�ळ学期履修登録時に、य़学期に登録した学期連結科目および通年開講科目を変更することはできません。
　なお、ळ学期ٳ学や在学留学する場合、学期連結および通年開講科目の履修登録はআされます。
ᶇ�ෳ数開講科目をॏෳして登録することはできません。
ᶈ�修得済の授業科目を࠶度登録することはできません（科目名が変更された場合も同一科目ѻいとなります）。
ᶉ�単位ޓ科目を履修している学生は、単位ޓ科目と本学履修科目の授業༵日・時間ଳがॏෳしていないか、Ҡ動時間
も考ྀのうえ確認してください。
ᶊ�その他、授業科目の詳細については、ʮ履修ཁ߲ผΨΠυʯでよく確認してください。

�ɽ履修ΨΠμϯス
　履修ガイダンスでは、履修登録およびその他の手続き等ॏ要な説明を行います。当日出席できないということがないよ
う、事前に日程を確認し、必ず出席してください。

�ɽ履修தࢭʢυϩοϓʣ制度
　履修中ࢭ（υϩップ）制度とは、履修登録確定後に、下ه理༝により履修を์غしたい場合、授業期間の్中に履修を中
。することができる制度ですࢭ
　履修を中ࢭした科目のସわりに、その単位数૬当分の別の科目を登録することはできません。
　また、履修を中ࢭした科目は、いかなる理༝があっても、その学期中の෮活はできません。
　ただし、履修を中ࢭした科目を、次学期以降にվめて履修することは可能です。

ʤ履修த͕ࢭೝΊΒΕΔཧ༝ʥ
ᶃ授業を受けたものの、授業内༰がษ強したいものとҧっていた場合
ᶄ授業スϐーυについていけるだけの事前知識がෆしていた場合
ᶅ݈߁上の理༝から履修科目をݮらしたい場合
ᶆその他、本学が特にやむを得ないと認めた場合

ʤ履修தࢭの͍ئग़͕Ͱ͖な͍έースʥ
　履修を中ࢭすることにより、履修登録科目のすてがなくなる場合は、履修中ࢭできません。

ʤ履修தࢭの͍ئग़͕Ͱ͖な͍Պ目ʥ
　次の科目は、履修中ࢭのئい出ができません。
ᶃळ学期における通年・学期連結科目
ᶄ単位ޓ科目（大学コンιーシアϜ京都�等）
ᶅ教育実習
ᶆ教職実践演習
ᶇ博物館実習
ᶈインターンシップ科目
ᶉフィールυϫーΫ科目
ᶊ外国語学部、文化学部、理学部の学生のみ、専門教育科目の必修科目
ᶋ共通教育科目の言語教育科目のうち、必修の科目
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ᶌ共通教育科目のキϟϦアܗ成支援教育科目のうち、指定された科目

ʤ履修தࢭの͍ئग़ʥɹɹ˞履修ཁ߲ผΨΠυͰ程Λ֬ೝ��
　履修中ࢭのئい出は、所定の期間にWebにて申請してください。ئい出期間後の申請および履修中ࢭを申請した科目の
取ফは一切認めません。
　なお、履修中ࢭの申請理༝や申請者の修学状況により、学部事務室から内༰の確認を行う場合があります。電ܝࢠ示൘
1045の伝言または学部事務室からの電により連བྷしますので、対Ԡできるようにしておいてください。確認にԠじない
場合には履修中ࢭのئ出を許可しません。
　また、履修中ࢭのئい出後、履修中ࢭが許可された科目については、「Web履修登録シスςϜ」の「登録内༰確認ද」か
らআされますので、必ずݕ・確認してください。

履修த͍ئࢭग़ظ間
　　य़学期ɿ５月下०　　　　　ळ学期ɿ11月上०
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授　業
�ɽत࣌ۀ間
　本学の授業は、90分を１時ݶとして行います。授業の時間ଳは下هのとおりです。

ݶɹɹ࣌ ɹɹؒɹɹଳ࣌
第１時ݶ �9ɿ00ʙ10ɿ30
第２時ݶ 10ɿ��ʙ12ɿ1�
第３時ݶ 13ɿ1�ʙ1�ɿ��
第４時ݶ 1�ɿ00ʙ1�ɿ30
第５時ݶ 1�ɿ��ʙ18ɿ1�

�ɽग़੮͓Αͼ४උ学習のॏཁ性
　大学での授業は高校までとは異なり、出席の確認が行われないものがあります。しかし、それは決して出席が自༝という
意ຯではなく、出席することは大学での学修の前提、すなわち当たり前と考えているからです。また、授業への出席だけで
満せず、४උ学習（事前・事後の学習）にも取り組んでください。大学生活では、そのようなओ体的・自的な࢟が強
く求められます。
　また、授業は、教員と学生が人間的な;れあいをとおして学を教え学Ϳ場であり、学生生活の基本になるものです。
したがって、授業への出席はॏ要であり、自ओ的な学への୳究৺なくしてその成果を期することはできません。
　なお、定められた理༝により授業をܽ席した場合は、公ܽѻいとなります。公ܽに該当しないܽ席の場合も、Φフィスア
ϫー等を活用し、ܽ 席分の学修を自ら補う力をしてください。

ʤެܽѻ͍ʥ
ᶃ�教職免許状取得に係る教育実習、հޢ等体験及び教職実践演習における研修校実習のためܽ席した場合
　� ただし、հޢ等体験は、�日をݶ度とする。
　� 教職課程教育センターに申し出て、指示に従い手続きをする。
ᶄ�博物館実習のためܽ席した場合
　� 教学センターへ申し出て、指示に従い手続きをする。

ʤެܽのखଓ͖ʥ
　公ܽѻいの手続きは、事前申請とします。
　事後の受付はしませんので注意してください。

ʤग़੮ఀࢭʥ
　以下のいずれかに該当する場合、授業に出席することはできません。ओ治ҩから出席可能のஅがあるまでは大学に登
校せず、ප院または自でྍཆしてください。ただし、公ܽには該当しませんので、Φフィスアϫー等を活用し、ܽ 席分の
学修を補ってください。
　ᶃ�学校保݈҆શ法施行規ଇに定めるײછにጶױした場合
　ᶄ�学校保݈҆શ法施行規ଇに定めるײછጶױのٙいによりҩྍػ関から出校ఀࢭの指示を受けた場合

ɹ˞学校保݈҆શ๏ࢪ行نଇʹఆΊΔײછ

第一छ

ΤϘϥ出݂、ΫϦミア・コンΰ出݂、ᚃ、ೆ ถ出݂、ϖスτ、Ϛールϒルήප、ϥッサ、ϙϦ
Φ、δフςϦア、ॏٸ性ثٵݺ候܈（පݪ体がϕータ�4"34�コϩφイルス属�4"34�コϩφイル
スであるものにݶる。）、中౦ثٵݺ候܈（පݪ体がϕータ� 4"34（サーζ）コϩφイルス属� .&34�
コϩφイルスであるものにݶる。）、特定ௗインフルΤンザ（ײછの༧及びײછのױ者に対する
ҩྍに関する法に規定する特定ௗインフルΤンザをいう。）
　※上هの他、新ܕインフルΤンザ等ײછ、指定ײછ及び新ײછ。

第ೋछ インフルΤンザ（特定ௗインフルΤンザをআく。）、ඦ日֏、ຑ、ྲྀ 行性ࣖ下થԌ（おた;くかͥ）、෩
、ਫ（みず΅うそう）、Һ಄結ບ（プール）、結֩、ບԌە性ບԌ

第ࡾछ コレϥ、細ە性ཀྵ、管出݂性大ײەછ、νフス、ύϥνフス、ྲྀ 行性֯結ບԌ、ٸ性出݂性
結ບԌ、その他のײછ

ʤͦのଞʥ
ᶃ３ϱ月以上ܽ席しなければならない場合
　 学部事務室へ申し出て、「ٳ学ئ」を提出する。（学੶「ٳ学」を参照）
ᶄ授業への出席
　 。ଇとして、授業ճ数の３分の２以上出席しなければならないݪ
ᶅ४උ学習
　 シϥόスࡌهの४උ学習に取り組まなければならない。
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�ɽߨٳ
ʤަ௨͕ؔػෆ௨・運సݟ߹Θͤとなͬͨ߹のतۀʥ
ɹަ௨͕ؔػෆ௨・ӡసݟ߹Θͤͱͳͬͨ߹ɺԼهͷ௨ΓऔΓѻ͍·͢ɻ
　ᾇ�京都市営όス、京都όス及び京都市営地下మが同時にෆ通（શ面又は部分をわない。ただし、一時的な運స見合
わせをআく。）の場合

　ᾈ�+3日本（京都発ணの在来ઢ）、ٸࡕ電మ（Տݪொʙകా間）、ۙ 電気మ道ࡕ京、（間ࣉ京都ʙ大大）日本మ道ـ
（出ொ༄ʙཎڮ間）の４ަ通ػ関のうち、３以上のަ通ػ関が同時にෆ通（ී通電 （ं各Ӻఀं）のみ運సの場合
を含む）（શ面又は部分をわない。ただし、一時的な運స見合わせをআく。）の場合

※該当ަ通ػ関での事ނ等による一時的な運స見合わせの際には、ฏৗ通り授業を実施しますので、ご注意ください。
ʪᾇٴͼᾈڞ௨ʫ
　ᶃޕ前５時までに開通した場合は、ฏৗどおり行います。
　ᶄޕ前５時までに開通せず、ޕ前̕時までに開通した場合は、ޕ前中をٳ講とし、ޕ後はฏৗどおり行います。
　ᶅޕ前̕時までに開通しない場合は、ऴ日ٳ講となります。
　ᶆޕ前̕時以降に発生した場合は、発生時に行われている次の授業からऴ日ٳ講となります。

ʤ෩ܯ報ຢආࠂק͕発ྩ͞Εͨ߹のतۀʥ
ɹ࣍දͷ͍ͣΕ͔ͷ۠Ҭʹ͓͍ͯಉදʹ͢ࡌهΔ෩ܯ報ຢɺආࠂק͕ൃྩ͞Εͨ߹ɺԼهͷͱ͓ΓऔΓ
ѻ͍·͢ɻ
ᶃޕ前５時までに解আした場合は、ฏৗどおり行います。
ᶄޕ前５時までに解আせず、ޕ前̕時までに解আした場合は、ޕ前中をٳ講とし、ޕ後はฏৗどおり行います。
ᶅޕ前̕時までに解আしない場合は、ऴ日ٳ講となります。
ᶆޕ前̕時以後に発令された場合は、発令時に行われている次の授業からऴ日ٳ講とします。
　なお、他の地۠にܯ報が発令されて登校ෆ能等が生じた場合は、やかに୲当教員に届け出てください。
�　また、教学センターのஅにより、ܯ報発令前にٳ講とする場合もあります。その場合の連བྷは電ܝࢠ示൘1045�
あるいは、大学のϗーϜϖーδにて行います。

ൃྩ༰ ର۠Ҭ

෩ܯ報又は特別ܯ報
京都府ೆ部における次のいずれかの۠Ҭ
ᶃ京都・ُԬɿ京都市、ُ Ԭ市、日市、Ԭ京市、大࡚ࢁொ
ᶄࢁ中部ɿ宇治市、ཅ市、ീ഼市、京ాล市、ࢁޚٱொ、Ҫ手ொ、宇治ాݪொ

ආ४උ、ආࠂק
又はආ指示

京都市۠における次のいずれかの۠Ҭ
ᶃඔ地Ҭ（ආ所ɿඔ小学校）
ᶄ上լໜ地Ҭ（ආ所ɿ上լໜ小学校）
ᶅ大ٶ地Ҭ（ආ所ɿ大ٶ小学校）

�ɽิߨ
講となった授業は、補講が行われます。授業の進度又は公ܽとなった学生のෆの学修を補うため補講を行う場合もٳ　
あります。補講については、୲当教員が指示する΄か電ܝࢠ示൘1045により伝ୡします。

�ɽΦϑィスアϫー
　Φフィスアϫーとは、あらかじめ設定された時間ଳに教員が研究室等でػし、学生からの࣭や૬ஊを受けやすくす
るための制度です。ただし、ඇৗۈ講ࢣの場合は、授業前後の時間ଳやメール等により࣭を受け付けています。
　Φフィスアϫーでは、授業内༰に関する࣭や学修の進め方、ࠓ後の履修計画の૬ஊの他、レϙーτや論文の書き方、就
職や大学院進学等の進路に関する૬ஊ等、学生生活શൠにわたってݸ人的な૬ஊをすることができます。
　༧約は必要ありませんが、他の学生が๚していることもありますので、確実にコンタΫτしたい場合は、༧約されると
よいでしΐう。
　各教員のΦフィスアϫーの時間・場所等は、1045キϟビωッτにて公開されています。
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試　験
�ɽݧࢼのछྨ

定期試験

 試 験試験ͷछྨ

試験࣌ྟ

　履修した授業科目については、試験が行われます。

　試験の方法は、多くがචه試験ですが、レϙーτ試験、ޱ಄

試、実技試験、ϊーτ提出等により行われる場合もあります。

※�ྟ 時試験は定期的に行われる小
ςスτなどを含みます。

�ɽఆݧࢼظ
　一定の期間と時間ׂを定めて、य़学期試験（य़学期末）とळ学期試験（ळ学期末）の２ճ実施されます。
　試験の時間ׂは、通ৗの授業༵日、時ݶと異なることがあり、༵日や日༵日に、試験が組まれることがあります。
　また、試験時間ଳは次のとおりです。時間ଳは通ৗの授業時間と異なります。

ݶɹɹ࣌ ɹɹؒɹɹଳ࣌
第１時ݶ �9ɿ30ʙ10ɿ30
第２時ݶ 11ɿ00ʙ12ɿ00
第３時ݶ 13ɿ00ʙ1�ɿ00
第４時ݶ 1�ɿ30ʙ1�ɿ30
第５時ݶ 1�ɿ00ʙ1�ɿ00
第６時ݶ 1�ɿ30ʙ18ɿ30

　注ɿ科目によっては、࠷90分の試験時間となる場合もあります。

ʤ࠲੮指ఆʥ
　試験にはண席する位置が指定されている場合があります。
　この場合は当該試験開始前に、教室の入ޱに学生証൪号でண席位置がهされた࠲席指定දがషり出されますので、決め
られた位置にண席しなくてはなりません。

�ɽݧࢼ
　試験は「νϟンスが２度ある」といった意ຯの制度ではありません。
　規定の理༝により定期試験を受験できなかった場合で、試験期間中に受験が可能な場合、ئい出の対象となります。
い出後、許可となれば試験の受験資格が与えられますが、許可されたからといってご自身に試験を受験するかしئ　
ないかの決定ݖが与えられたわけではありません。試験が許可された方のためだけに特別に試験のػ会を用意するもの
で、自分の都合で受験しないということは認められません。十分注意してください。ෆ明な場合は必ず、教学センターに連
བྷ・૬ஊし、指示をڼいでください。

ᾇ定期試験を次の理༝により受験できなかった場合、ئい出て許可になれば試験を受験することができます。
ᶃ教育実習、հޢ等体験及び教職実践演習における研修校実習（教職課程教育センターの証明書要。「授業」参照）
ᶄ博物館実習（教学センターの証明書要）
ᶅ�卒業後の進路に関する試験（就職活動の場合は、あらかじめ進路・就職支援センターの指導を受け、所定の手続き
が必要）
ᶆࡋ員候補者としてݺ出しを受けた場合またはࡋ員に選された場合（公的証明書要）
ᶇ自ݾのめによらないෆྀの事ނ又はࡂ（公的証明書要）
ᶈ一等・ೋ等ののࢮ又は （ّ公的証明書又はّ日程のわかるものが必要。ݪଇ２日間）
ᶉප気又はෛই（அ書要）
　※Ճྍ期間等のࡌه内༰からडݧͰ͖な͍͜と͕読ΈとΕΔஅ書にݶる。
　ʪஅ書ʫ
　　「体の調ࢠがѱくてずっとՈで৸ていた」では第ࡾ者に対して証明することができません。
　　ެ的な証໌Λඞཁと͠·͢のͰɺඞͣதʹҩྍؔػͰΛड͚அ書Λऔಘ͓͍͍ͯͯͩ͘͠͞ɻ
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ᶊަ通ػ関のԆ（ަ通ػ関のԆ証明書要）
ᶋその他、本学が特にやむを得ないと認めた場合（教学センターの指定する証明書が必要）
ᾈྟ時試験、レϙーτ試験および体育教育科目の実習は、試験の対象にはなりません。
ᾉ�試験を受ける場合は、１科目につき1000ԁの試験料が必要です。ただし、教育実習、հޢ等体験、教職実践演習、
博物館実習、ࡋ員候補者としてݺ出しを受けた場合またはࡋ員に選された場合、及びその他本学が特にやむを
得ないと認めた場合は、試験料を免আします。
ᾊ�डݧखଓɺ教学ηϯλーͰަ͢Δʮئݧࢼʯʹ ॴఆ߲ࣄΛه入͠ɺେ学ϗーϜϖーδʮݧࢼडʯΑΓॴఆ
000料ʢ1ݧࢼΛ入ྗ͠ɺਃը໘のఏग़͓Αͼ߲ࣄԁʷडݧՊ目ʣֹ ໘の証ࢴΛష͠ɺ֘Պ目のݧࢼ実ࢪ
ΛؚΊͯ 3Ҏʢ・・ॕΛؚΉʣʹ 教学ηϯλーʹఏग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ༵ۚݧࢼʹ͍ͭͯɺ༵の
૭ޱऔѻ͍࣌間·ͰとなΓ·͢ɻ·ͨɺྐྵ ʹΑͬͯݧࢼの૭ޱऔѻ͍࣌間·ͰとなΔ߹͋Γ·͢のͰҙ
͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ᾋ�試験を受験できなかった場合、࠶度の試験は行いません。当日の出ܽに関わらず、必要書類の提出と試験料の
支いが必要となります。また、試験をئい出ながら自分の都合で受験しない場合は以後試験のئい出を受理し
ないことがあります。
ᾌय़学期試験は̓ʙ８月、ळ学期試験は１ʙ２月の間に行います。

�ɽྟݧࢼ࣌
　授業科目によっては、ฏৗ授業時にྟ時の試験が行われ、成にՃຯされます。
　試験の対象にはなりません。

�ɽݧࢼʹؔ͢Δҙ߲ࣄ
ʤݧࢼʹؔ͢Δୡʥ
　定期試験に関する伝ୡは、電ܝࢠ示൘1045により行います。ただし、ྟ 時試験については、授業୲当者からޱ಄で
伝ୡされる場合もあります。
　実施する授業科目および時間ׂは、試験期間開始の10日前ࠒに電ܝࢠ示൘1045にて発දします。
　なお、発ද後も変更になる場合がありますので、注意してください。
　電ܝࢠ示൘1045での試験情報の確認方法については、本ࢠ（B�2ϖーδ）を参照してください。
　※試験については、別్、ئい出許可者に指示します。

ʤචݧࢼهʥ
ᾇडݧの৺ಘ
　受験に際しては次のを९守しなければなりません。
ᶃ�試験開始10分前には前ྻから٧めてண席し、੩ॗを保たなければならない。
　ただし、࠲席指定の場合は、指示に従ってண席しなければならない。
ᶄ�චശおよび下ෑきは試験開始前にかたͮけなければならない。ΫϦアケースのΧόンを࣋っている学生は、中身が見
えないよう、Ҝࢠの下に置かなければならない。
ᶅ�通৴ػ能の有ແに係わらず情報末（スϚーτフΥン・スϚーτΥッν・ܞଳ電・タϒレッτ・ܞଳԻָプレーϠー
など）を時計として用することは認めない。また、これらは試験教室内では電源を切りΧόンの中にかたͮけなけれ
ばならない。もしも試験中にண৴Ի（Ϛφーモーυ含む）等が໐った場合は、উ手に自分で৮れず、手をڍげてಜ者
の指示に従わなければならない。
　�　※上هについて、ಜ者の指示に従わずউ手に手を৮れた場合、ෆ正行ҝとみなすので、注意すること。
ᶆ�受験中は、ص上に学生証を提示しなければならない。（「学生証（Bʵ3ϖーδ）参照」）
　学生証࠶発行中に用するԾΧーυ（ࣸإ真なし）は学生証ではない。
　ࣸ真による本人確認が行えないもの・ࣸإ真がෆ明なものもແޮである。
ᶇ�指定された日時および試験場で受験しなければならない。
ᶈ�解用࠷ࢴ下ஈのࢯ名ཝ等は、ࠇ・ೱࠠ৭のϖン又はϘールϖンでه入しなければならない。
ᶉ�および解用ࢴは必ず提出しなければならない。
ᶊ�試験開始後�0分経աするまではୀ場できない。
ଇとして�0分経աするまでのୀ場は認められないが、体調ෆྑ等の理༝により、ୀ場を認めることがある。手ݪ※　�　
をڍげてಜ者の指示に従うこと。
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　ただし、�0分経ա後にୀ場する場合は、࠶入場は認められないため、および解用ࢴを提出の上ୀ場すること。
ᶋ�および解用ࢴの提出はಜ者の指示に従い、すてのものを࣋って、ಜ者が指定する出ޱからୀ場しなけれ
ばならない。

ᾈडݧதの߲ࣄࢭې
ᶃ許可なく物品・教科書・ϊーτ類を貸आしたとき。
ᶄ他人の案をのͧき見てࣸしたとき、およびࣸさせたとき。
ᶅ私語を行ったとき。
ᶆ࣋込許可物以外の࣋込みおよび参照（Χンニンάϖーύー、ܞଳ電、Σアϥϒル末の時計等）したとき。
ᶇ本人とのସえۄ受験を行ったとき。
ᶈص上等への書込みを行ったとき。
ᶉ解用ࢴを࣋ちؼったとき。
ᶊෆ正なଶ度およびಜ者の指示に従わないとき。

Αͼ֘Պ目のແޮΛ໋͡ΒΕɺ͓ࢭఀݧड࣌ͨ͠ऀෆਖ਼行ҝとΈな͠ɺଈʹ߲ࣄࢭې
͞Βʹɺ学ଇ��条ʹΑΓୀ学ɺఀ 学のռΛड͚·͢ɻ

ᾉ࣍の߹ɺࣦ ֨·ͨແޮとなΓ·͢ɻ
ᶃh 受験中のࢭې事項 にɦした場合
ᶄ履修登録をしていない科目を受験した場合
ᶅ試験開始後10分以上ࠁした場合
ᶆٳ学またはఀ学中に受験した場合
ᶇ試験においてෆ正行ҝのあった場合

ʤϨϙーτݧࢼʥ
　定期試験・ྟ時試験をわず、レϙーτ試験を実施する授業科目があります。レϙーτ提出が課された場合はςーϚ・
༷式・提出期ݶ・提出先等を確認し、指定どおりに提出しなければなりません。
　ఏग़ํ๏ɿ��定期レϙーτ（定期試験期間に実施）の場合、作成したレϙーτに本学指定のදࢴを必ずఴ付し、本人が教

学センターのレϙーτ提出用#09にവしてください。
� �また、必ずレϙーτを成させた状ଶで提出してください。
� �※用ࢴについては、教員の指示により、このݶりではありません。
� ྟ時レϙーτ（定期試験期間外に実施）の場合、දࢴ・用ࢴについては教員の指示に従ってください。

ʹ間ʣ࣌ʢݶظ Εͨ߹ࣦ֨となΓ·͢ɻ
ఏग़ޙのϨϙーτࠩସ͑ɺมߋɺ༰Ճචగਖ਼ೝΊ·ͤΜɻेҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

�ɽडͯ͠ࡍʹݧのアυόΠス
　例年よくあるޡりについて例をあげて説明します。いずれも大事なことですので必ず認識しておいてください。

Մ物Ͱのʮࣗචϊーτʯのղऍڐࠐ࣋
　ʠ自චϊーτʡとは、他人のϊーτをコϐーしたもの・コϐーをషり付けたϊーτ・h 講義ϊーτ とɦশしてചっている類
のものではありません。ʠ自චϊーτʡとは自分で書いたϊーτのことです。
　自分で書いたϊーτ以外のϊーτの࣋ち込みはෆ正行ҝとみなし、ॲ分の対象となりますので注意してください。
　※ύιコンなどで作成されたものも認められません。

Մ物Ͱのʮ๏ʢྫの͍͍ͯな͍のʣʯのղऍڐࠐ࣋
　法શ書は出൛ࣾによって例の付いているものがあります。
　条文のあと等に例が書かれていないか、もう一度自分の法を確認しておいてください。
　「例が付いていることを知らなかった」「例が付いていても私は見ない」は通用しません。

Ϩϙーτݧࢼɺචݧࢼهの྆ํΛ課͞ΕΔՊ目͋Γ·͢
　試験方法は一छ類のみとは必ずしもݶりません。なかにはෳ数の試験が課される場合もあります。
　「この科目はレϙーτ試験だから、他はແいだΖう」と҆৺せずに、必ず自分が履修登録している科目すてについて確
認してください。
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学業成績
�ɽධՁと
　成は、100満の�0以上を合格とし、授業がऴ了する当該学期末に科目所定の単位が与えられます。なお、そのධ
Ձと数の関係は、ӈهのとおりです。
　一度修得した単位を取ফすことはできません。

ʤ(1"ʹΑΔ成ධՁʥ
　(1"とは、(SBEe� 1PJOU� "WeSBHe（成Ճॏฏۉ）のことで、各科目のධ（100満）をάレーυϙインτに算し
なおし、その合計を科目の総単位数でׂり、１単位のάレーυϙインτのฏۉを算出するものです。
　高校まではすての学生が同じ教科・科目を履修しますから、単७に成をൺֱできました。とこΖが大学においては、
学部・学科の専門教育科目や共通教育科目ɼ教職科目など、ݸʑの学生の所属や目ඪにԠじて、履修する科目を選択する
自༝度が高く、異なる科目を修得した༷ʑな学生を単७にൺֱすることができません。多༷な学習ڥを࣋つ大学では
「学Ϳྔ」だけではなく「学Ϳ࣭」を的にධՁできる指ඪが必要であり、(1"はそれを提ڙする方法です。専門性や修学
目ඪからくる履修状況のҧいをٵ収し、公ฏさを与えながら学業成ධՁの指ඪとしてわれるものであるといえます。
　(1"の算出にあたっては、合格科目だけではなくෆ合格科目も対象となりますので、真な履修登録、授業への取り組
み࢟の上につながることが期されています。また、５ஈ֊の成ධՁをもとに(1"を算出し可視化することで、学
修の౸ୡ度をより明確に示し、学生が自分自身の学修への力の成果をѲしやすくすることもૂいとしています。
※�(1"は、履修登録したすての科目を対象に算出しますが、履修を中ࢭした科目および認定科目、卒業要件対象外の教
職科目および自༝（ਵ意）科目は、算出対象からআきます。
※�(1"は、単位ޓ科目（大学コンιーシアϜ京都など）の出ئ条件、在学留学や学ۚの選考、演習の選考等෯い分
で活用されます。

ධɹ άレードポΠϯト

(1"ʹ�

100ʙ90 ４
89ʙ80 ３
�9ʙ�0 ２
�9ʙ�0 １
�9以下

̌� ܽ席またはݖغ�
および出席日数ෆ

例えば、� コンϐュータ基礎実習� （２単位）9�　４ϙインτ
� 歴史と人間� （２単位）88　３ϙインτ
� ˓˓学講義� （４単位）92　４ϙインτ
� ӳ語ॳ級文法ઓ� （１単位）��　２ϙインτ
� ˓˓˔概論� （２単位）��　１ϙインτ
� ˚˔˕特論� （２単位）ܽ 席　̌ϙインτ
� 単位ޓ科目� （２単位）認定　ϙインτ対象外
� 高等学校教育実習� （３単位）82　ϙインτ対象外
のධՁを得た場合、̜ ̥Ａは次のように計算します。

(1"ʹ

。高は��00です࠷　
　学期ごとの(1"と在੶期間中の通算(1"を学業成දにࡌهします。

����入ֶऀ
ධɹՁ ɹɹ

߹ɹ֨

ल 100　ʙ　90
༏ �89　ʙ　80
ྑ ��9　ʙ　�0
可 ��9　ʙ　�0

ෆ߹֨
※ �9以下
, 試験ܽ席・ݖغ
ʗ 出席日数ෆ

ˎ履修を中ࢭした科目は、「W」とද示されます。
ˎ認定単位は、「̣」とද示されます。
ˎ合格「1」、ෆ合格「'」のみでධՁする科目もあります。

（科目のάレーυϙインτʷ単位数）の
科目の単位数の

（４ʷ２）ʴ（３ʷ２）ɹ （４ʷ４）ɹ （２ʷ１）ɹ （１ʷ２）ɹ （̌ʷ２）́ 3� ˺ 2��1（４ʷ１）ʴ（２ʷ４）ʴ（１ʷ１） 13



a-19

履
修
一
般

事
項

学
　
籍

単
位
互
換
制
度

�ɽ成発ද

ʤ成証໌書ʥ
　成証明書には、合格した授業科目のल・༏・ྑ・可・1・/（認定）のධՁのみをࡌهし、ෆ合格になった科目および
履修を中ࢭした科目はࡌهされません。
　また、(1"もࡌهされません。

ֶ業ද

ֶ業ද

ˑ�ֶ ͭʹ࿈݁ɾ௨Պظ
͍ͯ୯Ґೝఆ͞Εͳ͍ɻ

य़ֶ期授業期ؒ

य़ֶ期定期試験

ळֶ期授業期ؒ

ळֶ期定期試験

�
〜

�
セ
メ
生

̕月中०に、電ܝࢠ示൘1045より「Web学業成ද」にアΫセスし、各
自で成を確認してください。また、保証人Ѽにૹ付します。

�
セ
メ
生

卒業定結果通知とともに、9月上०に保証人Ѽにૹ付します。
なお、学業成දについては、１ʙ̓セメ生と同༷に「Web学業成ද」
で確認することが可能です。

�
〜

�
セ
メ
生

３月中०に、電ܝࢠ示൘1045より「Web学業成ද」にアΫセスし、各
自で成を確認してください。また、保証人Ѽにૹ付します。

�
セ
メ
生

卒業定結果通知とともに、3月上०に保証人Ѽにૹ付します。
なお、学業成දについては、１ʙ̓セメ生と同༷に「Web学業成ද」
で確認することが可能です。

成の͍߹Θͤ
　成についてෆ明ながある場合は、当該学期の成発ද日から̓日以
内（成発ද日を含み、日༵日及びॕ日をআく。）に学業成දを࣋参のう
え、学部事務室に申し出てください。
　ただし、第８セメスター生については、受領後ちに申し出てください。
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卒　業
�ɽଔۀཁ件
　本学部に�年以上在学し、学部が定める教育課程により学修し、科目۠分ຖに定められた必要単位数を含め12�単位以
上を修得しなければなりません。
　科目۠分ຖに定められる必要単位数は入学年度ຖに定められています。
　入学年度ຖの必要単位数は各年度ຖの「履修規定」を確認してください。
。学の期間は在੶していても在学期間には含めませんٳ　
　卒業定は、第 8セメスター生に対して行われます。

�ɽଔظ࣌ۀ
　卒業の時期は、ळ学期末（ 3月）またはय़学期末（ 9月）です。
　ळֶ期ʢ�݄ʣɿ�ळ学期ऴ了時において卒業要件を充した場合、卒業とします。
� 卒業定結果については、3月上०に保証人Ѽに通知します。
　य़ֶ期ʢ�݄ʣɿ�य़学期ऴ了時において卒業要件を充した場合、卒業とします。
� 卒業定結果については、9月上०に保証人Ѽに通知します。

�ɽଔۀのԆظ
ᶃ�य़学期に在学し、かつ卒業要件を充した人が、ॾൠの事情によりळ学期末（ 3月末）まで卒業のԆ期をئい出た場合
は、これを認めます。ただし、ळ学期の履修登録をすることとし、ळ学期ٳ学は認めません。
ᶄ�卒業のԆ期をرする人は、指定された期日までに所定のئ出書を学部事務室まで提出して許可を得なければなりませ
ん。
ᶅ�卒業のԆ期が許可された人は、ळ学期分の学費を納入してください。所定の期日までに学費が納入されない場合は、卒
業Ԇ期の許可を取りফし、य़学期末卒業とします。
　※ळ学期末（ 3月）卒業者のय़学期末（ 9月）卒業Ԇ期はありません。

�ɽଔࠐݟۀ証໌書の発行ʢ�・�ηメスλー生ʣ
ʲ �セメスター生発行基४（य़学期のみ）r
　「在学期間」「卒業要件として定める専門教育科目、༥合教育科目および共通教育科目」について、以下のすての条件
を満たした場合、申請により発行します。
　　・��在学期間が 3年（ �セメスター）をえていること。
　　・��専門教育科目、༥合教育科目および共通教育科目を含めて82単位以上修得していること。
　　・��専門教育科目を�0単位以上修得していること。
　　・��य़学期履修登録可能単位数とळ学期履修登録可能単位数とを合わせて卒業要件単位数を充することが可能であ

ること。

ʲ 8セメスター生発行基४（य़学期・ळ学期共通）r
　「在学期間」「卒業要件として定める専門教育科目、༥合教育科目および共通教育科目」について、以下のすての条件
を満たした場合、申請により発行します。
　　・��在学期間が3��年（ �セメスター）をえていること。
　　・��専門教育科目、༥合教育科目および共通教育科目を含めて100単位以上修得していること。
　　・��専門教育科目を�0単位以上修得していること。
　　・��当該学期の履修登録により卒業要件単位数を充することが可能であること。

ʪ発行ظ࣌ʫ
ଔࠐݟۀ証໌書履修ొ͢Δ͜とΛલఏʹ発行͠·͢ɻ
͕ͨͬͯ͠य़学ظɺळ学ظとʹඞͣ履修ొ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
示൘1045Ͱ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻܝࢠな程ʹ͍ͭͯిࡉৄ
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学　籍
�ɽ学੶্の໊ࢯと্มߋ
ʤ学੶্の໊ࢯʥ
　学੶上のࢯ名は、入学手続時に本人が届け出たもの（ށ੶にࡌهされているࢯ名、外国੶の学生は在留Χーυにࡌهさ
れている本名または通名）とします。
　したがって、本学がަ付する各छ証明書等は、これに基ͮいて取ѻいますので、学੶上のࢯ名をແஅでվめたり通名を
用いることはできません。

ʤ্มߋ・ॅॴมߋ・保証人มߋʥ
　身上等下هの事項に変更が生じたときは、所定用ࢴ（教学センターまたは学部事務室උ付）により教学センターまたは学
部事務室に届け出てください。
　なお、学生証ࡌه事項に変更が生じる場合は、ແ料で学生証をަ࠶付します。新しい学生証は、چ学生証とަにަ付
しますので、後日教学センターに受け取りにきてください。

มɹɹߋɹɹࣄɹɹ༝ ఏɹग़ɹॻɹྨ ఏɹɹग़ɹɹઌ

本人のࢯ名等に変更があったとき
身上変更届
書類ࣸし※ᶃڌࠜ
証明ࣸ真※ᶄ

学部事務室

本人のॅ所等に変更があったとき
૭ޱへの届出はෆ要
（1045「現ॅ所および通学۠間申請」より必要事項を入力・更新）

保証人（保ޢ者）のॅ所等に変更があったとき ॅ所等変更届（保証人）
教学センター保証人（保ޢ者）に変更があったとき

保証人変更届
保証人（保ޢ者）のࢯ名等に変更があったとき

　※ᶃ新しいࢯ名が確認できる公的なࠜڌ書類（運స免許証、݈ 。証、ύスϙーτ等）のࣸしが必要ですݥ保߁
　※ᶄ�新しいࢯ名の学生証を作成するため、証明ࣸ真（Χϥー、ॎ４DNʷԣ３DN、上身、ແ、正面き、３ϱ月以内に

。Өしたもの）が必要ですࡱ

�ɽ修ۀࡏ・ݶ学ظ間
ʤ修ۀݶʥ
　修業年ݶとは、本学の教育課程を修了するために必要な在学期間をいいます。
　本学では４年です。
　ただし、ฤ・స入学した人の修業年ݶは次のとおりです。

मɹɹ業ɹɹɹɹݶ
第２年次にฤ・స入学した人 ３年
第３年次にฤ・స入学した人 ２年

ʤࡏ学ظ間ʥ
　在学期間は、８年をえることはできません。
。学中の期間は在学期間に含めませんٳ　
　ただし、ฤ・స入学、࠶入学、෮੶、స学部及びస学科した人の在学期間は次のとおりです。

ɹɹֶɹɹ期ɹɹؒࡏ
第２年次にฤ・స入学した人 ̓年
第３年次にฤ・స入学した人 ６年
࠶ 入 学 し た 人 ੶前の在学期間と通算して８年
෮ ੶ し た 人 ੶前の在学期間と通算して８年
స 学 部 し た 人 స学部する前の在学期間と通算して８年
స 学 科 し た 人 స学科する前の在学期間と通算して８年

ҙʂɹٳ�学ͨ͠学ظɺୀ学͓Αͼআ੶となͬͨ学ظɺࡏ学ظ間ʹࢉ入͢Δ͜とͰ͖·ͤΜɻͨͩ͠ɺٴાஔ
ʹΑΓ学ظ͕ୀ学͓Αͼআ੶のとなΔ学ظɺࡏ学ظ間ʹࢉ入͠·͢ɻ
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�ɽٳ学
　ප気その他やむを得ない理༝により３ϲ月以上修学できない場合は、学部事務室に「ٳ学ئ」を提出し許可を得なけれ
ばなりません。ただし、ප気によるٳ学の場合はҩࢣの「அ書」を、ւ外ߤによるٳ学の場合は「ߤ計画書」「留学
者ॅ所届」をఴ付してください。
。学できる期間は連続して２年以内、通算して４年以内ですٳ　

ʤٳ学ظ間͓Αͼٳ学தの学費ʥ
　１年間または１学期間のશ期間をٳ学する場合は次のとおりです。

ɹֶɹ期ɹؒٳ ݶఏग़期ئֶٳ ɹֶɹதɹͷɹֶɹඅٳ

１年間（��1ʙ3�31） ��30
所定の在੶料

※य़学期・ळ学期２期に分けて納入のこと。
य़学期（��1ʙय़学期ऴ了日） ��30 所定の在੶料
ळ学期（ळ学期始業日ʙ3�31） 10�31 所定の在੶料

ҙʂɹٳ�学Λ͍ئग़Δલʹɺ学費ʢतۀ料ɺ実ݧ実習費ٴͼ教育ॆ実費ʣΛೲ入͍ͯ͠Δ߹ɺ֘学ظの学費
ʢतۀ料ɺ実ݧ実習費ٴͼ教育ॆ実費ʣฦؐ͠·͢ɻͨͩ͠ɺٳ学ئఏग़ݶظ·Ͱʹٳ学Λ͍ئग़ͨ߹ʹ
੶料ʣೲ入͠な͚ΕなΓ·ͤΜɻࡏ学ʹඞཁな学費ʢٳΓ·͢ɻな͓ɺݶ

ʤٳ学ظ間ऴ了લのखଓ͖ʥ
学期間後の修学について、本人および保証人Ѽに「修ٳ、学期間ऴ了前（य़学期は̓月下०、ळ学期は１月下०）にٳ　
学意志確認」の書類をૹ付します。同෧書類に従い、所定の期日までに手続きを行ってください。

ʤ࿈ଓͯ͠ٳ学͢Δ߹ʥ
を提出し許可を得なければなりません。修学意志確認「ئ学ٳ」度࠶、い出る場合はئ学をٳ学期間ऴ了後もҾ続きٳ　
書類に同෧の「ٳ学ئ」を、所定の期日までに学部事務室に提出してください。

ҙʂɹ࿈ଓͯ͠ٳ学͢Δ߹のʮॴఆظʯɺ෮学ئఏग़ݶظとなΓ·͢ɻ
� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর

�ɽ෮学
を提出し許可を得なければなりません。ただし、ප気により「ئ෮学」学者が෮学しようとする場合は、学部事務室にٳ　
。の「அ書」をఴ付してくださいࢣのҩࢫ学していた場合は、෮学しても支োないٳ

෮ֶΛر͢Δֶ期 खɹଓɹ期ɹؒ
य़　学　期 2�1ʙ2月末日
ळ　学　期 8�1ʙ8�31

� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর

�ɽআ੶
　次のような場合は、আ੶します。
ᶃ所定の納入期日までに学費を納入しない場合
ᶄٳ学期間ऴ了までに෮学、ٳ学Ԇ、ୀ学のいずれの手続きもとらなかった場合
ᶅ留学期間ऴ了までにؼ国、ٳ学、ୀ学のいずれの手続きもとらなかった場合
ᶆٳ学期間が４年をえてなお、෮学またはୀ学しない場合
ᶇ在学期間が８年をえる場合
ᶈ正当な理༝がなく所定の手続きをଵり、修学意志がない場合
ᶉ正当な理༝がなく所定の手続きをଵり、在留期間満了日を経աした場合

　なお、আ੶された人は学生証をちにฦؐしてください。

ʤআ੶ʥ
ɹɹɹɹ༝ࣄ আɹɹɹɹɹ੶ɹɹɹɹɹ

य़学期学費未納者 前年度　3月31日付
※�ただし、学費分ׂԆ納者が１ճ目を納入して２ճ目を納入しなかった場合は、５月31日付

ळ学期学費未納者 前य़学期末日付
※�ただし、学費分ׂԆ納者が１ճ目を納入して２ճ目を納入しなかった場合は、11月30日付

上ه事༝ᶄᶅᶆᶇ 事༝が該当する学期の満了日付（学期末日）
上ه事༝ᶈ 事༝が該当する学期の前学期末日付
上ه事༝ᶉ 在留期間満了日付

� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর
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�ɽ෮੶
　আ੶となった人は、আ੶の日から一年以内にݶり、෮੶をئい出ることができます。

ʤ෮੶खଓ͖ʥ
　আ੶となった人が෮੶しようとする場合は、আ੶の日から一年以内の所定の手続期間に、「෮੶ئ」を保証人連ॺのう
え、学部事務室に提出してください。
　෮੶手数料として3000ԁが必要です。（所定のৼ込用ࢴによる༣ศৼ込）

෮੶Λر͢Δֶ期 खɹଓɹ期ɹؒ
य़　学　期 2�1ʙ2月末日
ळ　学　期 8�1ʙ8�31

ҙʂɹ�෮੶ΛڐՄ͞Εͨ人ɺॴఆの·Ͱʹ入学ۚҎ֎の学費Λೲ入͠な͚ΕなΓ·ͤΜɻॴఆの·Ͱʹ学
費Λೲ入͠な͍߹ɺ෮੶ΛऔΓফ͠·͢ɻ

※෮੶を許可された人には、学生証を教学センターでަ࠶付します。
� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর

�ɽୀ学
　ප気その他やむを得ない理༝によりୀ学しようとする人は、「ୀ学ئ」を保証人連ॺのうえ、学生証をఴえて学部事務室
に提出し、許可を得なければなりません。
　なお、当該学期履修科目の単位修得をرする人は、当該学期末日付でୀ学ئを提出しなければなりません。
� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর

�ɽ࠶入学
　以下のいずれかに該当する人が、੶の日から３年以内に同一学部学科に࠶入学をرする場合、選考のうえ許可する
ことがあります。
　ただし、࠶入学してもりの在学期間で卒業見込みがない人は、࠶入学をئい出ることはできません。
　ᶃୀ学した人
　ᶄআ੶となった人（আ੶事༝ᶆおよびᶇの該当者はআく。）
　ᶅ෮੶ئ出期間内に෮੶の手続をしなかった人

。とともに学部事務室に提出してください「அ書߁݈」、「ථئ入学志࠶」、を保証人連ॺのうえ「ئ入学࠶」者はر　
000�入学手数料として3࠶　ԁが必要です。）所定のৼ込用ࢴによる༣ศৼ込（

͢Δֶ期ر入ֶΛ࠶ खɹଓɹ期ɹؒ
य़　学　期 2�1ʙ2月末日
ळ　学　期 8�1ʙ8�31

ҙʂɹ࠶�入学ΛڐՄ͞Εͨ人ɺॴఆの·Ͱʹ入学ۚと学費Λೲ入͠ɺ入学खଓ書ྨΛ学෦ࣄࣨʹఏग़͠な͚
ΕなΓ·ͤΜɻॴఆの·Ͱʹ入学खଓΛ行Θな͍߹ɺ࠶入学ΛऔΓফ͠·͢ɻ

ɹɹɹɹな͓ɺ入学ۚのֹ࠷ॳʹ入学ͨ͠度の入学ۚとಉֹと͠·͢ɻ

。付しますަ࠶入学を許可された人には、学生証を教学センターで࠶※
� 学੶ʹؔ͢Δن程ୈ��条ࢀর

※�外国人留学生は、෮੶・࠶入学時でద切な在留資格を保࣋している必要があります。在留資格を取得するためのビザ
申請は時間を要するため、ئ出と同時にビザ申請に必要な手続きを必ず確認し、手続きを進めておいてください。その
際、申請からަ付までの期間は各入国管理ہや各国在外公館によって異なりますので、申請先におい合わせください。
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�ɽཹ学
　ここでいう「留学」とは、本学の許可を得て、学੶がࡏ学のঢ়ଶで外国の大学において学修することをいい、ٳ学による
留学は該当しません。
　出ئ資格および出ئ手続の詳細については、在学留学のϖーδを参照してください。

の�छྨͰ͢ɻ࣍学ཹ学ɺࡏ
ᶃ本学とަྲྀڠ定のある大学の学部へަ留学する場合（ަཹ学）
ᶄ本学とަྲྀڠ定のある大学の学部または大学付設の語学プϩάϥϜへݣ留学する場合（ཹݣ学）
ᶅ修学の必要から、学生自身が留学先大学を選定し、学生の申請に基ͮき本学が留学先として認めた場合（ೝఆཹ学）

ʤཹ学ظ間ʥ
　留学期間は年または１年です。
　　始期　４月１日　または　ळ学期始業日　　　　　ऴ期　３月31日　または　य़学期ऴ了日
　なお、留学先大学の事情により、これらの日付の前後に出国またはؼ国した場合でも、いずれかの日付に読みସえるもの
とします。
　留学期間は、修業年ݶおよび在学年数に算入されます。
　１年をえてҾき続き留学する場合、その期間はٳ学ѻいとなりますので、「ٳ学ئ」および「ߤ計画書」、「留学者ॅ
所届」を学部事務室に提出して許可を得なければなりません。

ʤཹ学のಧग़ʥ
　留学のため出国するときは、所定の「留学届」を学部事務室に提出してください。

ʤཹ学ظ間தの学費ʥ
　在学留学のため、留学期間中の学費は規定どおりશֹ納入しなければなりません。ただし、外国留学支援ۚを学費の一
部に充当することができます。

ʤཹ学ڐՄのऔফʥ
　次のいずれかに該当する人は、留学の許可を取りফすことがあります。また、留学が取りফされた場合は、外国留学支援
ۚはฦؐしなければなりません。
ᶃ学生査証が認められない場合
ᶄ本学または留学先大学の学ଇおよびこれに係わる取ѻ規定にҧした場合
ᶅ修学の成果があがらないと認められた場合
ᶆප気その他やむを得ない事༝により留学を続けることができない場合

ʤܧଓ履修ʥ
　ळ学期からཌ年度のय़学期まで１年間の留学期間の場合、留学前のय़学期に履修している学期連結科目および通年科目
をؼ国後のळ学期にܧ続して履修することができます。ただし、ܧ続履修をرする場合は、留学前に学部事務室に「ܧ
続履修ئ」を提出し、ঝ認を得なければなりません。

ʤޙࠃؼのखଓ͖ʥ
　留学をऴ了してؼ国した人は、電ܝࢠ示൘1045より「ؼ学届」および「留学報ࠂ書」を出力し、「ؼ学届」は学部事務室
に、「留学報ࠂ書」は国際ަྲྀセンター事務室に提出してください。

ʤ୯Ґのೝఆʥ
　留学先の大学等で修得した単位のうち、ద当と認められるものは、�0単位をݶ度として、各学部の定めるとこΖにより本
学の卒業に必要な単位として認定を受けることができます。
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��ɽస学෦
　本学の他学部にస学部を志する人は、ܽ 員のある場合にݶり、選考のうえ許可することがあります。
ʤग़ئ資֨ʥ
　第１年次ऴ了時または第２年次ऴ了時の人とします。
ɹస学෦の資֨条件のࡉ෦ʹ͍ͭͯɺ֤ 学෦ຖʹఆΊΒΕ͍ͯ·͢のͰɺग़͢ئΔલʹඞͣ学෦ࣄࣨ·Ͱ͓͍߹
Θ͍ͤͩ͘͞ɻ
　なお、外国語学部ӳ語学科へస学部をرする場合、50&*$�-�3のスコアが�00以上、または、50&'-�J#5のスコ
アが�2（50&'-�*51���0）以上の成をおさめていない人は出ئ資格がありません。

ʤग़ئखଓ͖ʥ
　「స学部ئ」（学部事務室උ付）に必要事項をه入し、保証人連ॺのうえ、１月31日までに学部事務室に提出してくださ
い。
　స学部手数料として�000ԁが必要です（所定のৼ込用ࢴによる༣ศৼ込）。

ʤస学෦のظ࣌ʥ
　స学部の時期は学年始めとし、年度్中のస学部はできません。
　స学部時の在学セメスターは、履修状況その他を考ྀして決定します。

ʤ学生証ʥ
　స学部を許可された人には、現学生証とҾえに学部名を変更した新しい学生証を教学センターでަ࠶付します。

��ɽస学Պ
　本学の同一学部内でのస学科を志する人は、ܽ 員のある場合にݶり、選考のうえ許可することがあります。

ʤग़ئ資֨ʥ
　第１年次ऴ了時または第２年次ऴ了時の人とします。
ɹな͓ɺస学Պの資֨条件のࡉ෦ʹ͍ͭͯɺ֤ 学෦ຖʹఆΊΒΕ͍ͯ·͢のͰɺग़͢ئΔલʹඞͣ学෦ࣄࣨ·Ͱ͓
͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

ʤग़ئखଓ͖ʥ
　「స学科ئ」（学部事務室උ付）に必要事項をه入し、保証人連ॺのうえ、１月31日までに学部事務室に提出してくださ
い。
　స学科手数料として�000ԁが必要です。（所定のৼ込用ࢴによる༣ศৼ込）

ʤస学Պのظ࣌ʥ
　స学科の時期は学年始めとし、年度్中のస学科はできません。
　స学科時の在学セメスターは、履修状況その他を考ྀして決定します。

��ɽय़学ظʢ�݄ʣଔۀ
　य़学期ऴ了時において、卒業要件（４年以上在学し、所定の単位を修得すること）を充した場合は、य़学期末（̕月末）
卒業とします。

ʤଔۀのԆظʥ
　ᶃ�य़学期に在学し、かつ卒業要件を充した人が、ॾൠの事情によりळ学期末（３月末）まで卒業のԆ期をئい出た場合
は、これを認めます。ただし、ळ学期の履修登録をすることとし、ळ学期ٳ学は認めません。

　ᶄ�卒業のԆ期をرする人は、指定された期日までに所定のئ出書を学部事務室まで提出して許可を得なければなりま
せん。

　ᶅ�卒業のԆ期が許可された人は、ळ学期分の学費を納入してください。所定の期日までに学費が納入されない場合は、
卒業Ԇ期の許可を取りফし、य़学期末卒業とします。

　※ळ学期末（３月）卒業者のय़学期末（̕月）卒業Ԇ期はありません。



a-27

履
修
一
般

事
項

学
　
籍

単
位
互
換
制
度

��ɽ学費
ʤೲ入ظ間ʥ
　学費の納入はय़学期とळ学期の２期に分けて学費ৼ込ґཔ書を保証人Ѽにૹ付しますので、それͧれ定められた期日ま
でに納入してください。
　　य़学期学費納入期日　　４月30日
　　ळ学期学費納入期日　　10月31日

ʤೲ入ํ๏ʥ
　必ず本学指定の「学費ৼ込ґཔ書」をい、電৴ѻいがར用できるۚ༥ػ関（Ώうちΐۜ行をআく）からૹۚしてくださ
い。文書ѻい、現ۚ書留および大学への࣋参は受け付けません。

ʤೲ入ֹۚʥ
　学費の納入ֹۚについては、「学ଇ」（̲ɻ 3ϖーδʙ̲ɻ 10ϖーδ）にࡌܝしています。

ʤ学費Ԇೲ・ׂԆೲ制度ʥ
　学費の納入が期日（य़学期ɿ４月30日　ळ学期ɿ10月31日）までにࠔな場合は、本学ϗーϜϖーδより学費のԆ納・分
ׂԆ納を申請することができます。ただし、次のいずれかに該当する場合は分ׂԆ納、又はԆ納・分ׂԆ納どちらも申請
することができません。
　ᶃ෮੶および࠶入学を許可された方については、当該年度については、Ԇ納・分ׂԆ納の申請はできません。
　ᶄ�本学の学ۚ制度のར用者含め、学費のݮ免を受けている学生は、分ׂԆ納の申請はできません（Ԇ納のみ申請でき
ます）。

　ᶅٳ学に必要な学費（在੶料）については、分ׂԆ納の申請はできません（Ԇ納のみ申請できます）。

य़ֶ期 ळֶ期
ਃ期ؒ �月1日ʙ�月30日 10月1日ʙ10月31日

ೲ
ೖ
ظ


Ԇɹɹೲ �月31日 11月30日

ׂԆೲ
１ճ目　�月31日 １ճ目　11月30日
２ճ目　�月��日 ２ճ目　12月2�日

　申請方法等の۩体的な手続き方法については、申請期間に別్ϗーϜϖーδ及び̨̥̤̩にてお知らせします。

��ɽೲ入ظ
　学費の納入期日がۚ༥ػ関のٳ業日（・日・ॕ日）にあたる場合は、そのཌ営業日をもって納入期日とします。
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単位互換制度
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単位互換制度

�ɽ୯Ґޓ制度と
　単位ޓ制度は、大学および期大学が૬ޓに単位ڠޓ定をక結し、これらの大学に所属する学生が他大学の講義を
受講し取得した単位をその学生が所属する大学の単位として認定できる制度です。
　下هの要領で受講ر者をื集します。詳細についてはื集ガイダンスで説明しますので、ر者は必ず出席してくだ
さい。
　すての科目に受講定員が設定されていますので、رしても受講が認められない場合もあります。
　また、出ئに際しては通学時間などを十分考ྀして履修が可能かどうか計画を立てるようにしてください。

�ɽΨΠμϯス程ɹɹ˞履修ཁ߲ผΨΠυͰ程Λ֬ೝ��
ʤืूΨΠμϯスʥ
　履修ガイダンス期間に実施༧定（य़学期のみ）

ʤडߨग़ظئ間ʥ
　４月上०
※大学コンιーシアϜ京都科目において、定員を満たしていない科目については̕月にՃื集を༧定しています。

ʤग़ئථఏग़ઌʥ
　10号館１֊　教学センター

�ɽग़ئ資֨
次の条件をશて満たしている人。
・શ学部２年次以上で通算またはۙの(1"が1�0以上の人。
・修学意志が強く、履修許可になった場合、࠷後まで出席することが可能な人。

�ɽొの概ཁ

ཤɹɹम 年間４単位まで出ئ可能。学部で定めている本学科目の履修登録上ݶ単位数には含まれません。

୯Ґ認定

合格した科目は他大学で実際に履修した科目の։ظߨ間ʹかかΘΒͣɺ͢ ͯ௨Պ目とͯ֘͠度
ʹೝఆ͞Ε·͢ɻしたがって、１年間在੶しない場合、単位認定されませんので注意してください。認定さ
れた単位は共通教育科目として、在学期間を通じて࠷大12単位まで卒業に必要な単位に算入し、科目名はす
て「単位ޓ科目」の科目名で認定を意ຯする「/」を本学の学業成දおよび成証明書にදهします。

�ɽొ্のҙ߲ࣄ
　次のような場合、登録はできません。
ᶃॏෳ登録（本学で履修登録した科目と同一༵日時間ଳに登録）
　※他大学の集中ܗ式の科目が、本学の科目と１日でもॏෳする場合も含みます。
ᶄҠ動時間から受講がࠔであると考えられる時間ଳでの登録
　例ɿ同一༵日に連続した時間ଳで別ʑの大学の科目を登録
　特に、͕ݶ࣌ҟͳΔ߹Ͱɺຊ学のतؒ࣌ۀଳͱଞେ学のतؒ࣌ۀଳҟͳΔՄੑ͕͋Δことを留意してください。
　なお、ॏෳొͨ͠߹ɺຊ学ཤ修ՊΛআ͠ɺ୯ҐޓՊのཤ修͕༏ઌ͞Ε·͢ɻ
　ただし、ळ学ظのཤ修ొ࣌ʹɺΉΛಘͳ͍ࣄͰຊ学ཤ修Պͱ୯ҐޓՊのत͕ۀॏෳ͢Δ߹ɺཤ修ొ
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内ʹ教学ηϯλʔ·Ͱ૬ஊʹདྷ͍ͯͩ͘͞ɻؒظ
ᶅ教学センターからの確認にԠじない場合
　教学センターから内༰の確認を行う場合があります。電ܝࢠ示൘1045の伝言または教学センターからの電により連
བྷしますので、対Ԡできるようにしておいてください。なお、確認にԠじない場合には申請及び登録を許可しません。
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新入生の皆さんへ
─理学部の教育目標─
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数理科学を学ぶ（数理科学科）
　数理科学科では、७ਮ数学をਂく学Ϳことでその面നさԞਂさに৮れ、さらに、それを実ࣾ会に立てるԠ用数学を修
得することを目指しています。
　७ਮ数学を学Ϳことは、論証のための論理を学Ϳことでもあり、それは実ࣾ会に出てから、を論理的に解決したり、
૬手に物事を説明したり説得したりするときに、大いにに立ちます。また、७ਮ数学の面നさԞਂさを知っていること
は、中学校・高等学校で数学を教える立場になったときに、ෆ可ܽなことです。
　Ԡ用数学を学Ϳことで、数学の知識をいかにしてࣾ会にに立てるかということを、さらに的に修得できます。コン
ϐュータが高度に発ୡし、情報化が進んだࣾ会で活躍するためには、その基礎となる数学をいかにしてԠ用するか、という
ことを知っていることが有རとなります。

ઐ門教育Պ目履修ʹ͍ͭͯ
　授業には、教員が教ஃでをする講義ܗ式、学生がࠇ൘でを解く演習ܗ式、コンϐュータを用いた作業を行う実習
式のܗ式、গ人数で行うセミφーܗ �छ類があります。
　ॏ要度にԠじて、必修科目、選択必修科目、選択科目と分かれています。必修科目は必ず修得する必要があります。ま
た、選択必修科目は、それらの中から指定された単位数を修得する必要があります。
　 1・ 2年次の科目は、�年間に学Ϳことの基礎となる大切な科目が΄とんどです。特に大切な科目は必修科目となって
いて、さらにॏ要な科目にはओに演習ܗ式で授業を行う科目がついています。この演習科目も必修科目となっています。
　 2年次の「集合とࣸ૾」と「プϩάϥミンάⅠ」は選択必修で、গなくとも一つ修得する必要があります。しかし、どちら
も大切な科目ですので、྆ 方の履修をקめます。
　 2年次から�年次にかけて開講している選択科目は「基礎数理科目܈」と「Ԡ用数理科目܈」で構成されています。「基
礎数理科目܈」はさらに「代数学ܥ」、「زԿ学ܥ」、「数学解ੳ学ܥ」、「ෳૉ解ੳ学ܥ」に分けられ、「Ԡ用数理科目܈」はさ
らに「自વとࣾ会の数理ܥ」、「プϩάϥϜの数理ܥ」に分けられています。これらの中からڵຯがある科目を自༝に選んで
履修して下さい。
　 3・ �年次には、「数理科学特別研究Ⅰ」「数理科学特別研究Ⅱʵ1・2」があります。これは、一人の教員とগ人数の学
生で行うセミφーܗ式の授業です。必修科目となっているので、必ず修得する必要があります。ڵຯがある特別研究を選
びますが、ر者が多い場合は、それまでの成によってはر通り受講できるとはݶりません。ૣ いうちにڵຯがある特
別研究を選んで、その研究に必要な科目を修得しておきましΐう。

専門教育科目履修について

ઐ

ڭ
ҭ
Պ


ඞ修Պ目 1・ 2࣍

学・زԿ学 論ཧとू߹

ඍੵ学

1 ŋ 2࣍ʹઢܗඍੵ
ֶΛֶͼɺઐతͳֶͼΛ
ల։͢ΔͨΊͷΛߏஙɻ
͜ΕΒͷՊͷ͏ͪɺ͍ ͔ͭ͘
ͷՊओʹԋशΛ͏ߦՊ
Ͱ͢ɻڭһͱͱʹɺେֶӃੜ
͕ิॿһͱ͖ͯͭ͠ɺΑΓਂ
͍ཧղΛαポート͠·͢ɻ
ͦͷޙબ͢ΔՊʹԠ͡
ͯɺ2ͭͷՊ܈ʹԊͬͯઐ
ੑΛߴΊ͍ͯ͘ΧϦΩュϥ
ϜΛઃ͚͍ͯ·͢ɻ

બඞ修Պ目ʮू߹とࣸ૾ʯ
ຢʮϓϩάϥϛϯάⅠʯ
の͍ͣΕかΛ修ಘɻ

⾣ ⾣

ج
ૅ

ཧ
Պ

܈

ू
߹
ͱ
ࣸ
૾

⾣

Ԡ
༻

ཧ
Պ

܈

ϓ
ϩ
ά
ϥ
ϛ
ϯ
ά
ᶗ

学ղੳ学
·ͣɺղੳֶͷ࠷جຊత
ͳ෦ͱͳΔඍੵֶΛֶ
ͼɺͦ ͷޙɺৗඍํఔࣜ
ɺੵ ɺؔ ղੳͳͲͷ
ͳઐΛֶͼ·͢ɻߴ

ʪؔ࿈͢ΔՊ目ʫ
˔ղੳֶ
˔ֶղੳ� ͳͲ

ɹɹ学
ֶͯ͢ͷֶͷૅج
ͱͳΔॏཁͳͰ͢ɻͷ
ΘΓʹจࣈΛه߸ͱͯ͠༻
͍ɺࢉܭͷ๏ଇํఔࣜͷղ
๏ͳͲʹ͍ͭͯ͠ߟ·͢ɻ

ʪؔ࿈͢ΔՊ目ʫ
˔ֶ
˔ֶಛ� ͳͲ

ࣗવとࣾձのཧܥ
ࣗવ͋Δ͍ࣾձʹ͓͚Δݱ
Λɺ࿈ཱඍํఔࣜ·ͨ
֬աఔͳͲͷֶϞσϧͱ
ͯ͠定ࣜԽ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ
·ΘΕ͍ͯߦͷղੳ͕ݱ
͢ɻίϯϐューλʹΑΔγ
ϛュレーγϣϯղੳͷඞཁ
ෆՄܽͳํ๏Ͱ͢ɻֶγス
ςϜͷૅجཧͱͯ͠ղ
ੳ・֬ͳͲͷٛߨͱγϛュ
レーγϣϯͷͨΊͷίϯ
ϐューλ࣮शΛֶͼ·͢ɻ

ʪؔ࿈͢ΔՊ目ʫ
˔γϛュレーγϣϯͷཧ
˔ϦスΫͷཧ
˔֬・γϛュレーγϣϯ
� ͳͲ

学教育ίースՊ目
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ਐ学ࢤऀ͚ਪՊ目
　高度な数学を学Ϳための基礎知識としては、ओに

ઢܗのཧతଆ໘ɺඍੵのཧతଆ໘ɺू ߹ɾҐ૬ɺ܈ɾɾମɺ
ϗϞϩδʔɾجຊ܈ɺଟ༷ମɺෳૉղੳɺϧϕʔάੵ

などがあります。これら（の一部）を学る科目として、特に大学院への進学を志する学生に下هの科目の履修をਪし
ます。また、これらを学Ϳための参考書などについては各教員におਘͶ下さい。ਪ科目は「集合とࣸ૾」、「ڑと位૬」、
「代数学入門」「解ੳ学入門Ａ」、「解ੳ学入門Ｂ」、「代数学Ａ」、「代数学Ｂ」、「位૬زԿ学Ⅰ」、「位૬زԿ学Ⅱ」、「ඍ分زԿ
学Ａ」、「ඍ分زԿ学Ｂ」、「ෳૉ解ੳ学Ａ」、「ෳૉ解ੳ学Ｂ」、「解ੳ学Ａ」、「解ੳ学Ｂ」です。

学教育ίースʹ͍ͭͯ
　教職を目指す学生のために、数学教育コースを設けています。これは、教職課程の単位を修得して、さらに

ʮ学ͱ教育ʯɺʮزԿ学ͱ教育ʯɺʮղੳ学ͱ教育ʯ
のうち2科目でྑな成を修めるなど、下هの条件を満たした学生に数学教育コース修了の認定を与えるものです。こ
の3科目では、教職課程の授業では教えられていないཧ学のࢹ͔Βの学教育にॏが置かれています。これらの科目
を修得することで、大学で学Ϳ高等数学およびその他の科学と、中学・高校で教える数学との関係にਫ਼通し、よりਂい知識
とԠ用とを教えることができる数学教諭となることを目的とします。

ɹɹ学教育ίʔε修ྃ݅
　　教職免許状を取得するために必要な科目を修得
　　「代数学と教育」、「زԿ学と教育」、「解ੳ学と教育」の3科目のうち2科目以上を「ྑ」以上の成で修得
　　「数学科教育法Ⅰʵ1・2」「数学科教育法Ⅱʵ1・2」の྆方を修得
　　教職コンϖςィションに�ճ以上参Ճ
　　理学部教職支援講演会に1ճ以上参Ճ

　なお、上ه条件の修得状況、参Ճ状況は、教員採用試験大学ਪનの選ൈにおけるஅࡐ料となります。

#J[.BUIʢビζϚスʣίースʹ͍ͭͯ
　一ൠا業や公ிなどへの就職を目指す学生のために、#J[.BUIコースを設けています。これは、h統計ݕ定 ２ɦ級以上
に合格して、さらに、下هの指定科目の中から６単位以上を修得した学生に#J[.BUIコース修了の認定を与えるものです。
指定科目は、「統計演習」、「確・統計」、「ݕ定・ਪ定」、「確・シミュレーション」、「確論Ａ」、「確論Ｂ」、「ϦスΫの
数理Ａ」、「ϦスΫの数理Ｂ」です。ୠし、上هの指定科目の一部の科目が開講されない場合もあります。
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ෳૉղੳ学
ෳૉมͷؔʹ͍ͭͯɺͦ
ͷඍɺੵ Λֶͼ·͢ɻෳ
ૉඍՄͳؔͰ͋Δਖ਼ଇ
ؔଟ༷Ͱඒ͍͠ੑ࣭Λ
͍ͬͯ·͢ɻෳૉ力ֶܥͱ
ֶ͍ͬͨͼ·͢ɻ

ʪؔ࿈͢ΔՊ目ʫ
˔ෳૉղੳֶ
˔ෳૉղੳֶಛ� ͳͲ

ɹԿɹ学ز
ϢーΫϦοドʹΑͬͯ࢝͞
Εֶͨͱͯ͠༗໊ͳزԿ
ֶɻਤܗۭؒͷੑ࣭ʹ͍ͭ
ͯ୳͢ڀΔֶͰ͢ɻඍز
ԿֶɺҐ૬زԿֶͳͲʹ͍ͭ
ֶͯͼ·͢ɻ

ʪؔ࿈͢ΔՊ目ʫ
˔Ґ૬زԿֶ
˔ඍزԿֶ� ͳͲ

ϓϩάϥϜのཧܥ
࡞ͷιϑトΣΞͷػࢉܭ
ͱͦͷͨΊͷૅجཧΛֶͼ
·͢ɻίϯϐューλͷಈ࡞
ཧԋ͖ͮجʹࢉɺཧ
ཧ・ࢄֶ͕ૅجͱͳΓ·
͢ɻ͞ΒʹɺϓϩάϥϜޠݴ
جຊతͳΞϧΰϦζϜʹͭ
ֶ͍ͯͼ·͢ɻ͜ͷଞʹɺί
ϯϐューλ・άϥϑΟοΫスɺ
ωοトワーΫͳͲͷٛߨ४
උ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ʪؔ࿈͢ΔՊ目ʫ
˔ϓϩάϥϜͷཧ
˔�ίϯϐューλάϥϑΟο
Ϋス入
˔ωοトワーΫͷૅج
� ͳͲ
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ཧՊ学特ผڀݚⅠ 3࣍

গਓ੍ͷΫϥスͰཧՊֶͷߴͳ
ઐςーϚʹ͍ͭͯཧղΛਂΊΔͨΊ
ͷՊͰ͢ɻࣗओൃڀݚදΛϕースͱ
ͷ授業Λల։͠·͢ɻܕՃࢀͨ͠

ଔڀݚۀのςーϚʢ����度ࡏݱʣ

˙ҏ౻ɹ༔�ॿڭɹɿཧϑΝΠφϯス

ҭڭ授ɹɿֶڭ�จ୍ڇ˙

˙പ୩�।ڭ授ɿඍҐ૬زԿֶɺෳૉزԿֶ

˙ాதཱࢤ�।ڭ授ɿθーλؔͱͦͷपล

˙ɹɹܛ�।ڭ授ɿパλーϯܗͷཧղੳ

˙ਖ਼Ԭ߂রڭ�授ɹɿପԁؔ

ɺཧཧֶݍ授ɹɿཧίϯϐューλՊֶɺڭ�ത೭ࡾ˙

˙ଜɹಞڭ�授ɹɿͱͦͷԠ༻

˙℮Լڭ�لߒ授ɹɿࢉܭɺཧɺඇઢܗֶɺΧΦス

˙༟ڭ�ࢠ授ɹɿ֬

Կͱ݁ͼཧزͷݩ࣍授ɹɿúɺûڭ�࢘मాࢁ˙

˙ลୡڭ�授ɹɿม๏ͱඍํఔࣜ

ཧՊ学特ผڀݚⅡ 4࣍

ཧՊֶಛผڀݚᶗʹҾ͖ଓ͖ɺগਓ
੍ΫϥスͰߴͳઐతͳڀݚʹνϟ
レϯδ͠·͢ɻؔ৺͋ΔςーϚΛٻ
͠ɺͦ ͷՌΛଔ業ڀݚͱͯ͠·ͱΊ·
͢ɻ

学と教育ɺزԿ学と教育ɺղੳ学と教育
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物理科学を学ぶ（物理科学科）
に変化・進展する現代ࣾ会においては、Ԡ用力のある確実な基礎学力、技術ֵ新や未知のにも対ॲできるॊೈٸ　
な思考力・総合的அ力・力を身につけた人ࡐのཆ成がまれています。物理科学科ではこのような状況を೦಄にお
き、以下のような教育目ඪをܝげ、そのୡ成を目指したΧϦキュϥϜのฤ成を行っています。

ʢ�ʣૅج学ྗのॆ実とܥ౷的ࣝの修ಘ
　　�　数学は物理学を学Ϳための基礎にܽかせないૉཆです。1・ 2年次において、数学的基礎であるඍ分積分学、代数
学・زԿ学、および物理数学の基礎を学びます。これらの数学をって、力学、電磁気学、力学というあらΏる理ܥ
学の基礎となる古య的な物理学を修めます。数学演習および物理学演習は、これらの数学および物理学の知識をよ
り実践的で確かなものにするために必要な科目であり履修がਪされています。

ʢ�ʣཧ論と実ͨ͠٭ཱʹݧ物ཧՊ学的なํ͑ߟの育成
　　�　上هの講義科目とฒ行して、物理現象のԞにજむ法ଇを実験でݕ証するための考え方、手法、技術を学Ϳのが実験
。の科目です。実験で証明されたことのみを真理として受け入れる実証ओ義の考え方を身につけることが目ඪですܥ
1年次配当の物理学実験Ⅰおよび 2年次配当の物理学実験Ⅱは、基礎的な実験を実際に行う必修科目であり、自らが
実験をすることにより内༰をよく理解できます。また行きとどいた指導を受けられるようೋ名一組で実施します。3年
次には、より専門的な必修科目である物理学実験ᶙをগ人数άループにわかれて実施します。

ʢ�ʣ物ཧ学Λ࣠と͍ͨ͠視のとͰのࣗવೝࣝのਂ化
　　�　 2年次から3年次にかけて、（1）で得た古య物理学の知識の上に、解ੳ力学、ྔ ྀྲ、力学、統計力学、૬対論ࢠ 体
力学など現代物理学のૉཆであり、研究を行う基礎でもある、発展的な理論ܥの科目を修得します。これらにՃえ、物
理学関連の各専門分にࢬ分かれした෯い選択科目を学Ϳことができます。

ʢ�ʣॊೈなྗߟࢥと૯߹的அྗɺ物ཧ学的ײ性のᔻཆ
　　�　 3年間の一؏した物理教育と෯い分展開により、単に専門的知識を修得するための基本技術や思考技術にとど
まらず、物理学的ײ性、ॊೈな思考力と総合的அ力のᔻཆを期しています。更にその先に�年次の特別研究におい
て、গ人数のϚンπーϚンܕの指導を受けることにより、これまで身に付けたૉཆを生かし、物理学の先的研究を実
際に行うことによって、実践力をຏくػ会も得られます。

ʢ�ʣスϖγϟϦスτࢧԉϓϩάϥϜʹ͍ͭͯ
　　�　物理学のスϖシϟϦスτを目指す学生のために、3年次から「スϖシϟϦスτ支援プϩάϥϜ」を設けています。本
プϩάϥϜは、「コンϐュータ物理学」または「物性・ࡐ料実験」の研究現場で求められるスϖシϟϦスτとしての実
力をຏくことを目的とします。下هに定める修了条件を満たした学生にスϖシϟϦスτ認定証が与えられます。

　　εϖγϟϦετࢧԉϓϩάϥϜのొ݅
　　�理学部物理科学科に在੶していること
　　�1年次配当のすての必修科目の単位を修得していること
　　�必修科目の成や志動ػ等による選考を経て、୲当教員からプϩάϥϜ参Ճの許可を得ること
　　εϖγϟϦετࢧԉϓϩάϥϜの修ྃ݅
　　�「コンϐュータ物理学講࠲Ⅰ・Ⅱ」または「物性・ࡐ料実験講࠲Ⅰ・Ⅱ」の単位を修得すること
　　�物理科学科の必修科目と「ྔࢠ力学Ｂ」、「ྔࢠ力学̘」、「統計力学Ｂ」の単位を修得すること
　　�指導教員が୲当する「物理科学特別研究1・ 2」で指導を受けて、学内もしくは学外で研究成果を発දし、卒業論

文を提出すること

　　�　本学の物理科学教育は、このように、単なる知識修得そのものにとどまらず、どのようなにもॊೈかつ論理的、
実証的に対ॲできる基礎力を身につけることを目指しており、ࣾ 会に出てからのあらΏる職業、生活において、その考
え方、ૉཆが目に見えない部分でも大いにに立つことが期されます。
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宇宙物理学・気象学を学ぶ（宇宙物理・気象学科）
　地球のԹஆ化や異ৗ気象などの人類の生存にີに関係するॾに対して、地球大気から宇宙શ体へまたがる視か
ら解決の方ࡦを୳ることは、人類にとって切ഭした課となっています。また、宇宙や気象に関する時間・ۭ間スケールの
大きな自વ現象は、専門のԿにݶらず多くの人の関৺をݺんでおり、一ൠࣾ会へ正確な知識や情報を分かりやすく伝え
ることが求められています。本学科では、このようなࣾ会からの理学への要請にԠえるく、地球大気から宇宙શ体へࢸ
る多༷な自વ現象を総合的かつ体ܥ的に学ͿΧϦキュϥϜฤ成になっています。

ʢ�ʣ物ཧ学͓Αͼ学的学ྗのݻૅجΊ
　理学は、一า一า基礎から積み上げることによりはじめて十分に理解できる学です。このは、宇宙物理学や気象学
に関しても決して例外ではなく、物理学と数学に関する基礎学力があってॳめて、専門的な宇宙や気象に関する知識や技
術の習得が可能になります。そのため1・ 2年次では基礎的な物理学（力学、ৼ動と、電磁気学、力学、物理学実験）
と、物理学にܽかすことのできない数学（ඍ分・積分学、代数学・زԿ学、ϕΫτル解ੳ）に関する講義科目と演習科目を
必修科目として配置してあります。学生には、まず講義で基礎的な知識を学び、得た知識を演習を通してண実な学力とし
て定ணさせていくことが求められます。

ʢ�ʣ༗ػ的かͭମܥ的なΧϦΩϡϥϜʹΑΔӉ物ཧ学ɺؾ学の修ಘ
　宇宙物理学と気象学は༷ʑな基礎的知識を共通とする学分です。またۙ年、宇宙物理学と気象学とのڥք領Ҭにあ
たる研究分が発展しており、これら2つの学分の連ܞもॏ要性が૿しつつあります。これらのことを;まえ2年次
では、宇宙物理学および気象学に共通するૉཆを学Ϳために必要な基礎科目を共通基൫科目と位置付け、その共通基൫科
目（天文学概論、地球惑星科学概論、宇宙観ଌと星の物理学、気象物理学"）を必修科目として修得します。これらの科目
以外にも、ྔ をར用したプϩάϥミンά・数計算能力の修得ػ力学やྲྀ体力学といった大学ならではの物理学、計算ࢠ
を目的とする計算物理などの選択科目が展開されており、それらを修得することで 3年次以降の発展的、かつ専門的な学
習を行なうためのૉཆを身に付けます。
　 3年次には、学生ݸ人の科学的な関৺にԠじて学分を宇宙物理学あるいは気象学にߜり、ओとして選択した学分
における、より専門的な知識や技術を学Ϳための選択必修科目が配置してあります。より専門的な講義科目で得た知識
をより実践的に学んでいくため、ਆࢁ天文をར用した観ଌ実習、計算ػを活用した観ଌデータの解ੳ、大気物理学実験
などを修得します。
ຯにԊった研究ςーϚを設ڵ人のݸऴ年度である�年次では、宇宙物理学あるいは気象学に関する特別研究（学生࠷　
定）を行ない、論理的思考能力や解決能力、コミュニケーション能力、プレθンςーション能力をཆいます。

　こうした宇宙物理学・気象学に関する教育ΧϦキュϥϜを通して、人類の生活にີに関係する地球大気ݍとそれをと
りまく宇宙についての専門的知識を、有ػ的かつ体ܥ的に理解していく思考能力を֫得することを目ඪとしています。さら
に、観ଌやଌ定ثػなどのݪ理を理解し、高度なデータ分ੳを行なうことで、総合的な解決能力をཆい、また、宇宙物
理や気象に関する正しい認識および科学の成果をࣾ会にؐ元していくԠ用力を身に付けていきます。
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進路について
େ学生׆とࣗݾのܗ成
　大学では、学業にྭんだり、自༝に課外活動にۈしんだりする中で、次第に自ݾのܗ成がなされていきます。自分が将来
進みたい路を୳しながら、有意義に大学生活をૹってください。3年次くらいになると、進路を本格的に考える必要が出て
きます。理学部からのओな進路は、大学院進学（他大学大学院も含む）、教育職、一ൠا業や公務員です。専門学校への進
学、留学、Ո業ܧঝなどの選択をする人もいます。自分に合う進路を見つけ、目ඪにかって日ʑਫ਼進されることを期し
ています。

�����݄ଔۀ生ʢཧ学෦ʣのਐ࿏ঢ়گ
公ி　��名・業ا　
　教育職　　　　10名
　大学院　　　　1�名

աڈ�間のਐ学・ब৬ઌのྫ
ிެ・ۀا
　士通θωϥル、積ਫϋス、月ףܡ、ύφιニッΫ、モϦタ、ଜᨽ݊、ॅ ༑生໋保ࡾ、ݥҪॅ༑ۜ行、みず΄フィφ
ンシϟルάループ、京都ۜ行、京都৴用ۚݿ、τーセ、日本ཱྀ٬మ道、ࡾඛ電ػシスςϜサービス、日本年ۚػ構、大ࡕ
ガス、コーンζςΫϊϩδー、たけびし、ニτϦ、日本十字ࣾ、京進、日本༣ศ、京都府ி、Վࢁ県ி

教育৬
　京都府、京都市、大ࡕ府、ฌݿ県、࣎լ県、ࡾॏ県、ਆށ市、ੴ県、ࢁ県、Ԭࢁ県、ಙౡ県、ޱࢁ県、私立高校

େ学Ӄ
　京都産業大学大学院、他大学大学院

ਐ࿏の४උ
�࣍ʮདྷͨΔ͖�ޙʹඋ͑Αʯ
　入学したばかりで大学生活に׳れるのにਫ਼一ഋという人も多いでしΐう。しかし、この時で �年後の自分を意識した
生活を始めることはとても大切です。将来の目ඪ୳しを始めつつ自分の可能性を将来につなげるためにすでに始めた方が
いいこともあります。教職課程の履修、資格試験のษ強、キϟϦアを積むための४උ、自分の可能性をڱめることのないよ
うに活動を開始してください。
�࣍ʮ教ཆかΒઐ門Պ目ʯ
　理ܥ学生は学年が上がってもՋにはなりません。1、2年次のときは共通教育科目の履修にしく、2、3年次のときは
専門科目の履修にしくなります。ૣい学年次において十分な単位を修得をしておくことが、将来の就職活動や進学活動
に必要です。留年しないために必修単位の修得の確認も大切です。まだまだ進路が決まらない人は、学内外の課外活動に
も積極的にνϟレンδし、自分のద性を見極めておくことも大切です。
�࣍ʮଔ׆͚ͨʹޙۀಈ։࢝ʯ
　一ൠ就職を目指す人にとってはՆ前からインターンシップのื集がされる会ࣾも૿えています。またみの卒業研究に
参Ճできるかどうか、この時期の学業成が大きくޮいてきて、その後の進路選びにも結します。�年次に就職内定が
取れたとき、大学発行の卒業見込み証明書が通ৗ要求されますが、証明書発行のための本学の条件は3年次ऴ了時の修得
単位数に下ݶが設定されています（B�20ϖーδ「卒業見込証明書の発行」参照）。3年次修了時の修得単位数は多ければ多
い΄どいいのです。また�年次に教育実習に参Ճできるかどうかもこの時期の教職の必要単位修得状況にかかっていま
す。学内外の課外活動にも積極的に参Ճし、実（キϟϦア）を積んでおくことが進路選択に有རとなることがあります。
�࣍ʮ͢Ͱʹຊ൪ʯ
　大手ا業によっては3年次末の 3月末が新卒採用の本൪のとこΖもあります。�年次になったときすでに手れとはな
らないように前のめりな活動が必要です。教員採用試験の४උや大学院進学のための入試対ࡦを始める必要もあります。
卒業研究にも取り組みつつ卒業にけた活動本൪です。
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ΊΔྗٻʹࡐ人ܥཧ͕ۀا
（1）コミュニケーション力
（ 2）プレθンςーション力（ද現力）
（ 3）基礎的計算能力、理数ܥ業務の理解力と解決力、専門的知識

Ұൠब৬Λ目指͢人
　一ൠا業への就職を目指す人にとっては、ආけては通れないものがいくつかあります。第一رのا業へ就職するため
に、日ごΖからしっかりと४උをしておきましΐう。

ᶃΤϯτϦーγーτ
、業の採用人事においてまず行われる書類選考をಥഁするにはا。業の求人に申し込むときに必要な書類のことですا�　
このΤンτϦーシーτに志理༝や自分の所などをしっかりと書いてあることがॏ要になります。
ᶄ໘ରࡦ
　�書類選考をಥഁすれば、ا業の人事୲当者との面がっています。面の場においてしっかりとした発言ができるた
めには、日ごΖからの自ݾ研ᮎにՃえて、事前のا業研究と、的確な自ݾ分ੳをしておくことがॏ要になります。
ᶅΠϯλーϯγοϓの׆用
業の人とަྲྀをا業によっては、インターンシップを受け入れているとこΖがあります。インターンシップを活用してا�　
図っておくことは、採用へのۙ道になることもগなくありません。また、日ごΖより、新ฉࢽࡶやق࢛報など、多࠼な情
報源から、行きたいا業のا業研究を行っておくことをおקめします。
ᶆ࢈ژφビ
　�ϦΫφビやϚイφビなど、一ൠの求人情報サイτには、いわΏるϒϥッΫا業がࡌܝされていることもままあります。京
都産業大学ではಠ自に「京産φビ」というサイτを用意しており、そこには選りす͙りの༏ྑا業のみがࡌܝされていま
す。京産φビは本学の学生であればར用可能ですので積極的に活用してください。

૬ஊ૭ޱ
　理学部では、みなさん一人ͻとりの進路実現を、教員一人ͻとりがしっかりとサϙーτします。また、進路・就職支援セ
ンター（13号館 �֊）では、各छイϕンτをසൟに行っている΄か、専門のスタッフがݸ別の૬ஊにもԠじてくれます。

大学院進学について
　学部生活をऴえて、さらにษ学を続けたいօさんには大学院の課程が४උされています。大学院理学研究科には 2つの
専߈、数学専߈と物理学専߈（天文学、気象学などを含む）があります。現在、数学、物理学の྆分とも研究領Ҭはく
֦がっています。学の進展もૣく、�年間の学部の講義でѻえる内༰は基本的な事ฑにとどまります。より専門的な研究
にܞわってみようという意欲のある学生には大学院進学をקめます。将来研究者を目指している人は論、大学院で学ん
だことをࣾ会に出て立てようという人もੋඇ進学してください。実ࣾ会においても理ܥ人ࡐとして大学院を修了してい
ることが強く求められています。
　本学大学院の課程には、「博士前期課程」と「博士後期課程」とがあり、2年間の博士前期課程で修士の学位を取り、さ
らに本格的に研究者の道を志す人は博士の学位の取得を目指して3年間の博士後期課程に進みます。博士前期課程には、
講義科目、演習科目や実験・観ଌ科目、特別研究が設けられています。博士後期課程にも講義科目があり、より専門性の高
い内༰となっています。物理学専߈には、連ܞしている日本ࢠݪ力研究開発ػ構の٬員教授による講義科目も含まれてい
ます。博士前期課程は修士論文の成をもって修了し、博士後期課程は、それͧれの研究指導教員のもとで研究生活をૹ
り、博士論文の成をもって修了します。
　本学大学院あるいは他大学大学院のいずれの大学院に進む場合でも、入試があります。入試では、学部で学んだ基礎科
目および専門科目の学力がわれますので、これら科目の習得にめて将来の大学院入試にඋえてください。大学院の入
試ܗଶは༷ʑなので、志先のื集要領を調てください。また、学部の教員にも૬ஊしてください。学部ऴ了後に、より
ਂく専門的な研究をしたいという意欲のある学生に大学院への門はく開かれています。
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理学研究科　大学院博士前期課程　学内ਪન入学選考出ئ資格は下هの通り。（2019年 �月現在）
・理学部のいずれかの学科の第 �セメスターに在੶している者
・受講している�年次配当の特別研究の୲当者又は理学部からਪન状が受けられる者
・理学部各学科の成及び修得単位について、次の基४を満たす者
ʲཧՊ学Պʳ
（ア）数理科学科開講の専門教育科目のうち、（̰）から（̲）までの1�科目のฏۉが8�以上である者
（̰）次の必修科目9科目「ඍ分積分学ⅠＡ、ⅠＢ、ⅡＡ、ⅡＢ」「代数学・زԿ学ⅠＡ、ⅠＢ、ⅡＡ、ⅡＢ」「論理と集合」
（̱）次の選択必修科目2科目のうち、高得であるものから1科目「集合とࣸ૾」「プϩάϥミンάⅠ」
（̲）3年次配当の選択科目のうち、高得であるものから�科目（ただし「数学ӳ書講読」及び「理学ӳ語講義（数学）」

をআく。）
（イ）第 �セメスターऴ了時に、必修科目（ただし「数理科学特別研究Ⅱʵ1・ 2」をআく。）のすての単位を含む専門教

育科目�0単位以上かつ、卒業所要単位100単位以上を修得している者
ʲ物ཧՊ学Պʳ
（ア）物理科学科開講の専門教育科目のうち、（̰）及び（̱）の23科目のฏۉが8�以上である者
（̰）次の必修科目1�科目のうち、高得であるものから1�科目「ඍ分積分学Ａ、Ｂ、̘ 」「代数学・زԿ学Ａ、Ｂ、̘ 」「物

理数学基礎」「力学Ａ、Ｂ」「電磁気学Ａ、Ｂ」「力学」「ྔࢠ力学Ａ」「統計力学Ａ」「物理学実験Ⅰ、Ⅱ、ᶙ」
（̱）専門教育科目のうち高得であるものから8科目（ただし（̰）の1�科目と「地学通論Ａ、Ｂ」「地学実験」「大学数

学の基礎」「物理学基礎演習」「ւ外サイΤンスキϟンプ」「物理学基礎セミφー」スϖシϟϦスτ支援プϩάϥϜ
の関連科目をআく。）

（̲）第 �セメスターऴ了時に必修科目（ただし「物理科学特別研究1・ 2」をআく。）のすての単位を含む専門教育科
目�0単位以上かつ卒業所要単位100単位以上を修得している者

ʲӉ物ཧ・ؾ学Պʳ
（ア）宇宙物理・気象学科開講の専門教育科目のうち、（̰）から（̲）までの23科目のฏۉが8�以上である者
（̰）次の必修科目13科目「ඍ分積分学Ａ、Ｂ、̘ 」「代数学・زԿ学Ａ、Ｂ、̘ 」「物理数学基礎」「力学Ａ、Ｂ」「電磁気

学Ａ、Ｂ」「力学」「物理学実験」
（̱）次の選択必修科目のうち、高得であるものから2科目「気象物理学Ｂ」「気象学データ解ੳ演習」「気象学特別演

習」「大気物理学実験」「星間ۭ間とۜՏの物理学」「宇宙観ଌ・解ੳ実習」「宇宙物理学特別演習」「天文観ଌ技術
特別実験」

（̲）専門教育科目のうち高得であるものから8科目（ただし（̰）の13科目（̱）の 2科目と「数学演習1、2、3、�」
「物理学演習1、2、3、�」「大学数学の基礎」「物理学基礎演習」「物࣭の物理」「ւ外サイΤンスキϟンプ」「宇
宙物理・気象学基礎セミφー」をআく。）

（イ）第 �セメスターऴ了時に必修科目（ただし、「特別研究」をআく。）のすての単位を含む専門教育科目�0単位以上かつ
卒業所要単位100単位以上を修得している者
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教　育　課　程
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履　修　方　法
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履修規定
ଔۀʹඞཁな࠷修ಘ୯Ґ
　卒業するためには、�年以上在学し、次の科目۠分に従って、12�単位以上修得しなければなりません。

Պ  ۠  मಘ୯Ґ࠷

௨ڞ
ҭՊڭ

ਓؒՊֶڭҭՊ
選択必修

人文科学 �単位 12単位
（注）

2�
単
位
以
上 12�

単位
以上

ࣾ会科学 �単位

選　択

ҭՊڭޠݴ
必　修 ӳ語教育科目 8単位

選　択

ମҭڭҭՊ 選　択

ΩϟϦΞܗࢧԉڭҭՊ 選　択

༥ ߹ ڭ ҭ Պ （注） 選　択

ઐ  ڭ ҭ Պ  各学科のページを参照 80
単位以上

注）�人間科学教育科目のうち、人文科学・ࣾ会科学領Ҭからそれͧれ �単位修得したうえで、࠷12単位修得すること。

注）༥合教育科目۠分には、次の科目の単位を算入することができる。
　ᶃ「άϩーόル・δϟύン・プϩάϥϜ」における他学部専門教育科目
　ᶄ外国語学部専門教育科目における「特別ӳ語」、生໋科学部専門教育科目における「特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ）」

ઐ門教育Պ目の履修ʹ͍ͭͯ
専門教育科目の履修方法については各学科のϖーδを参照してください。
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共通教育科目
　京都産業大学では、教学の理೦にܝげる「自らを厳しくしつつ、力にみ、ࣾ 会的な義務をଵることなく、国内外
をわず活躍できる人ࡐ」の育成のために、学生が自らの専門分をਂく学Ϳだけでなく、෯い教ཆを身につけることの
できるよう、「人間科学教育科目」「言語教育科目」「体育教育科目」「キϟϦアܗ成支援教育科目」の۠分を設けて、す
ての学生に開講しています。
　入学年度ごとに定められている履修規定を十分にѲしたうえで履修してください。

1ɽ人間Պ学教育Պ目
　人間科学教育科目は、「人文科学」「ࣾ会科学」「自વ科学」「総合」の �つの領Ҭにわかれます。
　このうち、「総合」以外の3領Ҭは、「基本科目」と「展開科目」から構成されています。自らの専門以外の学分を学
Ϳにあたって、まず基本科目でその学分の大まかなશ体૾を得て基本的な考え方をつかみ、そこでڵຯをײじた内༰
を展開科目でさらにਂく学Ϳことで、体ܥ的に学習できるよう工しています。

ʢ�ʣ֤ ྖҬの特
ʲ人文Պ学ྖҬʳ
　この領Ҭは、古ࠓ౦の人類の文化を対象とします。これには「学」「৺理学」「歴史学」「文学・芸術学」といった分
が含まれます。この領Ҭの科目は、文化の多༷性を認識し、ॊೈに思考できるようになることを目的としています。
ʲࣾձՊ学ྖҬʳ
　この領Ҭは、意見やརが多छ多༷で、Ձ観の異なる人ʑが構成するࣾ会とそのようなࣾ会で生じるॾ現象とを対象
とします。これには、「経済学」「経営学」「法学・政治学」「ࣾ会学」といった分が含まれます。この領Ҭの科目は、多छ
多༷な人ʑの共存やڠ力を図るしくみを理解することを目的としています。
ʲࣗવՊ学ྖҬʳ
　この領Ҭは、ミΫϩ（ૉཻࢠ）からϚΫϩ（宇宙）までの༷ʑなスケールの自વ現象を対象とします。これには、京都産業
大学の特৭といえる「天文・物理科学」「生໋・ڥ科学」「情報科学」それに、自વ科学の基൫である「数学」といった分
が含まれます。この領Ҭの科目は、自વ法ଇや生໋の営みへの見方をཆうことを目的としています。
ʲ૯߹ྖҬʳ
　この領Ҭは、次の科目܈に۠分されます。
　・導入・続教育科目1※܈ɿओに1年次生を対象とした大学生活にదԠするための力をཆう科目
　・̠ ̨ ̪ 科 目 ɿ本学の特৭ある科目と本学で学Ϳための基礎となる科目܈
　・教 育 ・ 教 職 科 目 ɿ教員免許取得などに関わる科目܈
　・人 ݖ 科 目 に関わるॾや歴史などを学Ϳ科目ݖɿ人܈
　・情 報 科 目 ɿ情報に関する科目܈
　※1　�օさんがこれから体験する「高校から大学へのҠ行」「共通教育と専門教育の連動」「大学からࣾ会へのҠ行」と

いったہ面において、ॊೈにదԠする力を身につける科目を開講しています。キϟϦアܗ成支援教育科目（b�23
ϖーδ）内にも、「導入・続教育科目܈」を設けています。

ʢ�ʣ履修ํ๏ʹ͍ͭͯ
　人文科学領Ҭおよびࣾ会科学領Ҭの２領Ҭから４単位ずつ修得しなければなりません。

ɹܭ߹ 8୯ҐਓจՊֶྖҬ
û୯Ґ ʴ ࣾձՊֶྖҬ

û୯Ґ

˰　�ଔۀཁ݅Λຬͨ͢ʹ࠷12୯Ґ修ಘ͢Δ͜ͱɻ
˰　�人文科学領Ҭおよびࣾ会科学領Ҭの２領Ҭから「基本科目」と、
　　それに関連する「展開科目」を修得することをਪします。
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�ɽޠݴ教育Պ目
　言語教育科目は、ӳ語教育科目とӳ語以外の外国語教育科目から構成されています。

ӳޠ教育Պ目
�　άϩーόルࣾ会の中で活躍しࣾ会にݙߩするためには、実用的なӳ語運用能力の֫得が必ਢとなります。本学で
は、શ学部1・ 2年次にӳ語授業を必修とし「読む・書く・す・ฉく」のӳ語学習にՃえて、就職活動の入ޱやビ
δωス場面で有用とされる50&*$対Ԡの学習も行います。また、そのୡ成度合いをଌるために年数ճ50&*$� -�3
を受験します。ӳ語がۤ手な方には基礎から学Ϳ授業を開講し、基礎からӳ語能力の上を図ります。

教育Պ目ޠࠃ֎
�　外国語教育科目は、国際ࣾ会で求められる高度な語学力を身に付けて国際的視をຏく科目で、9言語から学び
たい言語を選択できます。ωイςィϒスϐーΧーの教員による会やݕ定試験を೦಄に置いた科目など、各छレϕ
ルの特৭ある科目が用意されており、学習経験の有ແにかかわらず、৳ばしたい力と学習の目的にԠじて履修する
ことができます。

ʢ�ʣ履修ʹ͍ͭͯ
　˕�言語教育科目では、ӳ語必修科目8単位を修得しなければなりません。

Պ۠ Պɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ ୯Ґ मಘ୯Ґ࠷

ӳޠ ඞम Ϋϥス指定された科目※1 各 1 8

※ 1 � 入学時のӳ語プレイスメンτςスτ（50&*$�#SJEHe�*1）のスコアに基ͮき、レϕル（Ϋϥス）分けを行います。
� そのレϕルにより、セメスターごとに履修する科目が異なります。ʤ下ද参照ʥ

ʲӳޠඞ修Պ目ʳ

レϕル レϕル分け基४
（50&*$�-�3スコア）

50&*$�-�3
スコア目ඪ

１年次 ２年次
１セメ（य़学期） ２セメ（ळ学期） ３セメ（य़学期） ４セメ（ळ学期）

ʲ上級ʳ �20以上 �00以上 上級ӳ語（プレθンςーション）Ⅰ 上級ӳ語（プレθンςーション）Ⅱ 上級ӳ語（ディスΧッション）Ⅰ 上級ӳ語（ディスΧッション）Ⅱ
上 級 ӳ 語（50&*$）Ⅰ 上 級 ӳ 語（50&*$）Ⅱ 上 級 ӳ 語（50&*$）ᶙ 上 級 ӳ 語（50&*$）ᶚ

ʲ中級ʳ �00以上 �00以上 中級ӳ語（コミュニケーション）Ⅰ 中級ӳ語（コミュニケーション）Ⅱ 中級ӳ語（コミュニケーション）ᶙ 中級ӳ語（コミュニケーション）ᶚ
中 級 ӳ 語（50&*$）Ⅰ 中 級 ӳ 語（50&*$）Ⅱ 中 級 ӳ 語（50&*$）ᶙ 中 級 ӳ 語（50&*$）ᶚ

ʲॳ級ʳ 310以上 �00以上 ॳ級ӳ語（コミュニケーション）Ⅰ ॳ級ӳ語（コミュニケーション）Ⅱ ॳ級ӳ語（コミュニケーション）ᶙ ॳ級ӳ語（コミュニケーション）ᶚ
ॳ 級 ӳ 語（50&*$）Ⅰ ॳ 級 ӳ 語（50&*$）Ⅱ ॳ 級 ӳ 語（50&*$）ᶙ ॳ 級 ӳ 語（50&*$）ᶚ

ʲ基礎ʳ � � 基礎ӳ語（コミュニケーション）Ⅰ 基礎ӳ語（コミュニケーション）Ⅱ 基礎ӳ語（コミュニケーション）ᶙ 基礎ӳ語（コミュニケーション）ᶚ
基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）Ⅰ 基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）Ⅱ 基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）ᶙ 基 礎 ӳ 語（ 総 合 ）ᶚ

※セメスターごとに２科目を学びます。
※掛は、ݪଇ、ӳ語ωイςィϒスϐーΧーの教員が୲当（掛以外は、日本人教員が୲当）

ʲ50&*$�-�3डݧʹ͍ͭͯʳ
　˖�１・２年次ऴ了時に、「上級」・「中級」・「ॳ級」レϕルのΫϥスはશ員、「基礎」レϕルの学生はر者のみ、50&*$�
-�3�*1（学内受験）を受験します。ʦ受験料は大学ෛ୲ʧ

　˖य़学期ऴ了時にも、50&*$�-�3�*1（学内受験）をر者に実施します。ʦ受験料はݸ人ෛ୲ʧ
　　受験方法などの詳細については、電ܝࢠ示൘1045等でお知らせします。

ʢ�ʣ֤ छݕఆݧࢼのスίアʹΑΔ୯Ґೝఆʹ͍ͭ ʢͯC���ʙ C���ϖーδࢀরʣ
　˖ӳ語教育科目
　　�50&*$� -�3� *1（学内受験）および50&*$� -�3（公開ςスτ）でのスコアに基ͮき、ӳ語必修科目として単位認定し
ます。

　　また、50&'-や実用ӳ語技能ݕ定のスコアでӳ語選択科目として認定する制度があります。
　˖外国語教育科目
　　指定された各छݕ定試験のスコアに基ͮき、言語教育科目の選択科目として単位認定します。
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ʢ�ʣ༨୯ҐのऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯ
　言語教育科目で定める単位数をえて修得した単位は、卒業要件単位に算入します。

ʢ�ʣ࠶履修ʹ͍ͭͯ
　セメスターຖに決められたӳ語必修科目の単位が修得できなかった場合には、次セメスター以降に࠶履修Ϋϥスを履修
します。

ʢ�ʣ履修্のҙ߲ࣄʹ͍ͭͯ
　ӳ語必修科目は、セメスターຖに設けている50&*$� -�3� *1（学内受験）を受験し、そのスコアによって自動的に上位の
Ϋϥスに上がります。そのΫϥス変更の結果は、新学期の開始前に電ܝࢠ示൘1045等で連བྷします。

ʢ�ʣ֎ࠃ人ཹ学生Λରとͨ͠ޠݴ教育Պ目ʹ͍ͭͯ

ʻ履修ύλーϯʼ
1ηメスλー 2ηメスλー

日本語科目（４単位・必修） 日本語科目（４単位・必修）

※上ه履修ύターンによる履修は、ਪされる履修方法であり、１セメスター・２セメスターで必修科目が修得できなかっ
た場合は、３セメスターから卒業までの間に必修科目を修得する必要があります。

ʻຊޠՊ目ʼ
単 位 数ɿ１単位（※「留学生のための日本事情」আく）
配当年次ɿ１年次

ରऀ レϕϧ ඞम・
બผ Պ໊

正
規
学
部
留
学
生

̓ 選択 日本語コミュニケーション
（す�ฉく）Ⅰ�Ⅱ

日本語コミュニケーション
（読む�書く）Ⅰ�Ⅱ

上級日本語３
（ビδωス）Ⅰ�Ⅱ

上級日本語３
（文ষද現）Ⅰ�Ⅱ

ʲ選択ʳ
定で学Ϳݕ
日本語
（上級）Ⅰ�Ⅱ ʲ選択ʳ

留学生のため
の日本事情
（２単位）

̒ ඞम ̎ޠຊڃ্
ʢޠኮ・ಡղʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢจষදݱʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢޱ಄දݱʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢௌղʣᶗ�ᶘ

ʲ選択ʳ
実践日本語̑ ඞम ̍ޠຊڃ্

ʢޠኮ・ಡղʣᶗ�ᶘ
̍ޠຊڃ্
ʢจষදݱʣᶗ�ᶘ

̍ޠຊڃ্
ʢޱ಄දݱʣᶗ�ᶘ

̍ޠຊڃ্
ʢௌղʣᶗ�ᶘ

４ 選択 中級日本語２
（語ኮ・読解）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語２
（文法）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語２
Ⅰ�Ⅱ（಄ද現ޱ）

中級日本語２
（聴解）Ⅰ�Ⅱ 中級日本語

（文字・දه）Ⅰ�Ⅱ

定で学Ϳݕ
日本語
（中級）Ⅰ�Ⅱ３ 選択 中級日本語１

（語ኮ・読解）Ⅰ�Ⅱ
中級日本語１
（文法）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語１
（会）Ⅰ�Ⅱ

中級日本語１
（聴解）Ⅰ�Ⅱ

非
正
規
留
学
生

２ ʕ

ॳ級日本語２
（文法#）Ⅰ�Ⅱ ॳ級日本語２

（会）Ⅰ�Ⅱ
ॳ級日本語２
（読解）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語
（文字・දه）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語２
（文法"）Ⅰ�Ⅱ

１ ʕ

ॳ級日本語１
（文法#）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語１
（会#）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語１
（文法"）Ⅰ�Ⅱ

ॳ級日本語１
（会"）Ⅰ�Ⅱ

̌ ʕ

入門日本語
（会#）

入門日本語
（会"）

� ※科目名のⅠはय़学期科目、Ⅱはळ学期科目をදし、それͧれ１単位

・外国人留学生とみなされる学生のみ履修できます。
・言語教育科目の࠷修得単位数は、必修の「日本語」科目を８単位修得しなければなりません。
・ただし、入学時のプレイスメンτςスτの結果等により「日本語」科目を履修しない学生は、「日本語以外の言語（語以
外）」を履修します。修得した単位は、卒業要件単位に算入します。

・レϕル３ʙ４の科目を正規学部留学生が履修する場合は、日本語୲当教員からの履修許可が必要です。

※履修可能な科目は、履修要項別ガイυの授業科目一ཡで確認してください。
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◇ӳޠ資֨ݧࢼの୯Ґೝఆ制度ʢฤ・స入学生͓ΑͼӳޠΛޠと͢Δ֎ࠃ人ཹ学生Λআ͘ʣ◇
　�　この制度は、50&*$� -�3、50&'-、実用ӳ語技能ݕ定において下දに示す基४を満たしている場合、その学修に対
して、単位を認定する制度です。
　�　「 1．共通教育科目（ӳ語教育科目）の必修科目に認定（上ݶ �単位まで）」と、「 2．共通教育科目（ӳ語教育科目）の
選択科目に認定」の2つの制度があります。双方あわせて、࠷大 8単位までしか認められません。

ʲ認定科目・単位数一ཡදʳ

छɹྨ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ 認定Պ

50&*$�-�3 �20ʙ�9� �00ʙ�9� �00ʙ�9� 800ʙ

ӳ語必修科目
（上ݶ �単位まで）

※�認定する単位数の༨分
については、「ӳ語選択科
目」で認定

50&'-�*51 ���ʙ�00 �03ʙ�3� ��0ʙ��0 ��3ʙ ӳ語選択科目

50&'-�J#5 �3ʙ�1 �2ʙ�� ��ʙ88 89ʙ ӳ語選択科目

実用ӳ語技能ݕ定 2級 ४ 1級 ʵ 1級 ӳ語選択科目

1ɽڞ௨教育Պ目ʢӳޠ教育Պ目ʣのඞ修Պ目Ͱのೝఆ
　ᶃ�認定基४及び単位数
　　�試験は50&*$�-�3�*1（学内受験）または50&*$�-�3（公開ςスτ）（国内受験）にݶります。
　ᶄ認定科目の取ѻい
　　̰．対象者は、ӳ語必修科目履修者のみです。
　　̱．50&*$�-�3�*1（学内受験）または50&*$�-�3（公開ςスτ）のスコアに基ͮき、共通教育科目のӳ語必修科目と

して認定します。
　　̲．単位認定する科目は、高年次配当のӳ語必修科目からॱ次認定します。ただし、࠶履修科目がある場合は、࠶履

修科目の年次配当科目を先に認定します。
　　̳．認定は、所定の申請をした学期末に認定します。
　　̴．�認定した科目の成ධՁは、認定をදす「/」とදهして認定します。認定された科目は(1"算出の対象外としま

す。
　　̵．�同一基४でのスコアのॏෳ認定はできませんが、上位基४のスコアによるՃ認定は、ط認定単位数をࠩしҾい

て認定します。
　　　　　例）� 1年次� 50&*$�-�3�*1（学内受験）� ��0� 　　　� 2単位認定
� 2年次� 50&*$�-�3（公開ςスτ）� �00� 　　　� � 単位該当
� � � � 　ࠩしҾき2単位Ճ認定
　　̶．必修科目としての認定単位は、６単位を上ݶに卒業要件単位として算入します。༨単位は、「ӳ語認定科目」

（選択科目）として認定します。
　　̷．一୴認定された内༰の変更・取ফしはできません。
　ᶅ申請期間
　�　�　申請手続きおよび申請の受付期間は、電ܝࢠ示൘1045にてお知らせします。なお、50&*$� -�3� *1（学内受験）を
受験された場合については、大学ଆでスコアを確認して単位認定を行います（本人申請ෆ要）。

　ᶆ提出書類
　　̰．ӳ語資格試験等に対する単位認定申請書
　　̱．50&*$�-�3（公開ςスτ）のスコアΧーυのݪ本とそのコϐー
新の学業成දのコϐー（1年次य़学期以外）࠷．̲　　
　　※50&*$�-�3�*1（学内受験）を受験された場合は、申請はෆ要です。
　ᶇ有ޮ期ݶ
　�　�　50&*$� -�3（公開ςスτ）のスコアの有ޮ期ݶは、取得後 2年以内とします（入学前に取得したスコアは単位認定
の対象外）。
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2ɽڞ௨教育Պ目	ӳޠ教育Պ目
のબՊ目とͯ͠のೝఆ
　ᶃ認定基४及び単位数（試験は国内受験にݶる）
　　�前ท̡ 認定科目・単位数一ཡද 参r照
　ᶄ認定科目の取ѻい
　　̰．ᶃの認定基४及び単位数に基ͮき、共通教育科目の「ӳ語認定科目」（選択科目）として認定します。
　　̱．�認定した科目の成ධՁは、認定をදす「/」とදهして認定します。認定された科目は(1"算出の対象外としま

す。
　　̲．�同一基४での資格・スコアのॏෳ認定はできませんが、上位基४の資格やスコアによるՃ認定は、ط認定単位

数をࠩしҾいて認定することができます。
　　　　　例）� 1年次� 実用ӳ語技能ݕ定� 2級�　　 2単位申請・認定
� 3年次� 50&'-�*51� �32�　　 �単位該当
� � � � 　ࠩしҾき2単位Ճ認定
　　̳．「ӳ語認定科目」（必修科目）の認定における༨単位は、「ӳ語認定科目」（選択科目）として認定します。こちら

についても、上位基४の資格やスコアによるՃ認定は、ط認定単位数をࠩしҾいて認定します。
　　̴．認定単位は、「ӳ語認定科目」（必修科目ɿ上ݶ �単位まで）と「ӳ語認定科目」（選択科目）を合わせて8単位を

。度に卒業要件単位として算入しますݶ
　　̵．一୴認定した科目の変更・取ফしはできません。
　ᶅ申請期間
　�　�　申請手続きおよび申請の受付期間は、電ܝࢠ示൘1045にてお知らせします。なお、申請した科目の単位認定は、各
学期末とします。

　ᶆ提出書類
　　̰．ӳ語資格試験等に対する単位認定申請書
　　̱．�50&*$� -�3（公開ςスτ）または50&'-のスコアΧーυ（50&'-�J#5、50&'-�*51を含む）、実用ӳ語技能ݕ

定合格証書のݪ本とコϐー
新の学業成දのコϐー（1年次य़学期以外）࠷．̲　　
　　※50&*$�-�3�*1（学内受験）を受験された場合は、申請はෆ要です。
　ᶇ有ޮ期ݶ
　�　�　50&*$� -�3（公開ςスτ）・50&'-のスコアの有ޮ期ݶは、取得後 2年以内とします（入学前に取得した50&*$�
-�3（公開ςスτ）のスコアは単位認定の対象外）。
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◇ӳޠҎ֎の֎ݕޠࠃఆݧࢼ߹֨ऀの୯Ґೝఆ制度ʢฤ・స入学生͓Αͼ֤ޠݴΛޠと͢Δ֎ࠃ人ཹ学生Λআ͘ʣ◇
　�　この制度は、下هදのݕ定試験において一定の基४を満たしている場合、その学修に対して、単位を認定する制度で
す。

　ᶃ認定基४及び単位数

検定試験ͷछྨ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ

υイπ語技能ݕ定試験 �級 3級 2級
४1級
1級

実用フϥンス語技能ݕ定試験 �級 3級 ४2級
2級
४1級
1級

中国語ݕ定試験 �級 3級 2級
४1級
1級

ϩシア語能力ݕ定試験 �級 3級 2級 1級

スϖイン語技能ݕ定試験 �級 �級 3級
2級
1級

インυωシア語技能ݕ定試験 &級 %級 $級
#級
"級

実用イタϦア語ݕ定試験 �級 �級 3級
४2級
2級
1級

ϋンάル能力ݕ定試験 �級 3級 ४2級
2級
1級

　ᶄ認定科目の取ѻ
　　̰．共通教育科目の「˓˓語認定科目ŉ（選択科目）として認定します。
� （˓˓の中には、各言語の名前が入ります。）
　　̱．認定した科目の成ධՁは、認定をදす「/」とදهして認定します。
　　̲．認定単位は、࠷修得単位数12�単位のうち、8単位をݶ度に卒業要件単位として算入します。
� （履修登録上ݶ単位数には、含まれません。）
　　̳．異なる言語のݕ定試験に合格した場合も認定単位の上ݶは 8単位とします。
� �異なる言語で資格を取得しても同一基४での資格・スコアのॏෳ認定はできませんが、上位基४の資格やスコア

によるՃ認定は、ط認定単位数をࠩしҾいて認定することができます。
　　　　　例）� 1年次� υイπ語技能ݕ定試験� � 級� 　　 2単位申請・認定
� 3年次� 中国語ݕ定試験� 3級� 　　 �単位該当
� � � � 　ࠩしҾき2単位Ճ認定
　　̴．一୴認定した単位の取ফしはできません。
　ᶅ申請期間
　　�　申請手続きおよび申請の受付期間は、電ܝࢠ示൘1045にてお知らせします。
　　　�なお、申請した科目の単位認定は、各学期末とします。
　ᶆ提出書類
定試験合格者等に対する単位認定申請書ݕ．̰　　
　　̱．�各ݕ定試験合格証書のݪ本とコϐー
新の学業成දのコϐー（1年次य़学期以外）࠷．̲　　
　ᶇ有ޮ期ݶ
　　�　入学前に取得した資格も認定することができますが、有ޮ期ݶが設定されているݕ定試験は、届け出日以前にࣦޮ
している場合は対象外とします。

　※「中国語ݕ定試験」において定められている「能力保証期間」は「有ޮ期ݶ」とは異なります。
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�ɽମ育教育Պ目
　体育教育科目は、「講義科目」「実習科目」「演習科目」に۠分しています。

ʢ�ʣʮ݈߁Պ学実習ʯ
　登録はコンϐュータந選により教職ر者を༏先して決定します。
　ҩࢣの指導等により運動が制ݶされている学生と、そのサϙーτを中৺としたϘϥンςィア学習をرする学生を対象
としたΫϥス（̝Ϋϥス）を設けています。̝ Ϋϥスの履修ر者は、教学センターに申し出て登録の手続きをしてくださ
い。

ʢ�ʣʮスϙーπՊ学実習̖ʯʮスϙーπՊ学実習̗ʯ
　科目名にڝ技名をදす෭がついています。
　෭が異なっていても「スϙーπ科学実習Ａ」「スϙーπ科学実習Ｂ」は、それͧれ 1科目しか履修できません。

ʢ�ʣʮ݈߁Պ学演習̖ʯʮ݈߁Պ学演習̗ʯ
　科目名に෭がついています。
　෭が異なっていても「݈߁科学演習Ａ」「݈߁科学演習Ｂ」は、それͧれ 1科目しか履修できません。

ʢ�ʣʮスϙーπՊ学演習̖ʯʮスϙーπՊ学演習̗ʯ
　科目名に෭がついています。
　෭が異なっていても「スϙーπ科学演習Ａ」「スϙーπ科学演習Ｂ」は、それͧれ 1科目しか履修できません。

ʢ�ʣスϙーπ指導ऀ育成Պ目
　（公財）日本スϙーπڠ会では、公認スϙーπ指導者制度に基ͮきスϙーπ指導者を認定しています。この公認スϙーπ
指導者の資格を取得した者は、将来地ҬのスϙーπΫϥϒの指導者として、また特定ڝ技の基礎的・専門的指導者として
活動できることとなります。
　これらの資格を取得するためには、日本スϙーπڠ会で定めた「共通科目」と「専門科目」を修了する必要があります
が、「共通科目」のうち「共通科目Ⅰ」「共通科目Ⅱ」「共通科目ᶙ」にあたる科目については、次දの本学開設科目を単位取
得し、卒業年度時に大学を通じ（公財）日本スϙーπڠ会に修了証明書の発行等所定の手続きをすることにより、公認ス
ϙーπ指導者ཆ成講習会受講時に講習・試験の免আを受けることができます。
※本学での履修方法や申請の詳細については、説明会または1045で案内します。

ʪຊ学։ઃՊ目Λ୯Ґऔಘ͢Δ͜とʹΑΓߨ習・ݧࢼの໔আ͕ड͚ΒΕΔެೝスϙーπ指導ऀの資֨ʫ
「スϙーπϦーダー」ɿ「共通科目」のみ修了すれば資格が得られます。
「指導員」「上級指導員」「δュニアスϙーπ指導員」「スϙーπプϩάϥϚー」「アシスタンτϚωδϟー」「ΫϥϒϚ
ωーδϟー」ɿ次ද˓印の 8科目すてを卒業までに単位取得し、日本スϙーπڠ会へ申請（卒業年度に申請）すれば、
該当指導者の「共通科目」の講習と試験免আが受けられ、修了証明書が発行（要৹査料）されます。

「コーν」「教ࢣ」「アスレςィッΫτレーφー」「スϙーπӫཆ士」ɿ次ද˓と˕印の10科目すてを卒業までに単位取得
し、日本スϙーπڠ会へ申請（卒業年度に申請）すれば、該当指導者の「共通科目」の講習と試験免আが受けられ、修了
証明書が発行（要৹査料）されます。

※各資格の詳細は「日本スϙーπڠ会ϗーϜϖーδ」でも確認ができます。
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スϙーπ指導ऀ育成Պ目

ຊֶͷ։ઃՊʢମҭڭҭՊʣ ຊスポーπڠձߨशՊ

˓ スϙーπの৺理
共通Ⅱ スϙーπの৺理Ⅰ
共通ᶙ スϙーπの৺理Ⅱ

˓ スϙーπ指導論
共通Ⅰ

指導者のׂⅠ
指導計画と҆શ管理

共通ᶙ
指導者のׂⅡ
技者育成のための指導法ڝ

˓ スϙーπҩ学Ⅰ 共通Ⅰ スϙーπ指導者に必要なҩ学的知識Ⅰ

˓ スϙーπϚωδメンτ
共通Ⅰ 文化としてのスϙーπ

共通Ⅱ
スϙーπと法
スϙーπ組織の運営と事業

˓ スϙーπӫཆ学※
共通Ⅰ スϙーπとӫཆ
共通ᶙ アスϦーτのӫཆ・৯事

˓ スϙーπのスキル
共通Ⅰ δュニア期のスϙーπ
共通Ⅱ 対象に合わせたスϙーπ指導
共通ᶙ 身体のしくみと働き

˓ 現代ࣾ会とスϙーπ※
共通Ⅰ 地Ҭにおけるスϙーπৼڵ
共通Ⅱ ࣾ会の中のスϙーπ

˓ Σイττレーニンάの理論と実際 共通Ⅰ τレーニンά論Ⅰ
˕ スϙーπҩ学Ⅱ 共通ᶙ スϙーπ指導者に必要なҩ学的知識Ⅱ
˕ τレーニンά論※ 共通ᶙ τレーニンά論Ⅱ

※現代ࣾ会学部݈߁スϙーπࣾ会学科の専門教育科目
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�ɽΩϟϦアܗ成ࢧԉ教育Պ目
　京都産業大学のキϟϦアܗ成支援プϩάϥϜでは、「大学での学び」と「ࣾ会での実践」をஈ֊的に積みॏͶていくこと
で、学生のݸ性や自ओ性をཆい、自ら考え行動する「ࣾ会で活躍できる人ࡐ」を育成しています。

˞Պの֓ཁɾৄࡉʹ͍ͭͯຊ学XFCϖʔδʹ͍ͯ͠ࡌܝ·͢のͰɺࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ɹ63-ɿIUUQT���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�GFBUVSFT�DBSFFS�JOEFY�IUNM

ʲΩϟϦアܗ成ࢧԉ教育Պ目Ұཡʳ

　※ද内の科目は2019年度開講科目です。

˔導入・ଓ教育Պ目܈
　�　ओに1年次生を対象とした大学生活にదԠするための力をཆう科目です。օさんがこれから体験する、「高校から大学
へのҠ行」・「共通教育と専門教育の連動」・「大学からࣾ会へのҠ行」といったہ面において、ॊೈにదԠする力を身に
つける科目を開講しています。

※人間科学教育科目内にも、導入・続教育科目܈を設けています。（詳細はb�1�ϖーδ参照）

܈ಇ教育Պ目ڠ学࢈˔
ᶃΩϟϦアデβΠϯܥՊ目
　卒業後の進路と自分自身の大学生活とを結びつけ、充実ײの高い大学生活をૹる力を身につけることができます。ήス
τ講ࢣの講義やࣾ会人との対やディスΧッションを通じて、自分のキϟϦアプϥンについて考えることができます。

ᶄ1#-ܥՊ目
　大学（0O�$BNQVT）での学びと実ࣾ会（0GG�$BNQVT）での学びとを༥合させた、課解決ܕ学習（1#-ɿ1SPKeDU�
#BTeE-eBSOJOH）科目です。ا業や行政ػ関から与えられる課の解決活動を通じて、ࣾ 会に出た時に必要となる৺構えや
能力を身につけることができます。

ᶅΠϯλーϯγοϓܥՊ目
　実際にا業等で就業体験等を行う科目です。ࣾ員の方としたり、実際の仕事を体験することで、仕事のやりがい、業
छや職छによる業務内༰のҧい、会ࣾの෩を体ײすることができます。キϟϦア選択の視を֦げることにՃえ、大学
の学びが実ࣾ会でどのように活きるのかを体ײし、実習後に学習意欲が上することもૂいとしています。

˞֤Պ目ʹɺ༷ ʑな履修条件͕͋Γ·͢ɻଔۀ·Ͱܭը的ʹ履修͢ΔΑ͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
˞֤Պ目Λ履修͢Δ߹ɺ履修ཁ߲ผΨΠυ͓ΑͼγϥόスΛඞͣࢀর͠ɺৄ Λ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻࡉ

Պ܈ Պܥ

ಋೖɾଓڭҭ

ҭڭಇڠֶ࢈

ΩϟϦΞσβΠンܥ

ܥ-1#

Πンλーンγοϓܥ

׆ͱେֶੜݟൃݾࣗ

ͱΩϟϦΞσβΠンݟൃݾࣗ
0�0$'�1#-�

0�0$'�1#-�

ਓͱֶੜͷϋΠϒϦουۀا
スλートΞοϓɾΠンλーンγοϓ

ϓϨοϓɾΠンλーンγοϓ
Πンλーンγοϓ̍ʢେֶίンιーγΞϜژओ࠵Պʣ

Πンλーンγοϓ̎ʢେֶίンιーγΞϜژओ࠵Պʣ
Πンλーンγοϓ̏ʢࠃʣ

Πンλーンγοϓ̐ʢւ֎ʣ
Πンλーンγοϓ̑ʢࣗݾ։ʣ

ΩϟϦΞɾ3F�σβΠン

ø࣍ ù࣍ ú࣍ û࣍

ཧܥスλートΞοϓɾΩϟϦΞσβΠン

0�0$'�1#-�

例ɿ「自ݾ発見と大学生活」
　�大学という新たなڥの中で自ݾの特性とキϟンύスڥの྆方を活かし、「４年間の大学生活」を自らイメーδし、実行する力を身につ
けます。言いえると、「アΣイ（新たなڥ）をϗーϜ（҆৺して自分からपғに働きかける場・自ݾද現し合える場）に変える力」を
ཆいます。授業はओに、受講生同士のάループϫーΫを中৺に展開します。（１年次のय़学期しか履修することができません。）

例ɿ「自ݾ発見とキϟϦアデザイン」
　�「ࣾ会における自らのݸ性の活かし方」「ࣾ会課と大学の学びの関わり」「産業քと専門科目のつながり」を理解し、卒業後のキϟϦアプ
ϥンの明確化をଅ進します。その上で、ओ体的な大学生活のਪ進と自らのキϟϦア観をܗ成する力を高めます。

例ɿ「0�0$'�1#-2」
自」「ײ定ߠ自他」を提案。「ࣾ会人基礎力」ࡦ会で解決ࠂऴ成果報࠷、された課にνーϜで６ϲ月間ઓしڙ関等から提ػ業・行政ا�　
在に人と関わる力」「解決力」を身につけます。

例ɿ「インターンシップ３」
　�国内ا業・団体等で、Ն期ٳՋ中に２ि間以上のインターンシップを行います。事前学習では目ඪ設定、ا業・業ք研究、ビδωスϚφー
講義等、事後学習では「就業体験」をৼりฦり、成果報ࠂを行うことで、学習意欲や就業意識の上につながっています。
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専門教育科目　数理科学科
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数理科学科履修規定
ଔۀʹඞཁな࠷修ಘ୯Ґ
　卒業するためには、�年以上在学し、次の科目۠分に従って、12�単位以上修得しなければなりません。

Պ  ۠  मಘ୯Ґ࠷

௨ڞ
ҭՊڭ

ਓؒՊֶڭҭՊ
選択必修

人文科学 �単位 12単位
（注）

2�
単
位
以
上 12�

単位
以上

ࣾ会科学 �単位

選　択

ҭՊڭޠݴ
必　修 ӳ語教育科目 8単位

選　択

ମҭڭҭՊ 選　択

ΩϟϦΞܗࢧԉڭҭՊ 選　択

༥ ߹ ڭ ҭ Պ （注） 選　択

ઐ  ڭ ҭ Պ 

必　修 32単位 80
単位
以上

選択必修 2単位

選　択 ��単位

注）�人間科学教育科目のうち、人文科学・ࣾ会科学領Ҭからそれͧれ �単位修得したうえで、࠷12単位修得すること。

注）༥合教育科目۠分には、次の科目の単位を算入することができる。
　ᶃ「άϩーόル・δϟύン・プϩάϥϜ」における他学部専門教育科目
　ᶄ外国語学部専門教育科目における「特別ӳ語」、生໋科学部専門教育科目における「特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ）」

専門教育科目の履修方法は次のとおりです。
　 1．�数理科学科の必修科目のすてを必ず修得しなければなりません。
　 2．選択必修科目として、「集合とࣸ૾」または「プϩάϥミンάⅠ」のうちどちらかの 2単位を修得しなければなりませ

ん。ただし、2単位をえて修得した科目は選択科目とすることができます。
　 3． 3年次配当の「数理科学特別研究Ⅰ」を履修するためには、1・ 2年次配当の必修科目のうち10単位以上を修得し

ていることが必要です。
　 �．�� 年次配当の「数理科学特別研究Ⅱ� 1・ 2」を履修するためには、次の3つの条件を充たすことが必要です。
　　　J� 1ʙ 3年次配当の専門教育必修科目28単位を、すて修得していること。
　　　JJ� 専門教育選択必修科目から、2単位以上を修得していること。
　　　JJJ� 卒業に必要な専門教育科目80単位のうち、�0単位以上を修得していること。
　 �．�「数学基礎セミφー」「大学数学の基礎」は選択科目ですが、1年次生はݪଇ、履修すること。
　 �．本学科開講の専門教育科目以外に理学部物理科学科および宇宙物理・気象学科開講の専門教育科目を修得した場

合は、数理科学科の選択科目として認定します。
ただし、同一内༰科目については、いずれか1科目のみを卒業要件単位として認定します（b�31ϖーδ「同一内༰科
目一ཡද」参照）。また、必修科目の同一内༰科目については、数理科学科の科目を修得しなくてはいけません。

　 �．他学部開講の専門教育科目または教職に関する科目のうち数理科学科によりあらかじめ指定された科目を修得した
場合、数理科学科選択科目の単位として認定します（b�30ϖーδ「選択科目について」参照）。
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ʢʣΞ．�各科目には༷ʑな履修条件があります。履修要項、履修要項別ガイυ、及び、シϥόスを必ず参照し、詳細を
確認すること。

Π．下هの科目については、履修に制ݶを設けることがあります。
「コンϐュータ入門」「基礎プϩάϥミンά」「データの数理」「コンϐュータάϥフィッΫス入門」
「プϩάϥミンάⅠ」「プϩάϥミンάⅡ」「確・シミュレーション」「インターωッτと言語」
「ωッτϫーΫの基礎」「ݕ定・ਪ定」「代数学・زԿ学Ⅰ̭」「代数学・زԿ学Ⅰ̮」「代数学・زԿ学Ⅱ̭」
「代数学・زԿ学Ⅱ̮」「ඍ分積分学Ⅰ̭」「ඍ分積分学Ⅰ̮」「ඍ分積分学Ⅱ̭」「ඍ分積分学Ⅱ̮」

．�下هの科目について、数理科学科(4$コース登録者以外の学生は受講できません。
「数学ӳ語セミφー」

Τ．�下هの科目について、数理科学科以外の学生は受講できません。
「数学基礎セミφー」「数理科学特別研究Ⅰ」「数理科学特別研究Ⅱʵ1・ 2」

֤࣍の履修ొ্ݶ୯Ґ
࣍ �࣍ �࣍ �࣍ �࣍

ֶ期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期

୯Ґ 2� 2� 2� 2� 2� 2� 2� 2�

ただし、次の科目は上ه単位数には含まれません。
　ᶃ�卒業要件とならない自༝（ਵ意）科目
　ᶄ�単位ޓ科目（大学コンιーシアϜ京都科目　等）
　ᶅ�インターンシップ、0�0$'ʵ1#-
　ᶆ「スターτアップ・インターンシップ」、「理工ܥスターτアップ・キϟϦアデザイン」、「プレップ・インターンシップ」、
「フィールυࣛࢁ・本۽」、「業人と学生のϋイϒϦッυا」

　ᶇ共通教育科目ʪ教育・教職科目܈ʫにおける教職課程登録者のみ履修可とする科目
　ᶈ�ւ外語学実習
　ᶉ「国際文化研修」
　ᶊ�博物館実習
　ᶋ�「ւ外サイΤンスキϟンプ」、「特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ）」、「˓˓ւ外実習」（˓˓には、ӳ語・υイπ語・フϥ
ンス語・スϖイン語・イタϦア語・ϩシア語・中国語・ؖ国語・インυωシア語が入る）
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カリキュラムの概要
� ࣍
۠ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ
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ڭ
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ඞ　
　

修

学
ظ

݁
Պ


代数学・幾何学ⅠA⑵ 代数学・幾何学ⅠB⑵ 代数学・幾何学ⅡA⑵ 代数学・幾何学ⅡB⑵ 数理科学特別研究Ⅱ-1・2⑷

��
単
位

��
単
位
Ҏ
্

代数学・幾何学ⅠX⑴ 代数学・幾何学ⅠY⑴ 代数学・幾何学ⅡX⑴ 代数学・幾何学ⅡY⑴ ※学期連結科目

微分積分学ⅠA⑵ 微分積分学ⅠB⑵ 微分積分学ⅡA⑵ 微分積分学ⅡB⑵

微分積分学ⅠX⑴ 微分積分学ⅠY⑴ 微分積分学ⅡX⑴ 微分積分学ⅡY⑴

論理と集合⑵ 数理科学特別研究Ⅰ⑵

��୯Ґ ��୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ
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ج
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集合と写像⑵
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༻

ཧ
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プログラミングⅠ⑵

�୯Ґ

બ　
　



学
ظ

݁
Պ


　ڞ

௨

大学数学の基礎⑵【1年次生のみ履修可】 数学基礎セミナー⑵【1年次生のみ履修可】 数学英書講読⑵ 理学英語講義（数学）⑵

��
単
位
Ҏ
্

代数学と教育⑵ 幾何学と教育⑵

解析学と教育⑵

ج
ૅ

ཧ
ܥ

演算の数理⑵ 解析学入門A⑵ 距離と位相⑵ 代数学B⑵ 微分幾何学B⑵ 代数学特論⑵ 複素解析学特論B⑵

解析学入門B⑵ 微分幾何学A⑵ 位相幾何学Ⅱ⑵ 幾何学特論⑵

代数学入門⑵ 位相幾何学Ⅰ⑵ 複素解析学B⑵ 複素解析学特論A⑵

代数学A⑵ 複素解析学A⑵ 確率論B⑵

確率論A⑵ 離散数学B⑵

離散数学A⑵ 解析学B⑵

幾何学入門⑵ 数学解析B⑵

解析学A⑵ 暗号・符号の数理⑵

数学解析A⑵

幾何学・解析学⑵

Ԡ
༻

ཧ
ܥ

コンピュータ入門⑵ 基礎プログラミング⑵ 確率・統計⑵ プログラミングⅡ⑵ リスクの数理A⑵ リスクの数理B⑵

データの数理⑵ シミュレーションの数理A⑵ シミュレーションの数理B⑵

コンピュータグラフィックス入門⑵ プログラムの数理A⑵ プログラムの数理B⑵

検定・推定⑵ ネットワークの基礎⑵

確率・シミュレーション⑵ インターネットと言語⑵

統計演習⑵

産業と数学⑵

情報と社会⑵ 〔GSCコース〕 情報と職業⑵

数学英語セミナー⑵
海外サイエンスキャンプ⑵

ɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

※専門教育科目の選択必修科目については、必要単位数をえて修得した単位は、選択科目の単位に算入する。
（注）2年次以降の開講学期は変更になる場合があります。
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代数学・幾何学ⅠA⑵ 代数学・幾何学ⅠB⑵ 代数学・幾何学ⅡA⑵ 代数学・幾何学ⅡB⑵ 数理科学特別研究Ⅱ-1・2⑷

��
単
位

��
単
位
Ҏ
্

代数学・幾何学ⅠX⑴ 代数学・幾何学ⅠY⑴ 代数学・幾何学ⅡX⑴ 代数学・幾何学ⅡY⑴ ※学期連結科目

微分積分学ⅠA⑵ 微分積分学ⅠB⑵ 微分積分学ⅡA⑵ 微分積分学ⅡB⑵

微分積分学ⅠX⑴ 微分積分学ⅠY⑴ 微分積分学ⅡX⑴ 微分積分学ⅡY⑴

論理と集合⑵ 数理科学特別研究Ⅰ⑵
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大学数学の基礎⑵【1年次生のみ履修可】 数学基礎セミナー⑵【1年次生のみ履修可】 数学英書講読⑵ 理学英語講義（数学）⑵

��
単
位
Ҏ
্

代数学と教育⑵ 幾何学と教育⑵

解析学と教育⑵

ج
ૅ

ཧ
ܥ

演算の数理⑵ 解析学入門A⑵ 距離と位相⑵ 代数学B⑵ 微分幾何学B⑵ 代数学特論⑵ 複素解析学特論B⑵

解析学入門B⑵ 微分幾何学A⑵ 位相幾何学Ⅱ⑵ 幾何学特論⑵

代数学入門⑵ 位相幾何学Ⅰ⑵ 複素解析学B⑵ 複素解析学特論A⑵

代数学A⑵ 複素解析学A⑵ 確率論B⑵

確率論A⑵ 離散数学B⑵

離散数学A⑵ 解析学B⑵

幾何学入門⑵ 数学解析B⑵

解析学A⑵ 暗号・符号の数理⑵

数学解析A⑵

幾何学・解析学⑵

Ԡ
༻

ཧ
ܥ

コンピュータ入門⑵ 基礎プログラミング⑵ 確率・統計⑵ プログラミングⅡ⑵ リスクの数理A⑵ リスクの数理B⑵

データの数理⑵ シミュレーションの数理A⑵ シミュレーションの数理B⑵

コンピュータグラフィックス入門⑵ プログラムの数理A⑵ プログラムの数理B⑵

検定・推定⑵ ネットワークの基礎⑵

確率・シミュレーション⑵ インターネットと言語⑵

統計演習⑵

産業と数学⑵

情報と社会⑵ 〔GSCコース〕 情報と職業⑵

数学英語セミナー⑵
海外サイエンスキャンプ⑵

ɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

※専門教育科目の選択必修科目については、必要単位数をえて修得した単位は、選択科目の単位に算入する。
（注）2年次以降の開講学期は変更になる場合があります。
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専門教育科目の履修について
　 1・ 2年次ではඍ分積分学、代数学・زԿ学、論理と集合など数学に関するすての分の基礎となる必修科目を中৺
に学習します。3年次からは1・ 2年次で学んだ基礎知識をにして、それͧれのڵຯやرにԠじて選択科目を中৺
にさらにਂく学んでいき、3年次のळ学期からは、これまで学んできたことの集大成として特別研究に取り組んでいきます。
　なお、専門教育科目については、必修科目32単位、選択必修科目2単位、選択科目��単位、合計80単位以上、修得しなけ
ればなりません。

ཧՊ学特ผڀݚの履修ʹ͍ͭͯ
ʢ�ʣʮཧՊ学特ผڀݚⅠʯʢ�࣍ʣの履修条件
　　★ 1・ 2年次配当の必修科目のうち10単位以上を修得していること。
ʢ�ʣʮཧՊ学特ผڀݚⅡ��・�ʯʢ�࣍ʣの履修条件
　　★ 1ʙ 3年次配当の専門教育必修科目28単位を、すて修得していること。
　　★専門教育選択必修科目から、2単位以上を修得していること。
　　★卒業に必要な専門教育科目80単位のうち、�0単位以上を修得していること。
　※上هの履修条件を充たさなければ、留年となりますので、注意してください。
　�（注意）数理科学特別研究の配属については、学生のرを元に、各୲当教員がਪする科目の修得状況等をצ案して決
定します。このਪする科目が修得できていない場合、رする特別研究に配属できないことがあります。
　各୲当教員がਪする科目は、履修ガイダンス、電ܝࢠ示൘1045等でお知らせします。

બඞ修Պ目ʹ͍ͭͯ
　卒業のためには、「集合とࣸ૾」または「プϩάϥミンάⅠ」のうち、どちらか 2単位を修得しなければなりません。また、
数理科学特別研究Ⅱ� 1・ 2の受講条件の対象となります。
　 2単位をえて修得した科目は選択科目とすることができます。したがって、྆ 方の履修をקめます。

બՊ目ʹ͍ͭͯ
　選択科目は、指定された年次以上であれば自༝に履修できる科目です。履修要項別ガイυの専門教育科目දにした
がって履修してください。ただし、年次指定科目、履修者制ݶ科目、実験、実習科目等については、選択科目であっても自
༝に履修できない科目がありますので、注意してください。
��ɽཧՊ学Պ։ߨのઐ門教育Պ目Ҏ֎ʹҎԼのՊ目Λ修ಘͨ͠߹ɺཧՊ学ՊのબՊ目とͯ͠ೝఆ͠
·͢ɻ
ɹʢ�ʣ物ཧՊ学Պのઐ門教育Պ目
　　　　ア�．物理科学科開講科目のうち、次の科目は履修できません。

ʮཧՊֶಛผڀݚ ɾ̍̎ ʯʮཧֶૅجηϛφーʯʮੑࡐྉ࣮࠲ߨݧᶗɾᶘʯʮίンϐϡーλཧֶ࠲ߨᶗɾᶘʯ
ʮֶ௨̖ɾ̗ʯʮֶ࣮ݧʯ

　　　　イ�．物理科学科開講科目のうち、次の科目を履修する場合は、あらかじめ୲当者のঝ認を得なければなりません。

ʮૅجԽֶ࣮ݧʯ

　　　　�．同一内༰科目については、いずれか1科目のみを卒業要件単位として認定します。（次ϖーδ「同一内༰科目
一ཡද」参照）

ɹʢ�ʣӉ物ཧ・ؾ学Պのઐ門教育Պ目
　　　　ア�．宇宙物理・気象学科開講科目のうち、次の科目は履修できません。

ʮಛผڀݚʯʮӉཧɾؾֶૅجηϛφーʯʮ࣭ͷཧʯʮԽֶ௨̖ɾ̗ʯʮԽֶ࣮ݧʯʮֶ࣮ݧʯ

　　　　イ�．宇宙物理・気象学科開講科目のうち、次の科目を履修する場合は、あらかじめ୲当者のঝ認を得なければな
りません。

ʮཧֶԋश�ɾ�ɾ�ɾ�ʯʮֶԋश�ɾ�ɾ�ɾ�ʯʮཧֶԋशʯʮཧֶ࣮ݧʯʮؾֶσーλղੳԋशʯ
ʮӉ؍ଌɾղੳ࣮शʯʮେؾཧֶ࣮ݧʯʮఱจ؍ଌٕज़ಛผ࣮ݧʯʮؾֶಛผԋशʯ
ʮӉཧֶಛผԋशʯ
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　　　　�．同一内༰科目については、いずれか1科目のみを卒業要件単位として認定します。（「同一内༰科目一ཡද」
参照）

ɹʢ�ʣ教৬課程։ߨՊ目の͏ͪɺʮ学Պ教育๏Ⅰ��・�ʯ
ɹʢ�ʣ経ࡁ学෦։ߨՊ目の͏ ʮͪཧ経ࡁ学ʢήーϜཧ論ʣʯʮϑΝΠφϯス論"ʯʮϑΝΠφϯス論#ʯʢ�࣍ʣ
ɹʢ�ʣ情報ཧ学෦։ߨՊ目の͏ ʮͪݱの学ʯʢ�࣍ʣ

�ɽҎԼのՊ目の履修ɺཧՊ学Պ(4$ίースొऀʹݶΓ·͢ɻ
　「数学ӳ語セミφー」

ಉҰ༰Պ目Ұཡද
ཧՊֶՊ ཧՊֶՊ Ӊཧ・ؾֶՊ

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅰ Ａ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ａ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ａ

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅰ Ｂ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ｂ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ｂ

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅱ Ａ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̘ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̘

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅱ Ｂ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̙ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̙

ඍ 分 積 分 学 Ⅰ Ａ ඍ 分 積 分 学 Ａ ඍ 分 積 分 学 Ａ

ඍ 分 積 分 学 Ⅰ Ｂ ඍ 分 積 分 学 Ｂ ඍ 分 積 分 学 Ｂ

ඍ 分 積 分 学 Ⅱ Ａ ඍ 分 積 分 学 ̘ ඍ 分 積 分 学 ̘

ඍ 分 積 分 学 Ⅱ Ｂ ඍ 分 積 分 学 ̙ ඍ 分 積 分 学 ̙

確  ・ 統 計
確  ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 確  ・ 統 計 と ޡ ࠩ 論 確  ・ 統 計 と ޡ ࠩ 論

コ ン ϐ ュ ー タ 入 門
基 礎 プ ϩ ά ϥ ミ ン ά

計 算 ػ 基 礎 Ａ 計 算 ػ 基 礎 Ａ

計 算 ػ 基 礎 Ｂ 計 算 ػ 基 礎 Ｂ

物 理 学 演 習 Ⅰ 物 理 学 演 習 2

物 理 学 演 習 Ⅱ 物 理 学 演 習 3

物 理 学 演 習 ᶙ 物 理 学 演 習 �

数 学 演 習 Ⅰ 数 学 演 習 1

数 学 演 習 Ⅱ 数 学 演 習 2

数 学 演 習 ᶙ 数 学 演 習 3

数 学 演 習 ᶚ 数 学 演 習 �

数 学 演 習 ᶛ 物 理 数 学 演 習

数 学 ӳ 書 講 読 物 理 学 ӳ 書 講 読 宇 宙 物 理 ・ 気 象 学 ӳ 書 講 読

基 礎 化 学 実 験 化 学 実 験

物 理 学 実 験 Ⅰ 物 理 学 実 験

※上දは理学部 3学科間の同一内༰科目を示したදです。
　�この他、物理科学科と宇宙物理・気象科学科で科目名が同じものについても、同一内༰のため1科目しか修得できませ
ん。

ʲදの見方ʳ
（例）数理科学科の学生の場合
「コンϐュータ入門」または「基礎プϩάϥミンά」を修得している場合、物理科学科開講の「計算ػ基礎"」「計算ػ基�
礎#」のいずれを修得しても卒業要件単位になりません。（履修することは可能ですが、卒業要件単位として計算されませ
ん）
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େ学ӃՊ目の履修ʹ͍ͭͯ
　 �セメ以上の理学部学生は、本学大学院理学研究科数学専߈の授業科目のうち、「基൫数理Ａʙ̛」を履修することがで
きます。修得した科目は、本学大学院理学研究科数学専߈に入学後、入学前単位として修了要件単位に充当することがで
きます。
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専門教育科目　物理科学科
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物理科学科履修規定
ଔۀʹඞཁな࠷修ಘ୯Ґ
　卒業するためには、�年以上在学し、次の科目۠分に従って、12�単位以上修得しなければなりません。

Պ  ۠  मಘ୯Ґ࠷

௨ڞ
ҭՊڭ

ਓؒՊֶڭҭՊ
選択必修

人文科学 �単位 12単位
（注）

2�
単
位
以
上 12�

単位
以上

ࣾ会科学 �単位

選　択

ҭՊڭޠݴ
必　修 ӳ語教育科目 8単位

選　択

ମҭڭҭՊ 選　択

ΩϟϦΞܗࢧԉڭҭՊ 選　択

༥ ߹ ڭ ҭ Պ （注） 選　択

ઐ  ڭ ҭ Պ 
必　修 �2単位 80

単位
以上選　択 38単位

注）�人間科学教育科目のうち、人文科学・ࣾ会科学領Ҭからそれͧれ �単位修得したうえで、࠷12単位修得すること。

注）༥合教育科目۠分には、次の科目の単位を算入することができる。
　ᶃ「άϩーόル・δϟύン・プϩάϥϜ」における他学部専門教育科目
　ᶄ外国語学部専門教育科目における「特別ӳ語」、生໋科学部専門教育科目における「特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ）」

専門教育科目の履修方法は次のとおりです。
　 1．�物理科学科の必修科目のすてを必ず修得しなければなりません。
　 2．�� 年次配当の「物理科学特別研究1・ 2」を履修するためには、1ʙ 3年次配当の必修科目38単位のうち3�単位以

上を修得済みでなければなりません。
　 3．�本学科開講の専門教育科目以外に、以下の科目を修得した場合は、物理科学科の選択科目として認定します。
　　理学部数理科学科および宇宙物理・気象学科開講の専門教育科目。
　　　ただし、同一内༰科目については、いずれか1科目のみを卒業要件単位として認定します（b�39ϖーδ「同一内༰科

目一ཡද」参照）。また、必修科目の同一内༰科目については、物理科学科の科目を修得しなくてはいけません。
　 �．�「物理学実験ᶙ」を履修するためには、「物理学実験Ⅰ」もしくは「物理学実験Ⅱ」の単位を修得済みでなければなり

ません。
ʢʣΞ．�下هの科目について、物理科学科(4$コース登録者以外の学生は受講できません。

「物理学基礎セミφー」
Π．�下هの科目について、物理科学科スϖシϟϦスτ支援プϩάϥϜ登録者以外の学生は受講できません。
「物性・ࡐ料実験講࠲Ⅰ・Ⅱ」「コンϐュータ物理学講࠲Ⅰ・Ⅱ」

．�下هの科目について、物理科学科教職課程登録者以外の学生は受講できません。
「地学通論"」「地学通論#」「地学実験」

Τ．�下هの科目について、物理科学科以外の学生は受講できません。
「物理科学特別研究1・ 2」
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֤࣍の履修ొ্ݶ୯Ґ
࣍ �࣍ �࣍ �࣍ �࣍

ֶ期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期

୯Ґ 2� 2� 2� 2� 2� 2� 2� 2�

　ただし、次の科目は上ه単位数には含まれません。
　ᶃ�卒業要件とならない自༝（ਵ意）科目
　ᶄ�単位ޓ科目（大学コンιーシアϜ京都科目　等）
　ᶅ�インターンシップ、0�0$'ʵ1#-
　ᶆ「スターτアップ・インターンシップ」、「理工ܥスターτアップ・キϟϦアデザイン」、「プレップ・インターンシップ」、
「フィールυࣛࢁ・本۽」、「業人と学生のϋイϒϦッυا」

　ᶇ共通教育科目ʪ教育・教職科目܈ʫにおける教職課程登録者のみ履修可とする科目
　ᶈ�ւ外語学実習
　ᶉ「国際文化研修」
　ᶊ�博物館実習
　ᶋ�「ւ外サイΤンスキϟンプ」、「特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ）」、「˓˓ւ外実習」（˓˓には、ӳ語・υイπ語・フϥ
ンス語・スϖイン語・イタϦア語・ϩシア語・中国語・ؖ国語・インυωシア語が入る）

　ᶌ�理学部物理科学科専門教育科目における教職課程登録者のみ履修可とする科目のうち「地学通論Ａ」、「地学通論Ｂ」、
「地学実験」

　ᶍ�スϖシϟϦスτ支援プϩάϥϜ「物性・ࡐ料実験講࠲Ⅰ・Ⅱ」、「コンϐュータ物理学講࠲Ⅰ・Ⅱ」
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カリキュラムの概要
� ࣍
۠ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ

ڞ
௨
ڭ
ҭ
Պ

ɾ
༥
߹
ڭ
ҭ
Պ

Λ
ؚ
Ί
ͯ
���
単
位
Ҏ
্

ઐ



ڭ

ҭ

Պ



ඞ　
　

修

学
ظ

݁
Պ


微分積分学A⑵ 微分積分学B⑵ 微分積分学C⑵ ⑵学Aྗࢠྔ 統計ྗ学A⑵ 理科学特別研究 1・ 2 ⑷

��
単
位

��
単
位
Ҏ
্

代数学・幾何学A⑵ 代数学・幾何学B⑵ 代数学・幾何学C⑵ ⑵学Bؾ࣓ి 理学࣮ݧᶙ⑵ ※学期連བྷ科目

理数学基礎⑵ ྗ学B⑵ ྗ学⑵ 理学࣮ݧⅡ⑵

ྗ学A⑵ 理学演習Ⅰ⑵ ⑵学Aؾ࣓ి

理学࣮ݧⅠ⑵ 理学演習Ⅱ⑵

��୯Ґ ��୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ

બ　
　



学
ظ

݁
Պ


数学演習Ⅰ⑵ 数学演習Ⅱ⑵ 数学演習ᶙ⑵ 数学演習ᶚ⑵ 理数学⑵ ⑵学演習Ⅱྗࢠྔ ⑵ମ理学Cݻ

��
単
位
Ҏ
্

計算ػ基礎A⑵ 計算ػ基礎B⑵ 解析ྗ学⑵ 理学演習ᶙ⑵ 数学演習ᶛ⑵ ⑵学Cྗࢠྔ

確率・統計とࠩޡ論⑵ ৼಈと⑵ 理学英書講読⑵ 微分積分学%⑵ ⑵学演習Ⅰྗࢠྔ 統計ྗ学B⑵

大学数学の基礎⑵【1年次生のみ履修可】 基礎Խ学࣮ݧ⑵ ྲྀମྗ学⑵ 代数学・幾何学%⑵ ⑵学Bྗࢠྔ ⑵ମ理学Bݻ

理学基礎演習⑴ Խ学௨論B⑵ 数計算・シミュレーション⑵ 理学演習ᶚ⑵ ⑵理学ࢠ分・ࢠݪ

Խ学௨論A⑵ 〔教職〕 ⑵ମ理学Aݻ ⑵科学Bڥ

〔教職〕 学࣮ݧ⑴ 相ର論⑵ ഔ࣭தのి࣓ؾ学⑵

〔教職〕 学௨論B⑵ ⑵科学Aڥ ޫ学⑵

学௨論A⑵ 理学英語講義（理学）⑵ 素ཻ֩ࢠݪ・ࢠ理学⑵

〔GSCコース〕

理学基礎セミナー⑵ 〔スϖシャリストࢧԉプログラム〕

海外サイエンスキャンプ⑵ コンピュータ理学講࠲Ⅰ⑴

〔スϖシャリストࢧԉプログラム〕

ੑ・ࡐྉ࣮ݧ講࠲Ⅰ⑴

ੑ・ࡐྉ࣮ݧ講࠲Ⅱ⑴

コンピュータ理学講࠲Ⅱ⑴
※学期連結科目

ɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

（注）2年次以降の開講学期は変更になる場合があります。
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� ࣍
۠ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ

ڞ
௨
ڭ
ҭ
Պ

ɾ
༥
߹
ڭ
ҭ
Պ

Λ
ؚ
Ί
ͯ
���
単
位
Ҏ
্

ઐ



ڭ

ҭ

Պ



ඞ　
　

修

学
ظ

݁
Պ


微分積分学A⑵ 微分積分学B⑵ 微分積分学C⑵ ⑵学Aྗࢠྔ 統計ྗ学A⑵ 理科学特別研究 1・ 2 ⑷

��
単
位

��
単
位
Ҏ
্

代数学・幾何学A⑵ 代数学・幾何学B⑵ 代数学・幾何学C⑵ ⑵学Bؾ࣓ి 理学࣮ݧᶙ⑵ ※学期連བྷ科目

理数学基礎⑵ ྗ学B⑵ ྗ学⑵ 理学࣮ݧⅡ⑵

ྗ学A⑵ 理学演習Ⅰ⑵ ⑵学Aؾ࣓ి

理学࣮ݧⅠ⑵ 理学演習Ⅱ⑵

��୯Ґ ��୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ

બ　
　



学
ظ

݁
Պ


数学演習Ⅰ⑵ 数学演習Ⅱ⑵ 数学演習ᶙ⑵ 数学演習ᶚ⑵ 理数学⑵ ⑵学演習Ⅱྗࢠྔ ⑵ମ理学Cݻ

��
単
位
Ҏ
্

計算ػ基礎A⑵ 計算ػ基礎B⑵ 解析ྗ学⑵ 理学演習ᶙ⑵ 数学演習ᶛ⑵ ⑵学Cྗࢠྔ

確率・統計とࠩޡ論⑵ ৼಈと⑵ 理学英書講読⑵ 微分積分学%⑵ ⑵学演習Ⅰྗࢠྔ 統計ྗ学B⑵

大学数学の基礎⑵【1年次生のみ履修可】 基礎Խ学࣮ݧ⑵ ྲྀମྗ学⑵ 代数学・幾何学%⑵ ⑵学Bྗࢠྔ ⑵ମ理学Bݻ

理学基礎演習⑴ Խ学௨論B⑵ 数計算・シミュレーション⑵ 理学演習ᶚ⑵ ⑵理学ࢠ分・ࢠݪ

Խ学௨論A⑵ 〔教職〕 ⑵ମ理学Aݻ ⑵科学Bڥ

〔教職〕 学࣮ݧ⑴ 相ର論⑵ ഔ࣭தのి࣓ؾ学⑵

〔教職〕 学௨論B⑵ ⑵科学Aڥ ޫ学⑵

学௨論A⑵ 理学英語講義（理学）⑵ 素ཻ֩ࢠݪ・ࢠ理学⑵

〔GSCコース〕

理学基礎セミナー⑵ 〔スϖシャリストࢧԉプログラム〕

海外サイエンスキャンプ⑵ コンピュータ理学講࠲Ⅰ⑴

〔スϖシャリストࢧԉプログラム〕

ੑ・ࡐྉ࣮ݧ講࠲Ⅰ⑴

ੑ・ࡐྉ࣮ݧ講࠲Ⅱ⑴

コンピュータ理学講࠲Ⅱ⑴
※学期連結科目

ɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

（注）2年次以降の開講学期は変更になる場合があります。
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専門教育科目の履修について
　 1・ 2年次では、基礎学力の充実と物理学のܥ統的知識の修得にॏを置き、物理学に対する基礎的な考え方を身につ
け、3・ �年次においては、1・ 2年次で学んだ知識をにして、رにԠじて物理学の各分を専門的に学るΧϦ
キュϥϜฤ成となっています。
　なお、専門教育科目については、必修科目�2単位、選択科目38単位、合計80単位以上修得しなければなりません。

ඞ修Պ目ʹ͍ͭͯ
　必修科目は、規定にଇり卒業までに必ず修得しなければならない科目ですが、指定された年次で修得できるようにして
ください。（b�3�ϖーδ「ΧϦキュϥϜの概要」参照）
ɹʢ�ʣʮ物ཧ学実ݧᶙʯʢ�࣍ʣの履修条件
　　�　★「物理学実験Ⅰ」もしくは「物理学実験Ⅱ」を修得していること。
ɹʢ�ʣʮ物ཧՊ学特ผڀݚ�・�ʯʢ�࣍ʣの履修条件
　　�　 �年次に、それͧれの専門分について各自のرにԠじて特別研究（卒業研究）を履修することになりますが、以
下の履修条件を充たさなければ履修できません。

　　　★ 3年次ऴ了時までに1ʙ 3年次の必修科目38単位のうち、3�単位以上を修得していること。
　　※上هの履修条件を充たさなければ、留年となりますので、注意してください。

બՊ目ʹ͍ͭͯ
　選択科目は、指定された年次以上であれば自༝に履修できる科目です。履修要項別ガイυの専門教育科目දにした
がって履修してください。ただし、年次指定科目、履修者制ݶ科目、実験、実習科目等については、選択科目であっても自
༝に履修できない科目がありますので、注意してください。

̍�ɽ物ཧՊ学Պ։ߨのઐ門教育Պ目Ҏ֎ʹҎԼのՊ目Λ修ಘͨ͠߹ɺ物ཧՊ学ՊのબՊ目とͯ͠ೝఆ
͠·͢ɻ

ɹʢ�ʣཧՊ学Պのઐ門教育Պ目
　　　　ア．数理科学科開講科目のうち、次の科目は履修できません。

ʮཧՊֶಛผڀݚᶗʯʮཧՊֶಛผڀݚᶘ�̍ɾ̎ʯʮֶૅجηϛφーʯʮֶӳޠηϛφーʯ

　　　　イ．履修に制ݶを設ける科目があります。（詳細はb�2�ϖーδの（注）のイ参照）
　　　　�．同一内༰科目については、いずれか1科目のみを卒業要件単位として認定します。（次ϖーδ「同一内༰科目

一ཡද」参照）
ɹʢ�ʣӉ物ཧ・ؾ学Պのઐ門教育Պ目
　　　　ア．宇宙物理・気象学科開講科目のうち、次の科目は履修できません。

ʮಛผڀݚʯʮӉཧɾؾֶૅجηϛφーʯʮ࣭ͷཧʯʮԽֶ௨̖ɾ̗ʯʮԽֶ࣮ݧʯʮֶ࣮ݧʯ

　　　　イ�．宇宙物理・気象学科開講科目のうち、次の科目を履修する場合は、あらかじめ୲当者のঝ認を得なければな
りません。

ʮཧֶԋश�ɾ�ɾ�ɾ�ʯʮֶԋश�ɾ�ɾ�ɾ�ʯʮཧֶԋशʯʮཧֶ࣮ݧʯʮؾֶσーλղੳԋशʯ
ʮӉ؍ଌɾղੳ࣮शʯʮେؾཧֶ࣮ݧʯʮఱจ؍ଌٕज़ಛผ࣮ݧʯʮؾֶಛผԋशʯ
ʮӉཧֶಛผԋशʯ

　　　　�．同一内༰科目については、いずれか1科目のみを卒業要件単位として認定します。（次ϖーδ「同一内༰科目
一ཡද」参照）

�ɽҎԼのՊ目の履修ɺ物ཧՊ学Պ(4$ίースొऀʹݶΓ·͢ɻ
　「物理学基礎セミφー」

�ɽҎԼのՊ目の履修ɺ物ཧՊ学ՊスϖγϟϦスτࢧԉϓϩάϥϜొऀʹݶΓ·͢ɻ
　「物性・ࡐ料実験講࠲Ⅰ・Ⅱ」「コンϐュータ物理学講࠲Ⅰ・Ⅱ」
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�ɽҎԼのՊ目の履修ɺ物ཧՊ学Պ教৬課程ొऀʹݶΓ·͢ɻ
　「地学通論"」「地学通論#」「地学実験」

ಉҰ༰Պ目Ұཡද
ཧՊֶՊ ཧՊֶՊ Ӊཧ・ؾֶՊ

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅰ Ａ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ａ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ａ

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅰ Ｂ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ｂ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ｂ

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅱ Ａ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̘ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̘

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅱ Ｂ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̙ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̙

ඍ 分 積 分 学 Ⅰ Ａ ඍ 分 積 分 学 Ａ ඍ 分 積 分 学 Ａ

ඍ 分 積 分 学 Ⅰ Ｂ ඍ 分 積 分 学 Ｂ ඍ 分 積 分 学 Ｂ

ඍ 分 積 分 学 Ⅱ Ａ ඍ 分 積 分 学 ̘ ඍ 分 積 分 学 ̘

ඍ 分 積 分 学 Ⅱ Ｂ ඍ 分 積 分 学 ̙ ඍ 分 積 分 学 ̙

確  ・ 統 計
確  ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 確  ・ 統 計 と ޡ ࠩ 論 確  ・ 統 計 と ޡ ࠩ 論

コ ン ϐ ュ ー タ 入 門
基 礎 プ ϩ ά ϥ ミ ン ά

計 算 ػ 基 礎 Ａ 計 算 ػ 基 礎 Ａ

計 算 ػ 基 礎 Ｂ 計 算 ػ 基 礎 Ｂ

物 理 学 演 習 Ⅰ 物 理 学 演 習 2

物 理 学 演 習 Ⅱ 物 理 学 演 習 3

物 理 学 演 習 ᶙ 物 理 学 演 習 �

数 学 演 習 Ⅰ 数 学 演 習 1

数 学 演 習 Ⅱ 数 学 演 習 2

数 学 演 習 ᶙ 数 学 演 習 3

数 学 演 習 ᶚ 数 学 演 習 �

数 学 演 習 ᶛ 物 理 数 学 演 習

数 学 ӳ 書 講 読 物 理 学 ӳ 書 講 読 宇 宙 物 理 ・ 気 象 学 ӳ 書 講 読

基 礎 化 学 実 験 化 学 実 験

物 理 学 実 験 Ⅰ 物 理 学 実 験

※上දは理学部 3学科間の同一内༰科目を示したදです。
　�この他、物理科学科と宇宙物理・気象学科で科目名が同じものについても、同一内༰のため1科目しか修得できません。
なお、必修科目での同一内༰科目に関しては、物理科学科の科目を修得しなくてはいけません。

ʲදの見方ʳ
（例）物理科学科の学生の場合
物理科学科開講の「計算ػ基礎"」を修得している場合、数理科学科開講の「コンϐュータ入門」「基礎プϩάϥミンά」、
宇宙物理・気象学科開講の「計算ػ基礎Ａ」はいずれも履修できませんが、「計算ػ基礎Ｂ」に関しては、物理科学科開講
の科目と宇宙物理・気象学科開講の科目とのどちらか一方のみを履修できます。

େ学ӃՊ目の履修ʹ͍ͭͯ
　 �セメ以上の理学部学生は、本学大学院理学研究科物理学専߈の授業科目のうち、「˓˓物理学基礎Ⅰ」「˓˓物理学基
礎Ⅱ」を履修することができます。修得した科目は、本学大学院理学研究科物理学専߈に入学後、入学前単位として修了
要件単位に充当することができます。
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専門教育科目　宇宙物理・気象学科
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宇宙物理・気象学科履修規定
ଔۀʹඞཁな࠷修ಘ୯Ґ
　卒業するためには、�年以上在学し、次の科目۠分に従って12�単位以上修得しなければなりません。

Պ  ۠  मಘ୯Ґ࠷

௨ڞ
ҭՊڭ

ਓؒՊֶڭҭՊ
選択必修

人文科学 �単位 12単位
（注）

2�
単
位
以
上 12�

単位
以上

ࣾ会科学 �単位

選　択

ҭՊڭޠݴ
必　修 ӳ語教育科目 8単位

選　択

ମҭڭҭՊ 選　択

ΩϟϦΞܗࢧԉڭҭՊ 選　択

༥ ߹ ڭ ҭ Պ （注） 選　択

ઐ  ڭ ҭ Պ 

必　修 ��単位 80
単位
以上

選択必修 �単位

選　択 30単位

注）�人間科学教育科目のうち、人文科学・ࣾ会科学領Ҭからそれͧれ �単位修得したうえで、࠷12単位修得すること。

注）༥合教育科目۠分には、次の科目の単位を算入することができる。
　ᶃ「άϩーόル・δϟύン・プϩάϥϜ」における他学部専門教育科目
　ᶄ外国語学部専門教育科目における「特別ӳ語」、生໋科学部専門教育科目における「特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ）」

専門教育科目の履修方法は次のとおりです。
　 1．�必修科目として、hඍ分積分学Ａ・Ｂ・̘、代数学・زԿ学Ａ・Ｂ・̘、力学Ａ・Ｂ、物理数学基礎、ৼ動と、力

学、電磁気学Ａ・Ｂ、天文学概論、宇宙観ଌと星の物理学、地球惑星科学概論、気象物理学Ａ、物理学実験、物理学
演習1・ 2・ 3・ �、数学演習1・ 2・ 3 ʤɦ計�2単位ʥおよび「特別研究」ʤ �単位ʥのすてを必ず修得しなけ
ればなりません。

　 2．�選択必修科目として、「星間ۭ間とۜՏの物理学、宇宙観ଌ・解ੳ実習、天文観ଌ技術特別実験、宇宙物理学特別演
習、気象物理学Ｂ、気象学データ解ੳ演習、大気物理学実験、気象学特別演習」の中から�単位以上を修得しなけ
ればなりません。ただし、�単位をえて修得した科目は選択科目とすることができます。

　 3．�� 年次配当の「特別研究」を履修するためには、3年次ळ学期ऴ了の時で以下の条件をすて満たしている必要
があります。

　　1ʙ 2年次配当の必修科目（1．のh 　 内ɦの科目）をすて修得していること。
　　3年次配当の選択必修科目（ 2．の「　」内の科目）の中から�単位以上を修得していること。
　　卒業要件となる単位を100単位以上修得していること。
　 �．�本学科開講の専門教育科目以外に、以下の科目を修得した場合は、宇宙物理・気象学科の選択科目として認定しま

す。
　　理学部数理科学科および物理科学科開講の専門教育科目。
　　　�ただし、同一内༰科目については、いずれか1科目のみを卒業要件単位として認定します（b��8ϖーδ「同一内༰科

目一ཡද」参照）。また、必修科目での同一内༰科目に関しては、宇宙物理・気象学科の科目を修得しなくてはいけ
ません。
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ʢʣΞ．理学部他学科の学生で下هの科目の履修をرする者は、あらかじめ୲当者のঝ認を得ること。
「物理学演習1・ 2・ 3・ �」「数学演習1・ 2・ 3・ �」「物理数学演習」「物理学実験」
「気象学データ解ੳ演習」「宇宙観ଌ・解ੳ実習」「大気物理学実験」「天文観ଌ技術特別実験」
「気象学特別演習」「宇宙物理学特別演習」

Π．�下هの科目について、宇宙物理・気象学科以外の学生は受講できません。
「特別研究」

．�下هの科目について、宇宙物理・気象学科(4$コース登録者以外の学生は受講できません。
「宇宙物理・気象学基礎セミφー」

Τ．�下هの科目について、宇宙物理・気象学科教職課程登録者以外の学生は受講できません。
「物࣭の物理」「化学通論Ａ・Ｂ」「化学実験」「地学実験」

֤࣍の履修ొ্ݶ୯Ґ
࣍ �࣍ �࣍ �࣍ �࣍

ֶ期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期

୯Ґ 2� 2� 2� 2� 2� 2� 2� 2�

ただし、次の科目は上ه単位数には含まれません。
　ᶃ�卒業要件とならない自༝（ਵ意）科目
　ᶄ�単位ޓ科目（大学コンιーシアϜ京都科目　等）
　ᶅ�インターンシップ、0�0$'ʵ1#-
　ᶆ「スターτアップ・インターンシップ」、「理工ܥスターτアップ・キϟϦアデザイン」「プレップ・インターンシップ」、
「フィールυࣛࢁ・本۽」、「業人と学生のϋイϒϦッυا」

　ᶇ共通教育科目ʪ教育・教職科目܈ʫにおける教職課程登録者のみ履修可とする科目
　ᶈ�ւ外語学実習
　ᶉ「国際文化研修」
　ᶊ�博物館実習
　ᶋ�「ւ外サイΤンスキϟンプ」、「特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ）」、「˓˓ւ外実習」（˓˓には、ӳ語・υイπ語・フϥ
ンス語・スϖイン語・イタϦア語・ϩシア語・中国語・ؖ国語・インυωシア語が入る）
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カリキュラムの概要
� ࣍
۠ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ

ڞ
௨
ڭ
ҭ
Պ

ɾ
༥
߹
ڭ
ҭ
Պ

Λ
ؚ
Ί
ͯ
���
単
位
Ҏ
্

ઐ



ڭ

ҭ

Պ



ඞ　
　

修

学
ظ

݁
Պ


理学࣮ݧ⑴ 微分積分学B⑵ ⑵学Aؾ࣓ి ⑵学Bؾ࣓ి 特別研究⑷

��
単
位

��
単
位
Ҏ
্

微分積分学A⑵ 代数学・幾何学B⑵ 代数学・幾何学C⑵ 理学演習 � ⑴ ※学期連結科目

代数学・幾何学A⑵ 数学演習2 ⑴ 数学演習� ⑴ Ӊ؍ଌとの理学⑵

数学演習1 ⑴ ྗ学B⑵ ྗ学⑵ ⑵理学Aؾ

ྗ学A⑵ ৼಈと⑵ 微分積分学C⑵

理数学基礎⑵ 理学演習2 ⑴ 理学演習� ⑴

理学演習1 ⑴ ఱจ学֓論⑵

ٿ科学֓論⑵

��୯Ґ ��୯Ґ �୯Ґ

બ

ඞ
修

学
ظ

݁
Պ


ۭؒؒとۜՏの理学⑵ Ӊ理学特別演習⑴
�
単
位

Ӊ؍ଌ・解析࣮習⑴ ఱจ؍ଌٕज़特別࣮ݧ⑴

⑵理学Bؾ ⑴学特別演習ؾ

⑴学データ解析演習ؾ 大ؾ理学࣮ݧ⑴

બ　
　



学
ظ

݁
Պ


大学数学の基礎⑵【1年次生のみ履修可】 計算ػ基礎B⑵ ྲྀମྗ学⑵ 代数学・幾何学%⑵ 理数学⑵ ϒラックϗーϧఱจ学⑵

��
単
位
Ҏ
্

計算ػ基礎A⑵ Ӊ理・ؾ学英書講読⑵ 微分積分学%⑵ 理数学演習⑴ Ӊ論⑵

確率・統計とࠩޡ論⑵ 〔教職〕 ⑵学Aྗࢠྔ 相ର論⑵ ؾ学⑵

理学基礎演習⑴ ࣭の理⑵ 〔教職〕 数学演習� ⑴ ٿ؍ڥଌ学⑵ ޫ学⑵

Խ学௨論A⑵ 計算理⑵ ・߃・ۜՏ生の理学⑵

〔GSCコース〕 Խ学࣮ݧ⑴ 理学英語講義（理学）⑵

Ӊ理・ؾ学基礎セミナー⑵ 〔教職〕

海外サイエンスキャンプ⑵ Խ学௨論B⑵
学࣮ݧ⑴

ɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

※専門教育科目の選択必修科目については、必要単位数をえて修得した単位は、選択科目の単位に算入する。
（注）2年次以降の開講学期は変更になる場合があります。
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� ࣍
۠ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ �ɹɹɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ य़ɹ学ɹظ ळɹ学ɹظ
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理学࣮ݧ⑴ 微分積分学B⑵ ⑵学Aؾ࣓ి ⑵学Bؾ࣓ి 特別研究⑷

��
単
位

��
単
位
Ҏ
্

微分積分学A⑵ 代数学・幾何学B⑵ 代数学・幾何学C⑵ 理学演習 � ⑴ ※学期連結科目

代数学・幾何学A⑵ 数学演習2 ⑴ 数学演習� ⑴ Ӊ؍ଌとの理学⑵

数学演習1 ⑴ ྗ学B⑵ ྗ学⑵ ⑵理学Aؾ

ྗ学A⑵ ৼಈと⑵ 微分積分学C⑵

理数学基礎⑵ 理学演習2 ⑴ 理学演習� ⑴

理学演習1 ⑴ ఱจ学֓論⑵

ٿ科学֓論⑵

��୯Ґ ��୯Ґ �୯Ґ

બ

ඞ
修

学
ظ

݁
Պ


ۭؒؒとۜՏの理学⑵ Ӊ理学特別演習⑴
�
単
位

Ӊ؍ଌ・解析࣮習⑴ ఱจ؍ଌٕज़特別࣮ݧ⑴

⑵理学Bؾ ⑴学特別演習ؾ

⑴学データ解析演習ؾ 大ؾ理学࣮ݧ⑴

બ　
　



学
ظ

݁
Պ


大学数学の基礎⑵【1年次生のみ履修可】 計算ػ基礎B⑵ ྲྀମྗ学⑵ 代数学・幾何学%⑵ 理数学⑵ ϒラックϗーϧఱจ学⑵

��
単
位
Ҏ
্

計算ػ基礎A⑵ Ӊ理・ؾ学英書講読⑵ 微分積分学%⑵ 理数学演習⑴ Ӊ論⑵

確率・統計とࠩޡ論⑵ 〔教職〕 ⑵学Aྗࢠྔ 相ର論⑵ ؾ学⑵

理学基礎演習⑴ ࣭の理⑵ 〔教職〕 数学演習� ⑴ ٿ؍ڥଌ学⑵ ޫ学⑵

Խ学௨論A⑵ 計算理⑵ ・߃・ۜՏ生の理学⑵

〔GSCコース〕 Խ学࣮ݧ⑴ 理学英語講義（理学）⑵

Ӊ理・ؾ学基礎セミナー⑵ 〔教職〕

海外サイエンスキャンプ⑵ Խ学௨論B⑵
学࣮ݧ⑴

ɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ �ɹɹ࣍ ଔۀཁ件୯Ґ

※専門教育科目の選択必修科目については、必要単位数をえて修得した単位は、選択科目の単位に算入する。
（注）2年次以降の開講学期は変更になる場合があります。
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専門教育科目の履修について
　 1・ 2年次では、宇宙物理学および気象学を学んでいくうえで必ਢとなる基礎学力を身に付け、3・ �年次ではそれま
でに学んだ知識をにして、宇宙物理学あるいは気象学のرする分の専門的知識を学るΧϦキュϥϜฤ成となっ
ています。
　なお、専門教育科目については、必修科目��単位、選択必修科目�単位、選択科目30単位、合計80単位以上修得しなけ
ればなりません。

ඞ修Պ目ʹ͍ͭͯ
　必修科目は、規定にଇり卒業までに必ず修得しなければならない科目ですが、指定された年次で修得できるようにして
ください。（b���・��ϖーδ「ΧϦキュϥϜの概要」参照）
★ʮ特ผڀݚʯʢ�࣍ʣの履修条件
　　�3年次ळ学期ऴ了時までに以下の条件を充たさなければ履修できません。
　　1ʙ 2年次配当の必修科目をすて修得していること。
　　3年次配当の選択必修科目から�単位以上を修得していること。
　　卒業要件となる単位を100単位以上修得していること。
　　※上هの履修条件を充たさなければ、留年となりますので、注意してください。

　（注意）�「特別研究」では、୲当教員1名のもとで宇宙物理学あるいは気象学に関する専門的な研究を行います。各୲当
教員への配属については、学生のرを元に、各୲当教員がਪする科目の修得状況などをצ案して決定しま
す。このਪする科目が修得できていない場合など、رする特別研究に配属できないことがありますので注意
してください。
各୲当教員がਪする科目は、履修ガイダンス、電ܝࢠ示൘1045等でお知らせします。
また、実験設උの関係などから、各୲当教員が受け入れることができる学生の数に上ݶが設定される場合もあり
ます。この詳細に関しても、履修ガイダンス、電ܝࢠ示൘1045等でお知らせします。

બඞ修Պ目ʹ͍ͭͯ
　卒業のためには、「気象物理学#」「気象学データ解ੳ演習」「星間ۭ間とۜՏの物理学」「宇宙観ଌ・解ੳ実習」「気象
学特別演習」「大気物理学実験」「宇宙物理学特別演習」「天文観ଌ技術特別実験」の中から�単位以上を修得しなければ
なりません。また、このことは必修科目「特別研究」の履修条件となります。なお、�単位をえて修得した科目は選択科
目とすることができます。
　 3年次の選択必修科目は、�年次の特別研究で取り組む研究ςーϚを見ਾえて、宇宙物理学あるいは気象学の専門的な
知識を身に付けていくための科目となっています。۩体的な選択内༰に際しては、以下のදを参考にして下さい。

ӉཧֶΛ͢ࢤΔֶੜ͕
मಘ͖͢બඞमՊ

ۭؒؒͱۜՏͷཧֶɹɹӉཧֶಛผԋश
Ӊ؍ଌɾղੳ࣮शɹɹɹɹఱจ؍ଌٕज़ಛผ࣮ݧ

Δֶੜ͕͢ࢤֶΛؾ
मಘ͖͢બඞमՊ

ֶಛผԋशؾཧֶ̗ɹɹɹɹɹɹɹؾ
ݧཧֶ࣮ؾֶσーλղੳԋशɹɹɹେؾ

　（注意）�上هの実習・実験・演習では、設උの関係などから、受け入れることができる学生の数に上ݶが設定される場合
もあります。
詳細に関しては、履修ガイダンス、電ܝࢠ示൘1045等でお知らせします。
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બՊ目ʹ͍ͭͯ
　選択科目は、指定された年次以上であれば自༝に履修できる科目です。履修要項別ガイυの専門教育科目දにした
がって履修してください。ただし、年次指定科目、履修者制ݶ科目、実験、演習科目等については、選択科目であっても自
༝に履修できない科目がありますので、注意してください。

̍�ɽӉ物ཧ・ؾ学Պ։ߨのઐ門教育Պ目Ҏ֎ʹҎԼのՊ目Λ修ಘͨ͠߹ɺӉ物ཧ・ؾ学Պのબ
Պ目とͯ͠ೝఆ͠·͢ɻ

ɹʢ�ʣཧՊ学Պのઐ門教育Պ目
　　　　ア．数理科学科開講科目のうち、次の科目は履修できません。

ʮཧՊֶಛผڀݚᶗʯʮཧՊֶಛผڀݚᶘ�̍ɾ̎ʯʮֶૅجηϛφーʯʮֶӳޠηϛφーʯ

　　　　イ�．履修に制ݶを設ける科目があります。（詳細はb�2�ϖーδの（注）のイ参照）
　　　　�．同一内༰科目については、いずれか1科目のみを卒業要件単位として認定します。（次ϖーδ「同一内༰科目

一ཡද」参照）
ɹʢ�ʣ物ཧՊ学Պのઐ門教育Պ目
　　　　ア�．物理科学科開講科目のうち、次の科目は履修できません。

ʮཧՊֶಛผڀݚ ɾ̍̎ ʯʮཧֶૅجηϛφーʯʮੑࡐྉ࣮࠲ߨݧᶗɾᶘʯʮίンϐϡーλཧֶ࠲ߨᶗɾᶘʯ
ʮֶ௨̖ɾ̗ʯʮֶ࣮ݧʯ

　　　　イ�．物理科学科開講科目のうち、次の科目を履修する場合は、あらかじめ୲当者のঝ認を得なければなりません。

ʮૅجԽֶ࣮ݧʯ

　　　　�．同一内༰科目については、いずれか1科目のみを卒業要件単位として認定します。（次ϖーδ「同一内༰科目
一ཡද」参照）

�ɽҎԼのՊ目の履修ɺӉ物ཧ・ؾ学Պ(4$ίースొऀʹݶΓ·͢ɻ
　「宇宙物理・気象学基礎セミφー」

�ɽҎԼのՊ目の履修ɺӉ物ཧ・ؾ学Պ教৬課程ొऀʹݶΓ·͢ɻ
　「物࣭の物理」「化学通論"」「化学通論#」「化学実験」「地学実験」
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ಉҰ༰Պ目Ұཡද
ཧՊֶՊ ཧՊֶՊ Ӊཧ・ؾֶՊ

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅰ Ａ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ａ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ａ

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅰ Ｂ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ｂ 代 数 学 ・ ز Կ 学 Ｂ

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅱ Ａ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̘ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̘

代 数 学 ・ ز Կ 学 Ⅱ Ｂ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̙ 代 数 学 ・ ز Կ 学 ̙

ඍ 分 積 分 学 Ⅰ Ａ ඍ 分 積 分 学 Ａ ඍ 分 積 分 学 Ａ

ඍ 分 積 分 学 Ⅰ Ｂ ඍ 分 積 分 学 Ｂ ඍ 分 積 分 学 Ｂ

ඍ 分 積 分 学 Ⅱ Ａ ඍ 分 積 分 学 ̘ ඍ 分 積 分 学 ̘

ඍ 分 積 分 学 Ⅱ Ｂ ඍ 分 積 分 学 ̙ ඍ 分 積 分 学 ̙

確  ・ 統 計
確  ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 確  ・ 統 計 と ޡ ࠩ 論 確  ・ 統 計 と ޡ ࠩ 論

コ ン ϐ ュ ー タ 入 門
基 礎 プ ϩ ά ϥ ミ ン ά

計 算 ػ 基 礎 Ａ 計 算 ػ 基 礎 Ａ

計 算 ػ 基 礎 Ｂ 計 算 ػ 基 礎 Ｂ

物 理 学 演 習 Ⅰ 物 理 学 演 習 2

物 理 学 演 習 Ⅱ 物 理 学 演 習 3

物 理 学 演 習 ᶙ 物 理 学 演 習 �

数 学 演 習 Ⅰ 数 学 演 習 1

数 学 演 習 Ⅱ 数 学 演 習 2

数 学 演 習 ᶙ 数 学 演 習 3

数 学 演 習 ᶚ 数 学 演 習 �

数 学 演 習 ᶛ 物 理 数 学 演 習

数 学 ӳ 書 講 読 物 理 学 ӳ 書 講 読 宇 宙 物 理 ・ 気 象 学 ӳ 書 講 読

基 礎 化 学 実 験 化 学 実 験

物 理 学 実 験 Ⅰ 物 理 学 実 験

※上දは理学部 3学科間の同一内༰科目を示したදです。
　�この他、物理科学科と宇宙物理・気象学科で科目名が同じものについても、同一内༰のため1科目しか修得できません。
なお、必修科目での同一内༰科目に関しては、宇宙物理・気象学科の科目を修得しなくてはいけません。

ʲදの見方ʳ
（例）宇宙物理・気象学科の学生の場合
宇宙物理・気象学科開講の「計算ػ基礎"」を修得している場合、物理科学科開講の「計算ػ基礎"」、数理科学科開講の
「コンϐュータ入門」、「基礎プϩάϥミンά」はいずれも履修できませんが、「計算ػ基礎#」に関しては、宇宙物理・気象
学科開講の科目と物理科学科開講の科目のどちらか一方のみを履修できます。

େ学ӃՊ目の履修ʹ͍ͭͯ
　 �セメ以上の理学部学生は、本学大学院理学研究科物理学専߈の授業科目のうち、「˓˓物理学基礎Ⅰ」「˓˓物理学基
礎Ⅱ」を履修することができます。修得した科目は、本学大学院理学研究科物理学専߈に入学後、入学前単位として修了
要件単位に充当することができます。
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グローバル・サイエンス・コース（GSC）
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グローバル・サイエンス・コース
�ɽάϩーόル・サΠΤϯス・ίースと
　άϩーόル・サイΤンス・コース（(4$）は、理学部、情報理工学部、生໋科学部の理工ܥ 3学部がڠ同して、設置して
いるコースです。理ܥの専門知識とともに、ӳ語力を強化して、άϩーόルࣾ会でνϟレンδする理ܥ産業人の育成を目指
しています。άϩーόル・サイΤンス・コースでは、理ܥ 3学部それͧれの専門性や特৭を生かして、学部ಠ自の教育目ඪ
やΧϦキュϥϜを設けています。理学部のάϩーόル・サイΤンス・コースでは、学部のϙϦシーにՃえて次の3つのϙϦ
シーに基ͮいた教育を行います。

アυϛογϣϯϙϦγー
　次のような人ࡐをく受け入れる。
　 1．ӳ語による対にڵຯを࣋ち、将来の進路に生かすことを志する者。
　 2．理学において学んだことや発見したことを世քに発৴することを志する者。

ΧϦΩϡϥϜϙϦγー
　学部の専門教育にՃえて、次のような教育を行う。
　 1．ӳ語で対できる力をཆう。
　 2．自国の文化を学Ϳとともに、他国の文化の多༷性を認識・受༰できる力をཆう。
　 3．世քをに活躍できるようなνϟレンδਫ਼ਆとओ体性を身につける。

ディϓϩϚϙϦγー
　次のような学生に対し、コース修得の認定を行う。
　 1．理学の基礎的な専門知識を身につけている。
　 2．ӳ語による対能力を身につけている。
　 3．自国と他国の文化の共通基൫およびࠩ異を認識し、文化の多༷性を理解・受༰するॊೈ性を࣋っている。
　 。っている࣋かうνϟレンδਫ਼ਆとओ体性をに立ちࠔ．�

�ɽάϩーόル・サΠΤϯス・ίースのొʹ͍ͭͯ
　コースの履修には、申請による登録が必要です。

ʢ�ʣఆ員
　2�名

ʢ�ʣબߟ
　各学部のアυミッション・ϙϦシーに基ͮいて、基礎学力（ӳ語プレイスメンτςスτ、基礎学力定ςスτʤ数学・物理ʥ
の成）や志動ػ（書類・面）等により選考します。

ʢ�ʣબظ࣌ߟ
　第1セメスター（य़学期）の�月中०に説明会を行い、�月末に(4$への登録Ԡืక切、�月ॳ०に選考を行う༧定で
す。(4$へ登録された方は、9月のՆ期ٳՋ中に行う「特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ）」（コア科目）から本格的なΧϦ
キュϥϜが始まります。
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�ɽάϩーόル・サΠΤϯス・ίースのΧϦΩϡϥϜʹ͍ͭͯ
�理ܥ 3学部共通のコア科目として、外国語学部専門教育科目「特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ）」を履修します。
�構成දにԊって、次のように履修すること。
�「専門性」の科目から10単位以上を修得すること。
�「対能力」の科目から「コア科目」すてと「コア選択科目」�単位以上を修得し、かつ「指定選択科目」とซせて10単
位以上修得すること。
�「確かなアイデンςィςィ」の科目から�単位以上、「νϟレンδਫ਼ਆとओ体性」の科目から2単位以上修得すること。特
に「ւ外サイΤンスキϟンプ」の履修をਪします。
ݪ�ଇとして、�年次の 3月ॳ०ごΖに行われる(4$ �年次生ӳ語研究発ද会において発දを行うこと。
�コースに登録したうえで、構成දに指定されたとおり合計2�単位以上を修得、研究発ද会において発දすることで、コー
ス修了を認定します。

�ɽάϩーόル・サΠΤϯス・ίースの特৭ʹ͍ͭͯ
　άϩーόル・サイΤンス・コースではւ外の大学や研究施設での研修など、留学を強くਪします。1年次のय़ٳみ（ 2
月ʙ 3月）をར用して理学部専門教育科目「ւ外サイΤンスキϟンプ」を実施し、ւ外の大学や研究施設・ا業での研修を
行います。世քの第一ઢで活躍する人ʑとのަྲྀ・対を通じて、自らの可能性をࡧし、研究活動や将来のキϟϦアへ
と生かします。ւ外での就業体験（インターンシップ）の実施も༧定しており、άϩーόルな経験をਂめるػ会を数多く設
けます。
　国内では「特別ӳ語」で一ൠ的なӳ語力を高めるだけでなく、自વ科学のςーϚを取り上げ、自分の考えをӳ語で発දし
౼論する力をཆ成します。また、(+1科目等ではւ外からの留学生と一ॹに、歴史・文化・法・ビδωス・科学・ςΫϊ
ϩδーなどをӳ語で学びます。さま͟まな国や地Ҭからの留学生とディスΧッションすることで、語学力や異文化理解能力
も高めることができます。

�ɽͦのଞのҙ߲ࣄ
�理学部専門科目「ւ外サイΤンスキϟンプ」には定員があります。ر者多数の場合、語学力や成等によって選考のう
え決定します。
�「特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ）」及び「ւ外サイΤンスキϟンプ」は、履修登録上ݶ単位数に含まれません。

�ɽϚϥーυӉՊ学ڀݚॴサΠΤϯス実習ʹ͍ͭͯ
　理学部では、学部ಠ自のւ外研修プϩάϥϜとして、「Ϛϥーυ宇宙科学研究所サイΤンス実習」を実施しています。こ
のプϩάϥϜは理学部生 3年次以上を対象に、ຖ年 8月下०から9月中०で約10日間にわたり、イΪϦスにあるϩンυン大
学Ϛϥーυ宇宙科学研究所にて実習を行います。このプϩάϥϜでは、ӳ国の科学史や歴史を学Ϳ「ϩンυン市内ࣾ会研
修」と研究所の5"からӳ語で研究に関する指導を受ける「サイΤンス学習」を受けます。
　 �月下०にื集説明会を開催しますので、関৺のある方は、1045やϙスターをご確認ください。
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◇構成

Պɹɹɹɹ໊ ୯Ґ
࣍
ʦ֘࣍Ҏ্
ཤमՄʧ

Պɹɹ۠ɹ උɹɹߟ
मಘ࠷
୯Ґ

ઐ

ੑ

3 年次以上配当の専門選択科目 選択 理学部専門教育科目 10

ର


ྗ

数学ӳ語セミφー コア 2 1 理学部専門教育科目 本コース登録者
（数理科学科）のみ

10
コア科目શて
と、コア選択
科目から�単
位以上修得す
ること

物理学基礎セミφー コア 2 1 理学部専門教育科目 本コース登録者
（物理科学科）のみ

宇宙物理・気象学基礎セミφー コア 2 1 理学部専門教育科目
本コース登録者
（宇宙物理・気象学科）
のみ

特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプ） コア 1 1 生໋科学部専門教育科目 履修制ݶあり
特別ӳ語（ӳ語サϚーキϟンプをআく） コア選択 外国語学部専門教育科目 履修制ݶあり
理学ӳ語講義（数学） コア選択 2 3 理学部専門教育科目
理学ӳ語講義（物理学） コア選択 2 3 理学部専門教育科目
数学ӳ書講読 選択 2 3 理学部専門教育科目
物理学ӳ書講読 選択 2 2 理学部専門教育科目
宇宙物理・気象学ӳ書講読 選択 2 2 理学部専門教育科目

֬
͔
ͳ
Ξ
Π
σ
ϯ
ς
ỹ
ς
ỹ

日本思史入門 選択 2 1 共通教育科目

�

3eMJHJPO�JO�+BQBO 選択 2 1 共通教育科目
前ۙ代日本史入門 選択 2 1 共通教育科目
ۙ現代日本史入門 選択 2 1 共通教育科目
)JTUPSJDBM�0SJHJOT�PG�.PEeSO�+BQBO 選択 2 1 共通教育科目
+BQBOeTe�$VMUVSe�JO�)JTUPSJDBM�1eSTQeDUJWe 選択 2 1 共通教育科目
日本古య文学入門 選択 2 1 共通教育科目
ۙ現代日本文学入門 選択 2 1 共通教育科目
日本美術入門 選択 2 1 共通教育科目
*OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOeTe�-JUeSBUVSe 選択 2 1 共通教育科目
.PEeSO�+BQBOeTe�-JUeSBUVSe 選択 2 1 共通教育科目
京都の伝統文化 選択 2 1 共通教育科目
京都の文化・歴史・観ޫ
ʵ京都ݕ定への༠いʵ 選択 2 1 共通教育科目

京都の歴史と文化 選択 2 1 共通教育科目

ν
Ỿ
Ϩ
ϯ
δ
ਫ਼
ਆ
ͱ
ओ
ମ
ੑ

ւ外サイΤンスキϟンプ 選択 2 1 理学部専門教育科目 本コース登録者༏先
ਪ科目

2

産業と数学 選択 2 2 理学部専門教育科目

インターンシップ1 選択 2 2・ 3年次生
にݶる 共通教育科目 履修制ݶあり

インターンシップ 2 選択 2 2 共通教育科目 履修制ݶあり

インターンシップ 3 選択 � 3年次生
にݶる 共通教育科目 履修制ݶあり

インターンシップ � 選択 � 2・ 3年次生
にݶる 共通教育科目 履修制ݶあり

自ݾ発見と大学生活 選択 2 1年次生
にݶる 共通教育科目 履修制ݶあり

2�単位以上

※�履修科目の単位のѻいについては、履修規定を必ず確認してください。また、各科目の開講期間や履修制ݶ等は履
修要項別ガイυで確認して下さい。
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グローバルな学び

（GET：Global Studies, Education and Training）
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GET（Global Studies, Education and Training）とは
　国内外で活躍できる人ࡐの育成をݐ学のਫ਼ਆにᨳう本学は、άϩーόルな学びを積極的にਪ進しています。άϩーόル
人ࡐには「国際対能力」「豊かな教ཆ」「確かな専門性」が求められます。本学では、この３つの資࣭を体ܥ的に修得で
きるように、(&5とݺばれるάϩーόルな教育プϩάϥϜを用意しています。
　(&5の中には、高度なӳ語力にՃえて豊かな教ཆと専門知識を同時に修得できる「ӳ語による科目」、「在学留学制度」、
「ւ外インターンシップ制度」などのプϩάϥϜが整උされています。卒業後、άϩーόルに活躍することをرする学生
は、積極的にӳ語による科目を履修し、在学中にւ外留学やւ外インターンシップを体験してください。

ʲ(&5Λ構成͢Δ教育ϓϩάϥϜʳ
Պ目ޠ௨教育のඞ修ӳڞ �

ӳޠʹΑΔՊ目
ɹɹɹ・ӳߨޠ ʢٛ人間Պ学教育Պ目ʢڞ௨教育Պ目ʣɺ学෦ઐ門教育Պ目ʣ
ɹɹɹ・特ผӳޠʢ֎ޠࠃ学෦ઐ門教育Պ目ʣ

学ཹ学ࡏ

ւ֎Πϯλーϯγοϓ

共通教育の必修英語科目
　άϩーόルࣾ会の中で活躍し、ࣾ 会にݙߩするためには、実用的なӳ語運用能力の֫得が必ਢです。本学のӳ語教育科
目は、従来の「読む」「書く」「す」「ฉく」中৺の学習にՃえて、より実用的なӳ語運用能力を上させる学習手ஈとし
て、就職活動の入ޱやビδωス場面で有用とされる50&*$対Ԡの学習内༰を授業に組み込んでいます。さらに、ӳ語コ
ミュニケーション能力を身に付けるための授業も設け、50&*$とӳ語コミュニケーションの授業を通して「ࣾ会人が必要
とするӳ語運用能力にԠえられる人ࡐ」を育成するプϩάϥϜとなっています。また、ӳ語がۤ手な人には基礎から学Ϳ授
業を開講し、基礎からӳ語運用能力の上を図るなど、ݸʑのレϕルが上がるڥを整えています。
※外国語学部�ӳ語学科ɼ国際関係学科の学生は共通教育の必修ӳ語科目履修対象外となります。

英語による科目
　本学は、「ӳޠΛ学Ϳ科目」だけではなく「ӳޠΛͯͬ学Ϳ科目」が豊に開講されており、ւ外からのަ留学生も
ӳ語による科目を多く受講しています。これらの科目を履修し単位を取得するためには、一定ਫ४以上のӳ語力が必要と
なります。科目ごとに要求される履修条件を確認し、自らの知的ح৺とӳ語力にదった授業を積極的に履修してください。

ʲӳߨޠ ʢٛ人間Պ学教育Պ目ʢڞ௨教育Պ目ʣɺ学෦ઐ門教育Պ目ʣr
　人間科学教育科目の各領Ҭには、ӳ語でफ教学、歴史、経済、政治学、生ଶ学や科学技術などを学Ϳ科目を開講してい
ます。これらの講義では、ӳ語でさま͟まな国の留学生とともに授業を受けることで、ӳ語力を上させることのみなら
ず、異文化理解もਂめることができます。講義によってはසൟにάループϫーΫが行われ、積極的にディスΧッションへの
参Ճが求められます。また、ӳ語による౼論、プレθンςーション、レϙーτ作成などのアΧデミッΫスキルの修得を通し
て実践的ӳ語運用能力を学Ϳ科目も開講しています。これらの科目はւ外留学を考えている学生にはその४උとして、留
学からؼ国した学生には語学力のさらなる上のための科目として活用することができます。また、学部によっては、専門
教育科目の一部をӳ語で開講しています。
　　　63-�IUUQ���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�LPLVTBJ�HeU�QSPHSBN�JOEeY�IUNM
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ʲ特ผӳޠʢ֎ޠࠃ学෦ઐ門教育Պ目ʣr
◇目的
　「特別ӳ語」の目的は２つあります。第１は、学部で学んでいる専門分について、基本的な内༰をӳ語で説明したり
ディスΧッションする能力を育成することです。第２の目的は、ւ外の大学へ期・期留学するために必要なӳ語力
（50&'-� *&-54）をຏき、ؼ国後のӳ語力を発展させることです。この２つの目的を本学学生がୡ成するサϙーτをする
ために開講されるのが「特別ӳ語」です。
　　　63-�IUUQ���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�LPLVTBJ�HeU�QSPHSBN�JOEeY�IUNM
　　　（ 上63ه-の「科目۠分別ʗ特別ӳ語プϩάϥϜ」をΫϦッΫ）

◇特৭
　「特別ӳ語」は、在学中に期留学を考えている学生、大学院へ進学し研究者を目指そうとする学生、専門を活かしά
ϩーόルا業で活躍しようと考えている学生などのニーζにԠえるために多༷な科目を開講し、また、学生のݸʑの目的・
レϕルにԠじた科目を提ڙしています。

◇履修条件
　「特別ӳ語」は外国語学部の専門教育科目ですが、一部の科目をআき、શ学部生が履修できます。
　ただし、各科目にはレϕルが指定されています。レϕル指定なしΫϥス・ॳ級レϕルΫϥスは୭でも履修できますが、中
級・上級レϕルΫϥスを履修するためには、*&-54もしくは50&'-� J#5のスコアが必要になります。これらӳ語ݕ定のス
コアを所有していない場合は、外国語学部が実施するレϕル分けϥイςィンάςスτとスϐーキンάςスτを受験しなけれ
ばなりません。（レϕル分けςスτは学期ごとに定期的に実施しています）
　なお、各科目のレϕルや詳しい授業内༰は、シϥόス等で確認してください。
　また、「特別ӳ語」の履修登録方法は、通ৗと異なります。詳細は、特別ӳ語履修説明会で説明します。説明会及びϥイ
ςィンά・スϐーキンάςスτの開催については、電ܝࢠ示൘1045で案内します。

※各レϕルの目҆
ॳ級ɿ*&-54　ʙ���0ʗ 50&'-�J#5�ʙ39
中級ɿ*&-54����ʙ��0ʗ 50&'-�J#5��0ʙ�3
上級ɿ*&-54����ʙʗ50&'-�J#5���ʙ

˔ରֶੜ

　શ学部生
˔ଟ༷ͳՊ܈

　専門分に対Ԡする科目܈
　スキル（読む・書く・ฉく・す）アップに対Ԡする科目܈
　各自のӳ語レϕルに対Ԡする科目܈　等

˔ඪ

　アΧデミッΫインάϦッシュをえ、専門分をւ外の大学で学Ϳためのを育成
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˞(+1ʢάϩーόル・δϟύϯ・ϓϩάϥϜʣ
　ӳ語による科目（ӳ語講義、特別ӳ語、学部専門ӳ語講義）のうち、日本の文化、歴史、経済などをӳ語で学Ϳ科目を集
めたものを(+1とݺんでいます。(+1科目の授業には、༷ ʑな国のڠ定校から来たަ留学生も多く履修しています。ւ外
留学を考えている学生の४උ科目として、また、留学からؼ国した学生の語学力ҡ࣋のための科目として活用することが
できます。

ʲՊ目Ұཡ ɹr※科目によって履修制ݶがあります。
Պ目໊ ୯Ґ Պ目۠

(+1�*OUSPEVDUPSZ�4eNJOBS 2 共通教育科目（総合領Ҭ）
3eMJHJPO�JO�+BQBO 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
)JTUPSJDBM�0SJHJOT�PG�.PEeSO�+BQBO 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
+BQBOeTe�$VMUVSe�JO�)JTUPSJDBM�1eSTQeDUJWe 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
WPSME�)eSJUBHe�4JUeT�JO�+BQBO 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
*OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOeTe�-JUeSBUVSe 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
.PEeSO�+BQBOeTe�-JUeSBUVSe 2 共通教育科目（人文科学領Ҭ）
+BQBOeTe�.BOBHeNeOU�BOE�#VTJOeTT 2 共通教育科目（ࣾ会科学領Ҭ）
*OUSPEVDUJPO�UP�+BQBOeTe�1PMJUJDT 2 共通教育科目（ࣾ会科学領Ҭ）
.PEeSO�+BQBOeTe�(PWeSONeOU 2 共通教育科目（ࣾ会科学領Ҭ）
*TTVeT�JO�+BQBOeTe�4PDJeUZ 2 共通教育科目（ࣾ会科学領Ҭ）
+BQBOeTe�4DJeODe���5eDIOPMPHZ 2 共通教育科目（自વ科学領Ҭ）
,46特別講義（+BQBO�T�'PSeJHO�1PMJDZ） 2 共通教育科目（総合領Ҭ）
経済学ӳ語講義" 2 経済学部専門教育科目
経済学ӳ語講義# 2 経済学部専門教育科目
法学ӳ書講読（日本の法と司法制度） 2 法学部専門教育科目
日本の法 2 法学部専門教育科目
ӳ語で京都文化Ⅰ" 2 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化Ⅰ# 2 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化Ⅱ" 2 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化Ⅱ# 2 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化実習Ⅰ" 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化実習Ⅰ# 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化実習Ⅱ" 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化実習Ⅱ# 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で読む日本ࣾ会（上級）" 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で読む日本ࣾ会（上級）# 1 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化ᶙ" 2 文化学部専門教育科目
ӳ語で京都文化ᶙ# 2 文化学部専門教育科目
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在学留学
�ɽࡏ学ཹ学制度
　「在学留学」とは、在学の状ଶで外国の大学へ留学することを言い、「ٳ学」による留学は該当しません。

�ɽཹ学のछྨ
　在学留学には、次の3छ類があります。
（1）ަ または受け入れることを言いݣにޓ定をక結しているւ外の大学との間で、留学生を૬ڠ留学ʜʜ�本学とަྲྀ

ます。
（2）ݣ留学ʜʜ本学のަྲྀڠ定校へ本学学生をݣすることを言います。
（3）認定留学ʜʜ�自分で留学したい大学（学位授与ݖのある大学）の入学許可書を取り寄せ、本学の許可を得て留学するこ

とを言います。

　本学のڠ定校一ཡは、)1から確認できます（29Χ国80大学１研究所ʗ2018年11月時）。

�ɽࡏ学ཹ学の資֨ཁ件
　在学留学を申請する場合は、次の条件を満たしていなければなりません。また、留学に際しෆద切なݥة地ଳ等への留
学は認められません。
（1）本学に1年以上在学し、かつ所属学部の定める所定の単位を修得している者。

（2）৺身共に留学にえ得る݈߁状ଶである者。
（3）留学先の大学等の要件を満たす者。
（�）保証人のঝが得られる者。
（�）留学目的および留学計画が明確でద切であること。
（�）留学に必要な経済力を十分に有していること。

※�ަ 。にՃえて各プϩάϥϜで必要とされる学力・語学力要件を満たしていることهする場合は、上ر留学をݣ・
詳しくは、該当時期のื集要項を確認してください。
※認定留学の場合は、上هにՃえて留学先の入学許可書を取得していること。

ཹ ʢֶग़ൃʣηメ ɹɹɹ४ج

3 セメ 1セメऴ了時
ᶃ共通教育科目または༥合教育科目を含めて1�単位以上を修得していること。
ᶄ�1 年次専門必修科目のうち、य़学期開講科目を修得済みであること。

�セメ 2セメऴ了時
ᶃ共通教育科目または༥合教育科目を含めて30単位以上を修得していること。
ᶄ 1年次専門必修科目を修得済みであること

�セメ 3セメऴ了時
ᶃ共通教育科目または༥合教育科目を含めて��単位以上を修得していること。
ᶄ�1 ・ 2年次専門必修科目のうち、1年次配当のશ科目および 2年次配当のय़学期開講科目
を修得済みであること。

�セメ �セメऴ了時
ᶃ共通教育科目または༥合教育科目を含めて�0単位以上を修得していること。
ᶄ 1・ 2年次専門必修科目を修得済みであること。

�セメ �セメऴ了時
ᶃ共通教育科目または༥合教育科目を含めて��単位以上を修得していること。
ᶄ�1ʙ 3年次専門必修科目のうち、1・ 2年次配当のશ科目および3年次配当のय़学期開講科
目を修得済みであること。

8セメ �セメऴ了時
ᶃ共通教育科目または༥合教育科目を含めて9�単位以上を修得していること。
ᶄ 1ʙ 3年次専門必修科目を修得済みであること。
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�ɽਃखଓ
ʢ�ʣަ 学ཹݣ・
留学は、ຖ年ݣ・ަ　 �月及び10月にื集します。ื集説明会の開催は電ܝࢠ示൘1045で案内します。Ԡืر者
は、Ԡื書類の提出期ݶを厳守のうえ、国際ަྲྀセンター事務室へ申し込んでください。書類受付後は、面を実施のう
え、学業成、語学力等総合的に定し、留学生を決定します。
　在学留学生の資格は、前ड़（3．在学留学の資格要件）のとおりです。

ʢ�ʣೝఆཹ学
　認定留学は、自分が留学したい大学（学位授与ݖのある大学）の入学許可書を各自が取り寄せ、本学の許可を得て留学
する制度です。まずは留学計画や受講するコース、単位認定等について留学アυόイザーと十分૬ஊしたうえで、申請手
続きを行ってください。申請のためには、「認定留学ر届」を提出した後、留学先の入学許可書を取り寄せ、「認定留学ئ
書」等の必要書類を期日までに提出する必要があります。提出されたすての書類は、各学部の在学留学資格要件等を考
ྀのうえ、認定留学の可൱を決定します。
˔認定留学申請書類
　「認定留学ر届」、「認定留学ئ書」、「入学許可書のࣸし（༁ఴ付）」、「約書」、「留学届」
　提出先ɿ理学部事務室
˔提出期ݶ（厳守）
　य़学期から出発する場合　１月末まで（「認定留学ر届」は、11月末まで）
　ळ学期から出発する場合　６月末まで（「認定留学ر届」は、４月末まで）

�ɽཹ学ظ間のऔѻ͍
（1）�留学期間は1学期間（一部のަ留学・&#+ݣ留学プϩάϥϜ・認定留学）または1年間（ަ・ݣ・認定留学）

とし、本学の修業年ݶ及び在学年数に算入します。
（2）�上ड़の留学期間はあくまでも学੶上の期間であり、実際の留学（ߤ）期間を意ຯするものではありません。ݪଇ、य़

学期末は、�月末までに、ळ学期は1月末までにؼ国し、単位認定手続きを行わͶばなりません。（「12．単位認定の手
続き」参照）なお、留学先での在期間は、ݪଇとして、1学期間の場合は 3ϲ月以上、また、1年間の場合は 9ϲ月以
上の在を要します。

（3）�留学期間をԆする場合はٳ学ѻいとなり、「ٳ学ئ」及び「ߤ計画書」を理学部事務室へ提出のうえ許可を得なけ
ればなりません。

�ɽཹ学ظ間のٴظ࢝ͼऴظ
　留学期間の始期及びऴ期は次のとおりですが、留学先での授業の都合上、これらの日付の前後に出国またはؼ国した場
合でも、いずれかの日付に読みସえます。
ʪ始期　य़学期始業日　　または　ळ学期始業日ʫ
　「留学届」をもって学੶を「在学」から「留学」へ変更します。
ʪऴ期　य़学期ऴ了日　　または　ळ学期ऴ了日ʫ
。をもって学੶を「留学」から「在学」へ変更します「学届ؼ」　

�ɽཹ学ऴ了のखଓ
　留学をऴえてؼ国した学生は、電ܝࢠ示൘1045より「ؼ学届」をଧち出し、やかに理学部事務室へ提出してくださ
い。

�ɽཹ学தʹ͓͚Δຊ学学費
　本学の学費は、在学留学中であっても、学ଇ第�3条に定めるとおりશֹを納入していただくことになりますが、本学の学
費及び留学先の授業料や在費用等、かなりの留学費用がかさむことから、留学への経済的支援を後ड़（9．外国留学支援
ۚ）のとおり行っています。
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�ɽ֎ཹࠃ学ࢧԉۚ
　在学留学する際の経済的支援として、次の外国留学支援ۚを支څします。なお、支څ方法は、本学授業料から外国留学
支援ֹۚをࠩしҾくことにより行います。

ʢ�ʣަ 学生ཹݣͼٴ学生ཹ
　経済・経営・法・現代ࣾ会・国際関係・外国語・文化学部ʜ��ສԁ（年ֹ）
　理・情報理工・生໋科学部ʜ��ສԁ（年ֹ）

ʢ�ʣೝఆཹ学生
　経済・経営・法・現代ࣾ会・国際関係・外国語・文化学部ʜ��ສԁ（年ֹ）
　理・情報理工・生໋科学部ʜ��ສԁ（年ֹ）

※上ֹۚهは1年間留学した場合のֹۚです。1学期間の場合はֹとなります。
※他の学費ݮ免制度、学ۚ制度等のద用を受けている場合は、授業料૬当ֹをݶ度としてซڅ調整して支څします。
※ॾ事情により上ֹۚهを変更する場合があります。

��ɽܧଓ履修制度
とは、ळ学期からཌ年度のय़学期まで1年間の留学期間の場合、留学前のय़学期に履修している学期連結科「続履修ܧ」　
目および通年科目をؼ国後のळ学期にܧ続して履修することができることを言います。ܧ続履修をرする場合は、留学
前に必ず理学部事務室に「ܧ続履修ئ」を提出し、ঝ認を得ておかなければなりません。なお、ؼ国後、ঝ認を得た科目で
あってもෆ開講その他の理༝によりܧ続履修できない場合は、理学部事務室より指示します。

��ɽཹ学ڐՄのऔফ
　次のいずれかに該当した場合は、留学の許可を取りফすことがあります。また、留学が取りফされた場合は、外国留学支
援ۚはฦؐしなければなりません。
（1）学生査証が認められない者
（2）法令にҧした者又は学ଇその他の本学の規程等にҧした者
（3）本学への学費等の納入をଵった者
（�）留学先において成業の見込みがないと認められた者
（�）ප気その他やむを得ない事༝により留学を続けることができなくなった者
※ื集要項ࡌهの条件等の基४を満たすことが出来なかった場合も留学許可が取りফされる場合があります。

��ɽ୯Ґೝఆのखଓ
　留学先の大学で修得した単位のうち、ద当と認められたものは�0単位をݶ度として、本学の卒業に必要な単位として認
定を受けることができます。この�0単位は、本学学ଇ第18条の 2に定められた単位数です。
　専門教育科目として単位認定するものは「外国留学特घ科目」、共通教育科目として単位認定するものは「外国留学科
目」の科目名で、それͧれ認定されます。
　単位認定に係わる必要書類としては、「単位認定申請書」の他、成証明書、履修科目の時間数及び単位数を証明する書
類、授業細目（シϥόス）等の書類が求められますので、留学前に必ず理学部の留学アυόイザーの教員または理学部事務
室で確認しておいてください。
　申請期日　य़学期末認定ʜ�月末まで

ळ学期末認定ʜ1月末まで
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��ɽՆقޠظ学実習ٴͼय़قޠظ学実習
　Նق・य़ق期語学実習は、Ҿ者がつかない「自立ܕ」のプϩάϥϜです。学部・年次をわず参Ճできます。語学要
件はプϩάϥϜによって異なりますが、事前の学習経験が必ਢとなります。
　ื集説明会の開催は電ܝࢠ示൘1045で案内します。Ԡืر者は期間内に申請してください。（「Նق期語学実習」
の公ืは４月、「य़ق期語学実習」の公ืは10月を༧定）※य़ق期語学実習については、８セメ生はԠืできません。
　なお、実習ऴ了後、実習大学でަ付された修了書等をもって単位認定の申請をした場合は、授業時間数にԠじて共通教
育科目の「ւ外実習科目」として、１ʙ４単位が認定されます。
※定員に満たない場合は、中ࢭすることがあります。

��ɽཹ学૬ஊ
　留学શൠ的な૬ஊについては国際ަྲྀセンター事務室が、また、単位認定に係わる૬ஊは理学部事務室及び留学アυό
イザーの教員が୲当しています。
　なお、留学をرされる方は、在学中の履修計画や将来の進路もख़ྀのうえ、ૣ 期から十分な計画を立てることがま
れます。また、ւ外に留学するのですから、日本では当たり前のことがそれͧれの国によってさま͟まな法、規ଇや׳習
があり異なることが多ʑありますので、留学してからށ惑うことのないよう、留学前には必ず留学先の歴史、文化、׳習等
を理解しておくことが؊要です。

��ɽػةཧ
ʢ�ʣւ֎ϓϩάϥϜ実ࢪʹ͍ͭͯのجຊ的なํ͑ߟ
　本学では、ւ外ߤの४උとւ外プϩάϥϜ実施期間中、学生の҆શを守るための配ྀと方ࡦ、そしてそれに基ͮく指
導を可能なݶり行いますが、ւ外プϩάϥϜに参Ճする学生は、各自が自ओ的に自覚とを࣋ち、ద切なஅと行動をと
らなければなりません。
。ଇとして、本学のւ外プϩάϥϜに参Ճする学生は、本学からの指示、連བྷに従わなければなりませんݪ　

ʢ�ʣւ֎ϓϩάϥϜ実ࢪのஅج४ʢதࢭɺԆظɺܧଓʣ
　本学のւ外プϩάϥϜの実施அは以下 3の基४によって行います。
　ᶃߤ先国の事情（ݥة情報が出た場合等）
　ᶄプϩάϥϜ実施ػ関等の事情
　ᶅݸ人的事情（ප気等）
　※上ه事情により発生する費用はすて自ݾෛ୲となります。
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海外インターンシップ
˙概ཁ
　ւ外インターンシップ（科目名「インターンシップ４」）は、ՆٳقՋをར用して、ւ外のا業や団体で約１ϲ月の就業体
験（インターンシップ）に参Ճする、正課科目です。プϩάϥϜは、インターンシップにՃえて、業ք研究やϚφー講࠲など
の事前授業、実習のৼฦりや成果報ࠂなどの事後授業で構成され、օさんの実習での学びをサϙーτするよう、設計され
ています。
　ߤ先は、アδア・Φセアニア地Ҭが中৺です。また就業先は、日本語教ࢣアシスタンτ、ཱྀ 行業、コンサルςィンά業
などが用意されています。
　インターンシップは、仕事内༰や職場の状況をਂく知ることができ、自分のద性やࠓ後の進路選択について考えるきっ
かけになります。特に、ւ外でのインターンシップは、ओ体性や異文化コミュニケーションにおいて必要となるスキルをཆ
うことができるઈのػ会です。άϩーόル化したࣾ会の中で、ւ外を視に入れた将来の進路について、実体験をもと
に真に考えることができます。

˙目ඪ
・�異文化に対する理解力とదԠ力を身につけ、ޮ 果的にコミュニケーションをとれるようになる。
・世քをフィールυにしているا業や団体に対する知識をਂめることで、国際的な視からキϟϦアについて考えられるよ
うになる。
・自分のద性をよりਂく知り、将来のキϟϦアの方性をより明確にଊえられるようになる。

˙履修ํ๏
配 当 年 次ɿ２年次生、３年次生
対 象 学 部ɿશ学部学科
単　 位 　数ɿ４単位
履 修 方 法ɿ書類選考と面選考を実施し、履修者を決定します。
　　　　　　　※�ื 集説明会を実施しますので、履修ر者はื集説明会に必ず参Ճしてください。（ื集説明会の詳細

は電ܝࢠ示൘1045等でࠂ知します。）
履修上の注意ɿ�同一年度に履修できるインターンシップ科目は１科目とします。ただし、同一年度でなくても、インターン

シップ１、インターンシップ２はいずれかの科目、インターンシップ３、インターンシップ４はいずれかの
科目しか履修できません。

� ※その他の同時履修ෆ可科目については、履修要項別ガイυを参照してください。

ઌʢ実ʣۀɿա度のबߟࢀ˙
໊ࠃ

ʢ·ͨߦ۠ʣ ໊ࢢ 業छ

ߓ߳ ཾ 大学教員アシスタンτ

  コンサルタンτ業

ؖ国 ιル ϗςル業、৴用調査業

ϕτφϜ ϗーνミン ཱྀ行業、қ業

Ϛレーシア シンτッΫ 大学職員アシスタンτ

ΦースτϥϦア シυニー ཱྀ行業、ϗςル業、中学・高等学校、ҿ৯業

ニューδーϥンυ ΦーΫϥンυ、Ϋϥイスτνϟーν ཱྀ行業、中学・高等学校、日本語学校、メディアˍϚーケςィンά・
コミュニケーション
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教　職　課　程
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教職課程
　理学部で中学校及び高等学校の教員を志する人のために、以下に示す教職課程が設けられています。専߈の専門教育
科目など卒業に要する単位を修得するとともに、教育職員免許法及び同施行規ଇに定められている免許状取得に必要な単
位を修得した人は、教員免許状を取得できます。また、ဠ教大学又はಙ大学の通৴教育課程をซ修することにより、小
学校教諭免許状を取得することも可能です。ただし、計画的に履修しないと教育実習の履修資格を得られず、免許状授与
の要件を満たすことができなくなりますので注意してください。

̍ɽऔಘͰ͖Δ໔ڐঢ়のछྨٴͼ教Պɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ�ɽ໔ڐঢ়औಘʹඞཁなૅج資֨と࠷修ಘ୯Ґ

教職課程に関する相談
教職課程の履修૬ஊ及び教員免許状取得
に関する࣭等がある場合は、教職課程
教育センター（10号館１֊）へ来室してく
ださい。

教職に関する資料
教職課程教育センターの書Սに、教員採
用試験集、中学校及び高等学校の教
科書等を置いています（貸出可）。また、図
書館の資格・就職コーφー、ࢽࡶコーφー
にも教職に関する資料があります。積極的
に活用してください。

教職課程に関する掲示
教職課程に関するॏ要なお知らせは、電
示൘（10号ܝ示൘1045及び教職課程ܝࢠ
館１֊）にてܝ示します。ඞͣ̍ʹ̍ճ
֬ೝ͢ΔΑ͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

教職課程の詳細は、教職課程ΦϦΤンςーションにて配付される
「教職課程履修要項」で確認してください。

ֶɹՊ
໔ڐঢ়ͷछྨ・ڭՊ

தֶڭߍ་
一छ໔ڐঢ়

་ڭߍֶߴ
一छ໔ڐঢ়

ཧՊֶՊ 数　　学
数　　学
情　　報

ཧՊֶՊ
数　　学
理　　科

数　　学
理　　科

Ӊཧ・
ֶՊɹؾ

理　　科 理　　科

ඞཁͳ֨ࢿૅج
学士の学位を有すること

（学部の履修規定をよく読んで
卒業要件単位数を満たすこと）

ඞཁͳ۠ʢ๏定୯Ґʣ ຊֶʹ͓͚Δ࠷मಘ୯Ґ

ڭ
ҭ
৬
һ
໔
ڐ
๏
ࢪ
ߦ
ن
ଇ

ୈ
��

ͷ
�
ʹ
ఆ
Ί
Δ
Պ


ຊݑࠃ๏ʢ�ʣ

各免許状共通

�

ମɹɹɹҭʢ�ʣ �

ίϛュニέーγϣϯʢ�ʣޠࠃ֎ �

情報ثػͷૢ࡞ʢ�ʣ �

ʹతཧղૅجҭͷڭ
ؔ͢ΔՊ

ʢதֶߍ��ʣʢߍߴ��ʣ

数理科
学科

中学校� 数学 ��

高　校 数学
情報 ��

物理科
学科

中学校 数学
理科 ��

高　校 数学
理科 ��

宇宙物理・
気象学科

中学校� 理科 ��

高　校� 理科 ��

ՊͷڭͼٴՊڭ
ಋ๏ʹؔ͢ΔՊࢦ
ʢதֶߍ��ʣʢߍߴ��ʣ

˞औಘرڭՊ͝ͱʹमಘ͢Δ͜ͱ

数理科
学科

中学校� 数学 ��

高　校 数学
情報 ��

物理科
学科

中学校� 数学 ��

中学校� 理科 ��

高　校 数学
理科 ��

宇宙物理・
気象学科

中学校� 理科 ��

高　校� 理科 ��

େֶ͕ಠࣗʹ
ઃ定͢ΔՊ
ʢதֶߍ�ʣʢߍߴ��ʣ

˞औಘرڭՊ͝ͱʹमಘ͢Δ͜ͱ

数理科
学科

中学校� 数学 �

高　校 数学
情報 �

物理科
学科

中学校 数学
理科 �

高　校 数学
理科 �

宇宙物理・
気象学科

中学校� 理科 �

高　校� 理科 �

ʢɹʣʹ示͢୯Ґɺڭҭ৬һ໔ڐ๏ʹ定ΊΔ
୯ҐͰ͋ΓɺຊֶͰ্هʮຊֶʹ͓͚Δ࠷म
ಘ୯ҐʯΛͯ͢मಘ͠ͳ͚Εɺଔ業ͱಉ࣌ʹ
໔ڐঢ়Λऔಘ͢Δ͜ͱͰ͖·ͤΜɻ
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図 書 館 司 書 課 程
学 芸 員 課 程
学校図書館司書教諭課程
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図書館司書課程
◇目的
　図書館法第２条に定められている公立図書館及び私立図書館などに専門的職員として置かれる司書の資格を取得するための課程です。
　司書は、地方公共団体が設置する公立図書館などで、図書館資料の選択・発注・受入から、分類・目録作成・貸出業務・レファレンスなどを
行う専門的職員です。
　司書となる資格については、図書館法第５条第１項第１号に「大学を卒業した者で大学において文部科学省令で定める図書館に関する科目を
履修したもの」と定められています。司書資格取得に必要な科目を修得すれば、卒業と同時に資格を得ることができます。ただし、飛び級による
大学院進学については、大学卒業の条件を満たしていないと見なされるため、当該資格を取得することはできません。
　本課程を履修し、国際化・情報化・生涯学習時代という現代の状況下で活躍できる司書としての能力を身に付けてください。

◇履修条件
　図書館で働きたいという、強い意志のある者。
　本課程を履修し、資格を取得するには、課程登録をする必要があります。詳細については各学期開始前に開催される課程登録説明会に出席し
確認してください。
　なお、司書の資格を取れば、図書館の正職員に即採用されるというわけではありません。例えば公立図書館の場合は、各自治体が実施する採
用試験に合格し、図書館に配属されることにより、司書として働くことができます。

◇修了証書の発行
　卒業要件を満たし、本課程所定の必修科目28単位、選択科目３単位以上、計31単位以上を修得した者には、「図書館司書課程修了証書」を発行
します。なお、証書は卒業式当日に授与します。

◇構成

๏ྩ্ͷՊ ຊֶʹ͓͚Δ։ߨՊ ࣍
当該年次
以上は
履修可能

Պ۠
（�卒業要件算入等については、
各学部の履修規定で確認のこと）
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生涯学習概論 2
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生涯学習概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館概論 2 図書館概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館制度・経営論 2 図書館制度・経営論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館情報技術論 2 図書館情報技術論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．２．
図書館サービス概論 2 図書館サービス概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
情報サービス論 2 情報サービス論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．
児童サービス論 2 児童サービス論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．

情報サービス演習 2 情報サービス演習Ⅰ 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．３．
情報サービス演習Ⅱ 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．３．

図書館情報資源概論 2 図書館情報資源概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
情報資源組織論 2 情報資源組織論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．

情報資源組織演習 2 情報資源組織演習Ⅰ 2 3 文化学部専門教育科目 注）１．４．
情報資源組織演習Ⅱ 2 3 文化学部専門教育科目 注）１．４．

必修科目の合計単位数 22

બ

Պ


図書館情報資源特論 1 図書館情報資源特論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
必修科目の合計単位数 28

図書館基礎特論 1

બ

Պ


図書館基礎特論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館サービス特論 1 図書館サービス特論 1 1 文化学部専門教育科目 注）１．
図書・図書館史 1 図書及び図書館史 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館施設論 1 図書館施設論 1 2 文化学部専門教育科目 注）１．
図書館総合演習 1
図書館実習 1

うち２科目以上 2 うち３単位以上 3
注）１．本課程登録者のみ履修可能です。�
　　２．「図書館概論」修得済みの者のみ履修可能です。
　　３．「情報サービス論」修得済みの者のみ履修可能です。
　　４．「情報資源組織論」修得済みの者のみ履修可能です。
　　※所属学部により履修登録の方法が異なります。詳細は説明会または教学センターで確認してください。

◇履修モデル（実状を考えて作った一例です。科目ごとの配当年次と一部異なっています。）
1࣍ 2࣍ 3࣍ 4࣍

生涯学習概論
図書館概論
図書館制度・経営論
図書館サービス概論
図書館情報資源概論

情報サービス論★
児童サービス論
情報サービス演習Ⅰ
情報サービス演習Ⅱ
情報資源組織論◆
図書館情報資源特論
図書館サービス特論

図書館情報技術論
情報資源組織演習Ⅰ
情報資源組織演習Ⅱ
図書館基礎特論
図書及び図書館史

図書館施設論

　※太字は必修科目
　※★印は「情報サービス演習Ⅰ」及び「情報サービス演習Ⅱ」を履修するための先修要件
　※◆印は「情報資源組織演習Ⅰ」及び「情報資源組織演習Ⅱ」を履修するための先修要件
　※太字以外の選択科目から３単位以上修得すること



b-69

学芸員課程
◇目的
　博物館に専門的職員として置かれる学芸員の資格を取得するための課程です。
　学芸員は、博物館に置かれる専門的職員で、博物館資料の収集、保管、展示、調査研究及びその他これと関連する事業について専門的な職務
に従事します。また、埋蔵文化財などに関わる発掘調査員という進路が考えられます。
　学芸員の資格は、博物館法第５条第１項第１号に「学士の学位を有する者で、大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位
を修得したもの」と定められており、取得に必要な科目を履修し単位を修得すれば、卒業（学士の学位授与）と同時に資格を得ることができます。
　国際化・情報化・生涯学習時代という現在の状況で活躍できる学芸員としての能力を身に付けてください。歴史資料・美術品・文化財・伝統
文化などを将来に伝える意義のある仕事です。
◇履修条件
　博物館で働きたいという強い意志のある者。
　大切な文化財・文化遺産を、後世まで守り伝えていこうという強い思いのある者。
　本課程を履修し、資格を取得するには、課程登録をする必要があります。詳細については各学期開始前に開催される課程登録説明会に出席し
確認してください。
　なお、学芸員の資格を取れば、博物館の正職員に即採用されるというわけではありません。学芸員としての採用は、学部を卒業しただけでは厳
しく、大学院修士課程修了以上もしくはそれと同等の知識及び経験を有することを求められるのが実状です。
　資格取得には実習科目の修得が必要となりますが、真面目に取り組まない者には学外館園で実習を行う「博物館実習Ⅱ」の履修を認めません。
実習受け入れ先館園及び資格取得を目指す他の学生に多大な迷惑を掛けることになりますので、十分留意してください。
◇課程運用費
　「博物館実習Ⅱ」における館園実習を含め、他科目における学外実習の拝観料及び課程の運用に係るその他費用を、「博物館実習Ⅰ」を履修す
る年度に納める必要があります。詳細については、「博物館実習Ⅰ」を履修する前年度末（３月末）の在学生対象ガイダンスに出席し確認してく
ださい。
◇修了証書の発行
　卒業要件を満たし、本課程所定の必修科目21単位、選択科目８単位以上、計29単位以上を修得した者には、「学芸員課程修了証書」を発行しま
す。なお、証書は卒業式当日に授与します。
◇構成

๏ྩ্ͷՊ ຊֶʹ͓͚Δ։ߨՊ ࣍
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履修可能

Պ۠
（�卒業要件算入等については、
各学部の履修規定で確認のこと）
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生涯学習概論 2
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生涯学習概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館概論 2 博物館概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館経営論 2 博物館経営・情報論 2 1 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館資料論 2 博物館資料論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館資料保存論 2 博物館資料保存論 2 3 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館展示論 2 博物館展示論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館教育論 2 博物館教育論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．
博物館情報・メディア論 2 視聴覚メディア論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．

博物館実習 3 博物館実習Ⅰ 2 3 文化学部専門教育科目 注）１．２．
博物館実習Ⅱ 1 3 文化学部専門教育科目 注）１．２．

必修科目の合計単位数 19 文化財入門 2 1 文化学部専門教育科目 注）３．

注）１．�本課程登録者のみ履修可能で
す。�

　　２．�「博物館概論」、「博物館資料論」
及び「博物館教育論」を含む本
課程必修科目10単位以上修得し
た者のみ履修可能です。

　　３．�文化学部生以外の学生は、所定
の期間内にWeb履修登録画面か
ら申請してください。

　　４．�同一科目名の、理学部物理科学
科開講もしくは理学部宇宙物
理・気象学科開講どちらかのみ
履修可能です。

　　５．�2019年度入学生より、科目名が
変更となっています。2018年度
以前入学生は、入学時の履修要
項を参照してください。

　　※�所属学部により履修登録の方法
が異なります。課程登録説明会ま
たは所属の事務室で確認してくだ
さい。

必修科目の合計単位数 21

બ
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日本史概論 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．５．
日本史資料論Ⅰ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．５．
日本史講読ⅠＡ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．５．
日本史講読ⅠＢ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．５．
考古学入門 2 1 文化学部専門教育科目 注）３．
考古学Ａ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
考古学Ｂ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
文化人類学 2 1 文化学部専門教育科目 注）３．
芸術入門 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
美術史Ａ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
美術史Ｂ 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
工芸デザイン論 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
京都文化特論Ⅱ 2 3 文化学部専門教育科目 注）３．
京都の美術工芸史 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
京都の民俗 2 2 文化学部専門教育科目 注）３．
民俗学概論 2 1 文化学部専門教育科目 注）３．
科学史入門 2 1 共通教育科目
科学コミュニケーション入門 2 1 共通教育科目
力学Ａ 2 1 理学部専門教育科目 注）４．
力学Ｂ 2 1 理学部専門教育科目 注）４．
電磁気学Ａ 2 2 理学部専門教育科目 注）４．
電磁気学Ｂ 2 2 理学部専門教育科目 注）４．
天文学概論 2 2 理学部専門教育科目
地球惑星科学概論 2 2 理学部専門教育科目

うち８単位以上 8

◇履修モデル（「考古学」をコアに選択科目を履修した一例です。科目ごとの配当年次と一部異なっています。）
1࣍ 2࣍ 3࣍ 4࣍

生涯学習概論
博物館概論★
博物館経営・情報論
文化財入門
考古学入門

博物館資料論★
博物館展示論
博物館教育論★
視聴覚メディア論
考古学Ａ
考古学Ｂ

博物館資料保存論
博物館実習Ⅰ
工芸デザイン論
京都文化特論Ⅱ

博物館実習Ⅱ

　※太字は必修科目　※★印は必修科目かつ「博物館実習Ⅰ」及び「博物館実習Ⅱ」を履修するための先修要件　※選択科目から８単位以上修得すること
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学校図書館司書教諭課程
◇目的
　学校図書館法第２条に定められている学校図書館で専門的業務を行う教員としての資格（司書教諭資格）取得を目指す課程です。
　司書教諭とは、小学校（特別支援学校の小学部を含む。）、中学校（中等教育学校の前期課程及び特別支援学校の中学部を含む。）及び高等学校
（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の学校図書館で、その運営や読書指導、情報活用能力の育成をはじめ、図書資料
などの選択・収集・整理、教員への参考資料案内などの専門的な職務を掌る教員をさします。
　現在の学校教育では、児童生徒に自ら学び自ら解決する力をつけることが求められています。また、新学習指導要領においても、児童生徒の
言語能力の育成や、各教科における言語活動の充実が盛り込まれており、これらの実践にも本資格は大きく寄与するものと思われます。

◇履修条件
　小学校・中学校・高等学校の教員として、さらに学校図書館の運営や読書指導、情報活用能力の育成、各教科における言語能力の育成にも積
極的に取り組みたいという意欲のある者。
　本課程を履修し、資格を取得するには、課程登録をする必要があります。また、卒業及び教員免許状の取得がないと、結果的にこの資格は取
得できないので、まずは学部の授業や教職関係の授業をきちんと履修し、そのうえで計画的にこの課程の科目を履修してください。したがって登
録手続きは２年次以降となります。詳細については各学期開始前に開催される課程登録説明会に出席し確認してください。
　なお、司書教諭の資格をとれば、即学校図書館に就職できるわけではありません。都道府県及び政令指定都市が実施する公立学校教員採用候
補者選考試験などに合格し、教員として働くことが前提となります。

◇修了証書の発行
　教員免許状を取得し、本課程所定の必修科目10単位を修得した者が、卒業後に本学を通して文部科学省に申請するという手続きが必要です。
文部科学省が発行した「学校図書館司書教諭講習修了証書」は、卒業から約１年後にみなさんの手元に届きます。詳細については、所定の時期
に行われるガイダンスに出席し確認してください。

◇構成
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Պ۠
（�卒業要件算入等については、
各学部の履修規定で確認のこと）
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学校経営と学校図書館 2
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学校経営と学校図書館 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．２．
学校図書館メディアの構成 2 学校図書館メディアの構成 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．２．
学習指導と学校図書館 2 学習指導と学校図書館 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．２．
読書と豊かな人間性 2 読書と豊かな人間性 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．２．

情報メディアの活用 2
視聴覚教育 2 1 共通教育科目 注）３．４．
視聴覚メディア論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．４．

必修科目の合計単位数 10 必修科目の合計単位数 10
બ

Պ


児童サービス論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．５．
学校図書館演習 2 3 文化学部専門教育科目 注）１．５．６．
情報サービス論 2 2 文化学部専門教育科目 注）１．５．

注）１．本課程登録者のみ履修可能です。
　　２．文化学部�国際文化学科のみ、教員免許状取得のための「教科又は教職に関する科目」の単位に充当することができます。
　　３．教職課程登録者のみ履修可能です。
　　４．いずれか１科目選択必修です。
　　５．選択科目は、司書教諭としてのスキルアップのために設けています。未修得の場合でも当該資格の取得は可能です。
　　６．「学校図書館メディアの構成」修得済みの者のみ履修可能です。
　　※所属学部により履修登録の方法が異なります。詳細は説明会または教学センターで確認してください。

◇履修モデル（実状を考えて作った一つのモデルです。科目ごとの配当年次と一部異なっています。）
1࣍ 2࣍ 3࣍ 4࣍

学校経営と学校図書館
読書と豊かな人間性
視聴覚教育★
視聴覚メディア論★

学校図書館メディアの構成
学習指導と学校図書館
児童サービス論
情報サービス論

学校図書館演習

　※太字は必修科目
　※★印の選択必修科目はいずれか一方を修得すること。ただし、双方を修得することを妨げない
　※太字以外の選択科目は資格取得要件に含まない




